




!「常乱定江i当悦匂3玲寺卵??郎叫缶部叫3臼3j矧榊tfち討仰叫j《訴叫;J吊;兵詰諮?込込::j伊州j伊F何ヌ芦-i〉応;;i

4伊許判崎ヰ帝吟哨ち梶幣主悔智;手吋:薄語鱒悩j狩以常吟脅撚響伊蒋時i腎W率将様鵜棋窃ザ?慌指殺
j悼慢為(伊符2寧叫丸対;誤供酔?知榊州ヤ桁子詑??i??詐訟均為?拘惣 :
附諜感僻琳脚;FゑhF主保i球?Jdd?:尉州叫j恥:3立為恥?与お貯νい肘;2デr戸川/ffρ川川札正勺引引':tfi為W芋以肘宅ザF
F枠持F凡対刈!交培故え品金iミj識3史附?摂問予幣i♂努均3伊受涼すgr?料税1必必拙母議鑓詳窃と毎桝;?詳持i品品議ゑ掛Jt点点イ哉議芝蕊:悌碍引礼tit:iiれ杭吠鳴尚磁鍛陶MF伶i説!i訴:ぷ京 1f

、イ惚喜2限予訟私2泌総 j悔硲努郁郁誌訟J
1刈j:刃:支;端誕締》主伊;抑認完幣認 郎お桜:郡訴約!3i f

!作1:i峨R時線母嬬3尚 恋恥;-何制制;附滋巡紛;将持?誠諒誠: jff
:

:iii;詩的ZtEP1郊でが崎明言害対決航法制がそ丹、品開守主JE:
給料説話悌1mil絵掛投獄;寺町
l京¥廷志車是込京;jj吋銘磁長鴇窃明:1警:雪1i如伊桝存や恥桝誌浪訴:1搾:? ';??iA川守 y ぺ引叫4記;立 吋 守 存私r何 J叫官斗斗もL. 手r点、いい.....1->-.-;;げ惜♂JバT; ;7vd吋βJ占主与If誌W〆 肴tA掠詩《均九税量正ぷ釘妥4む}JF 人?占¥哨叫白持泊持叫T芯恥Kλ心;y~♂吊持r拘均i怠怠払いlJJ22τ E佐三

j}トす;;;?符手ヂj:玲;ヂ汗よ守乍乍3宇ト判毛ιd叱;必札何会丸烏
l耳yj吋41':悩j流応払さ芯芯む郎弘i;?3ι:i1弘iL弘らi=L与弘iミミ三;Js:i叫i

jけ締;隙5鳴守滞涼器寄伊伊f芸芸鴎必Si謀船;駕怯富掛内秘時鵠!棋綿掠掲;?斡持挺総怯蹴;33;;掠2食宝????炉j)f22ギ;3安禁諒3芸崇詫1号号?:
j i( 誠s恋;3詑t将制;宅5:i:
ド!仰が儲品輸:唱控訴除ih322U
:fi;714f抗措:閥抗や;抑制抗議?ぷ13;

; 小11J細川JJJ例記ず ??宮克守!奇ミぞ1ミミミ之ぞ:?アもそ計勺勺1ft合!:むむ;;長品!--やい乙Cかが刊:T芯丸t芯叫叫主日{
;唱; 吋dぷ以内(片可B1可1有i府?糾常 温川Fλ私内内咋;??出弘に:山対山苦1玖J♂11:q叩勾f父に;;ι;山:

F
ハ‘

J

え疹σ古

持ょせ次坪関砂川崎泌若1玉、

、，‘

ュ)附

，

ふ本支

ムダ港堂舎籍株式令私



?喰濃端;ii悦獄嚇儲!宗j接鮮綿訴娘誇むb貯'1?l;r'i.:浮浮判予ヲ戸;7;T秘糠Wwi3f;?J吋叩 ;
コ示??B???品淑企
桝糾る揺松?4伐伐?;吟陀陀h吃吟h玲吟とと! ，J;:川{?Jグ!ずfマη子行r;了「yん!に九九川刊:一ふ九ヴi-九ゼ叶ψR三ぜI引とd心点的:7?守官;;主ど??l:マ品:f!

宅屯、し、¥lλ1モ!.?'r:♂汽‘占主?抗仇{'、t付??.! ?t .ふ '.?点:下入i‘F民け"'.日;トεi'o?;'?I?'7?て??.;'ぺおーに
司

マi(l' .

43i2F49弘則通?，???'_. ':S?. t*._.
- ?.

?.

?

i・1v・(?，，: :' ';1:，1';i:?"?;
"

?ト;- ;1川、
'

Vufち，u
??t;J. ?? 4??‘1bfvpii-f・ ・"二、.、 .' ¥

吻で品目て;.? f
日tも，?t:.l .....???..;: "-t?:‘ 判官、

.， p
¥1:，:""￥王官舎吋'j::?J.l，..， ;，

"

ι'i;. 1

い討?????¥ Atf;
;???;}:1(?ハ昌 也

. ¥ん1
??C:f下戸

JJL，r¥ザ 千引:
ぷ" ?!.i?グ? :

か，.ti.
??. ..，，..

点らずa
i?，l.t'('喝"，
.勘・1

叶もよけ ， !i，，'?)?，:"Jr'; .-..

・炉、

t?r
，l?"?l._ ?
‘?7.f'
ー‘、

? .

也l

J
i

'ポ

，?‘

由時2

1
・有島、、.・-

f'. r):1?
，，， A?勺

也4・.?.，- '.1

汁‘U???

!j.・1114‘

411111ili--h、eh4ha4a4・4J川tM'hra.ed，.、がみd司向・Ha
..

].，aa弘、・いF41'----4.‘J・
、‘.

‘
，

E

司'"

4:

.

..

‘

世、. '

‘.

‘，
JWV

、.

'可P

"

?'

.?

b
t.

?

y子
竜王

'国圃.

-

:.>i
...""

宗悲の屋文句研究は況、町議恥急要れιてえ柔興朱ある研克の、なり、特に宗教問題伶起し永りえ合より多く印皮宗象の怠仏をえげι内一汗?のりては、22ポm本文知識の欽くべからぎるは言ふ迄もセι、印皮宗承文の研究は従ネ傍芳氏ιて其一部仰い翁を染め、レもありえ税近欧ネゑ洋苧品川の研究は其事賞均採永代於
>?

‘

i'

手

て務く

べさ進歩をな、し、其伶波我亭w介氏体研究を誘起せら事必/
，

f;

J
.を

ト仰いあらず、然れ必」も其会穣仰い就きて簡明仰い歴文句忽述を念ぜ心芳仰い主りては、不幸ゑ西雨洋収好芳あるなJレ、ロパ菊逸にありて芳ピ、傍諸問泊以ありてJハの著乞は箱E此J'-'

ト

鉄を繍ひ得

，?，

'・v・

<，

ウ

Js.-

ム

の

一べさも、尚永た歴文の穫に於て大仰い遺憾念さ能はず、えれ若芳がて不完を顧みずる{かを注智て比嘉を公にιあんる所以会り、暴ι印
-マ.

一い-we・u

際

官

.圃.

号了、
2

'0¥
;"---':.'0

;;"
司、

>
h

、

axuhtdaSFな

?
‘

?

‘v
F

'"
6 ?

'J・，..If
晶y" ，.r'い2干f

』『i
i

， t. Ji
r 1.亀

骨1...:r44. t fIt
h ， ?



-ulザJJ，γ

~ヤトf勺喝一皮宗教文菜作の歯肉ピιて後来収完全会る煮の祷を聞くを符依一薬品刈の幸宏り。民

一此書元、印皮の宗承文民就きて貫通乙たる大穫の知識を普及せ一ん為、各宗亭林の教稀書芽に旬修用仰い供するを司的ど仁たるが…訟に、承るぺく叙述を平易明掛川代乙、印皮宗教文氏周若ぜる多く一の暗黒疑問に就きてはJ一て之を記せ?、一代建芳の断定を以て一ゑ迩ιたり、其詳畑の疑問弁伏其研究は別にAmJ芳用の印度宗教一グペ¥てJへ補遣に於て之を碁述乙たり、積品川常仰い伎の列舟を携へんいはr胃液JぺMパ一便益歩合からさらん。
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.印皮以外仰い於て綾意せι芳多ι、本寄付印笈の宗教文ピιて、ロハ-旬皮の圏内K於ける悌教のみを忽心、たり、然れ台も北刊紙什の宗教hvdvMU悌承ぜ蘇るぺからさる関係ある婆羅門教及印笈教の鼠仏を一島氏妙心事，甚大友る芳あり、裁倉本奮を関する乞共仰い常に本邦の…宗教乞関聯ιて孔ん収位、得る所砂念からぎるべι。
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此開巻に掲げし寓昆4リ摸刻LKる聞は、近頃ペナνスの近傍サlbvナthr∞pzpvに強見ぜられし浮mw
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一石呼なり、其の表する所は搾迦仰V一生中の四大事にLて式以下の一段は其γ監児品固にて母府以耶の布。μzt=lTl一脇P4リ生れしなり、失は其が魔王魔女の強迫誘惑に動γ?Lて菩提制下ι端坐思惟絡に成近ぜるなり、』、一突は仰が樹下成道の後鹿野困ドて始めて法も説きしなり、最上は即其が肢提刈岬人減の相や一不ぜり、此岡山ザテl一回の出来事は仰者γ夙に紳聖さして崇重ぜL所なり、故にパ1リ大股但鍛紐に日く一一Eh--wwr。山rHELP22huユ雪白山プHF盟国PEFEZ-a己A42vP4hL-Lr『一d57syωJ円233T一-IMFM円回目己rp昌三宮。防ロ伊豆坦hSLR-r山町一vrFEMMEFEEE38臥VapwT丸担保AVC・日LE--Ji--HPMFFc-pq三1・2ZJErU色。pzEZトι国F55わ15MZLEL巳}ET一pヨヴロ〔Zret--zrp斗己-dpggPPM-EZ吋FJfe}PEBPのprrP532545己主-E一gp-rrp円。PE一か山一zbu「PE--v山口守一Ed?L百円=一55江主JFZT己防5500己BEEP-MEP--PBEEC-ppwUELP『zztgzs一rhu--zzzご'SEE--コ白山吉官民LY32L-crp-Te--vいい門田門戸=FUr.J唱ト一一方等混回経(明蔵駒峡十巻]右)亦いふ、‘ぃーへ2ミJas一叉族姓子旗姓女所目前迫念怨白岡事、一目、仰舟菩薩初下生時、二円、仰始得近妙王党崎、三日一上関説付川崎法輪一時、四日、業所長飴締局之情般泥沼時、常論思此念、防生時昭徳如是、卸得近時紳カ如晶、特.替輸時庇人如か、附(‘.4・・d・・4・・S4『一減度時違法如是、究中末時有思念此、呂志行者皆生天上、HLF、..7ア¥一長阿含経巻問(明蔵官快四巻九布一持云ふ、

一諸族姓子常有四念、何事四二日、念仰得生島批喜欲見、憶念不忘、生日目安小、二円、念仰初川付近庖政立川欲見、協命一不忘生協愛ゆ、三日、念仰樽法輪島、歎立日欲凡、憶念不忘生出愛hv、同日、念仰舵川仙沼品、枇喜欲見、川念不広中一紘一愛小、阿娘、我般純湿後、族性男女、念師生時、功徳如是、仰得道時、耐力如是、特法輪時皮人如是、仰向減度時、泣法一知是、各説北九島泣行組敬詩情寺、己死皆川川生天、一並L仰徒り信仰は始比凶時に於げる仰岳協念するι止まリしに、使附く此川島か滋邦するの功徳か信L、一終には-申此聖地か拝するの功徳島一じ蒐めて、此の如き浮船島小んするに歪りLなリJ一五六頁柿給品究開-
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宗教は、有限なる人類が自己ょうも一一暦偉大なる若〈は無限なる者を憧協する天
性hh出づ、此放に世界の民族

乏して宗教を有せ怠るな〈、何れの園長も多少宗数の脇田達を遂げ36し政なし‘然れをも岡崎んの賦性、歴史の境遇異なるに従て、或者は美術に長し、或者は特代文事を開後し、又或者は主吃して工業的吃なAツしが如く、或者氏偏に宗殺の後達比於て英国民歴史の活動をなせ0.吾入者し世界の中に此最oa。。。宗致的なる岡氏を求Uれば、先づ指を印度芝猶太乏に屈せ止るぺ
から・下、此二国民

の歴史は殆定宗教の歴史にして、英一批合的政治的活動一J密接、関係を有せヤるなし循太人の宗殺は天然出前奔の原扱よAツ起Aツて国民的最
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j上勝の信仰乏な0.律法的宗畿の道徳を閲獲し、正義の観念巴不安悲惨の境遇吃は‘ιhJ其聞は基督救主の大宗数を出だし、装宗教典氏遊33るの趣味を有せ0.而して此宗激的たる猶太国民は分散流寓の今日比述、偽装体法的宗数民依ウて結合せAソ、狛太の宗敬奥は.本冷雲を街〈五柏の如し.大幹茂薬他の群草木をして其風を仰略せしむるは足れ0.然れ台込者し之を印度の宗滋・犯に比し来らば
、彼のセム氏族住地00診るにi印皮7』リ

の卒沙砂漠乏して崇高偉大なるも而州市単調冷索の械なき能はヤの宗私服史は、英国土が高岳峻峰あう、長江大河ゐAリ、草木花・升欝
蒼茶々、奇獣保命共聞は馳駆飛朔して、人の耳目定興味吃をして熔接に服ながらしむる比似たAリ。印度の宗教典は端を豊富なる構想の天然袋持に援し、哲準的考察出で‘山地形儀式山で‘殿属惨烈の苦行に解股の道を求ひるゐλツ、放逸の肉欲海涜にい快楽の天界を符ん芝するあAツ、陰簡の沈思冥想は沈痛なる無宇宙論的妊界飢芯なAツ、疎阪の考察希些は紳怪なる神秘話吃なAツ、比〈の如〈比して上下三千鈴年底去数前向里の印皮宗滋史は、其中氏宗数の形乏して共ら診るなく、設定してな3はなし‘印皮の宗敬市民は印皮の困土が暖熱豊穣動植物の産比富むよAツも

居豊富なAツ、選し印皮71リヤ氏族の性質元来宗激的にして、又何事をも極端に及ぼすの風ゐAツ、其宗数史上の境遇事情に隠して一日一脇田生せし傾向は、飽くまで之を後逮追及して其極端の弊に及ぼ3占YFAば止ま・下、此放に最も古典の数機を重F九世し印皮人V引て其宗数比於てあら@る襲化を遜したAツ、最も格端なる禁欲苦行を治乏したるぽ等は一方にて肉欲を放恋し、最も師一主をザ重したる彼等は他方にて唯筏濁得的思想を奨服せλッ、内比政婆羅門数の偉大なる思想系統を養成し、外には偽殺の鴻大なる慈光を放ちし彼等は、又一方にては偶像出刷物の崇拝、禁厭兇阻の迷信に沈溺して出路を知ら歩、印皮
の宗教奥は宗数の

一切の種類形式の最も完全なる陳列坊なAツ、偉大なる者あ0.阜下なる者めAツ、健全なる者は病的なる者定相漣Aツ、如何なる信仰、如何なる儀式"も殆宅其中に接見せられ診るなし、印皮宗教の研究は一切出柄数研究の紛紛概論{もなす
べ〈、叉裳終極蹄若吃見るべし。

印度宗数は其れ自身にて依然たる一科の研究な~1.其れ自らの中氏}州大なる俄似を有せ・0・而して限を縛して英外国宗敬吃の交渉‘及他図に及ぼしたる影響成化を考へ来れば、其須要債儲の捗少にあら止るを見F凡。
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四印度言語の研究が42口議串の基本VになAツし芭同し〈、印皮bm殺の研究は基督教のみを宗数芝する偏見を捨てて、博〈深〈}般K宗数々研究するの興味金起涼しめね・即比較言穏皐の結果は印度人ゆと波新即4-ヲシ突如さの貌縁を明kレ延びて断的バゲルマシ目的族聞の親縁を畿明したる芭共に、彼等が原始宗教の獄態をも努蕗の閑比認むる事を得た0・特に希臓羅馬の紳話井比古組側逸民族民間の袋持の如きは一ん匂英太古印度ゲルマシ時代よAツの後生を明比する事を得、印皮宗殺の研究成殆除」7sリヤ民族宗教を研究する中軸定なれAツ。印皮宗畿の外闘に及ぽせし影響亦甚庚大なる者ゐ0.英希臓-初期の哲息-chの関係改多〈事者の珠想する所なれをも‘今日比ては未だ事質的設明を得、dる事なれば.暫〈之を措3.希臓後期の哲率、即炉ブラトtシ波、膨川町かか酔の如3は印度宗教の戚化を受〈る事多〈.英分出論、輪廻論の如き皆印皮風比養成せられたる者なOJ初期の基督致活亦此範園を脱する・ど得・下、耶蘇英人の厭世的観念、新総の出世間的苦行・皆印度的の形跡を止むる者吃見るを得FA・羅馬正教の儀式、例せば珠数、剃援の如き段、到底印皮の外に其源泉を求ひるに由なかるべし‘欧測の近世思想ぜ印皮芭のfEhmr下血』EItf・606LbetaTFLU跡暗弘E
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岬度の圃

交務はシヨペシ八ウZル一振の思想に於て特に明な夕、初て東方に於ける印度宗敬の戚化比宝Aツては何人弘之を看過する能成立る者あ0.偽殺の潮滅は治々乏して西城、西減、家古‘支那‘朝鮮‘日本、南洋、返羅-緬旬、安南の野金蔽以て-A1日仰東方散億の人必を支配せ0.偽殺芝共に若しくは英名の下に印皮教的思想習慣は此等諸国民浸潤し‘此等諸国の宗数は印皮宗敬市民の知識を鉄Sては閲倫を失せるは悶しさ者
あhJ'.

宗教研究は印皮宗教史を英中軸吃なヨ含るべから歩、況や千年来偽殺の成化に長したる吾邦の宗教研究者に於てをや。印度の困土及人民亜細亜の大陸、商の方印皮洋に尋出して三大学島をなす‘東印皮、印皮及豆利比謹吃す、古来此三宇島を総務して印皮芝縛したる事なadにわら怠る弘、今五日人の稀して一印皮乏いふは英中央のゆT島印皮な0.(bT1ヲヤ一'印度宇島民恰も舌獄をなして南海に現出し‘北は雲山の高峻なる漣山を限Aツて熟
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。。。。帯の豊穣多雨なる庚大の域に援がる、英地勢自ら四KR7れ、之を戸市収河の卒一風活情の卒原、動んの山也、及デヴカシ高原吃務すべし、比四区の地方は其位置地勢の異なるに従て、歴史上に各異なれる結果を呈し、異時異穣なる活動の舞盈をなせAツ。的畑町民一山は源をガ?ル、vwwrの山中よA9a留し、西部の卒一服を流れて・英幾多の派一統支ザミムハに沙地を濯機し‘此大なる平一原をして不毛なら会らしめ、第に西方議闘の人民をして此地の豊穣に霊挺せしめ‘多〈の民族が印度に入。来るの端絡を開け・9、即最-初の71リヤ長一族も先づ此一地に入Aツて其目減税-吠-随時代の舞叫.け叩川、J7多の吠臨讃歌は主乏して此地に成93、此放に婆羅門は此地を稀して党詩人地方回同制FMH目ιFEE-島gvp乏いへbl印皮宗数奥の始は‘此地方にあAツ、而して印皮なる国名弘元此洞名信-皮よ--9嶋せしものにして、印度7tリヤ民族が此闘にあAリて始め〈iせし大河民、即此園会随の名籍乏なAツしなAリ、加之希臓文化轍入の媒介定なAリし園山点王の一間入も・亦回数徒の侵入も此一地の豊一穣な6しに図れ〆而して後一世シタ数
の起hJて

一方K雄たbしも此卒原にあAM、信皮洞の印度市民は重要なるは一zphを要
せ占y.
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。。信度の卒原を限れる東方一一帯の丘陵地方を越@れば、即恒河の上流にして、此大江ザ晶骨νFヤが無数の涼流を集めて治々五百里、雪山定賓関連山の聞を流るる匝域政則恒河の卒原なAツ、恒河々昨は即印皮のvb髄にして、其歴史上の活動は此地方を主乏して起0000・MMb‘此放に婆羅門は此地方を中央地方属包VM言・含mvmv芭稀し‘婆鯵門数は此地方はて英隆盛の極を議し.哲串起。、偽数興0.阿育出で、カ目玉出で‘幾多の宗激的活動改主乏して比地に起れ--9‘恒河は即印皮中の印皮なAリ、有名なる寺院重要なる型地は今何多く此地に存せAツ、後世の印皮数徒は恒河-Z以て神聖なAツ乏して、此水に投して死するを以て天上に生るるの道定信するに至れAツ。嘗川山漣山は印皮宇島北面の罪障なAJ2一千米突よAツ九千徐米突の高母峻峯は、東経七十五皮よAツ九十五度の聞に腕艇冗立し‘北は西臓の高原を隔てて控砲は昆県加、阿爾.泰の越山定相封し.南は隙隙冗突恒河卒原を眼下せ。、此一帯の漣山地方は峻除湿寒到底人類の棲息し得る底にあら守定雄も必建山あλツて南印度洋よb透。京市る4e水蒸気を凝結して往き下すを以て、恒河の卒原は銭に多雨豊銭な0、然れをも此建山の山腰山賀人の往すべS地は恰も他界吃港絶せるを以て-逃口者の隠蔽所定な
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子メ1ヲ且少、一種特異の宗殺を後生セAツ‘迦滋嫡羅‘尼波羅の偽数の如きは即是な0.。。恒河卒野の南を限れる一一帯の山脈は賓聞な0、此山脈よAツ南比一一般民高原危なし西成西ガtトのVS山脈の急斜を以て直に亜利比亜海民迫。、来は東ガEトの山腰噛港〈延びてベシddル鴻に及ペゥ、此高原地方はデヴ力シ即南方地方吃縛する者比して、比南印度成一般に三百万至一千米突の高地をなし.山地森林の風趣自ら北方の卒原は異な・9、山岳起伏森林密茂の地自ら他よAリ侵入するに難Sか放に‘印皮アーリヤに迫はれし原土人は此地方は逃れ来。、幾百年の閲71リヤ的文化及宗数比特立して其信仰習慣を保存した0、印度71リヤが比地を稀して茂林は埋れ。泣いふも比が谷川なAツ、其後7tリヤの文化南比波及するに及びて、比地は印度数民新分子を注入するの原因乏なAリ、返古宗激的活動は多〈此地比出でたb、即龍樹が偽敢に錨硬化を奥へしも‘商均羅が印皮殺の復興を唱導したるも皆此地方にゐAツ、信皮及恒河の卒原氏7Eリヤ文化が根挨地にして、雲山弁に南地の山地ば7tリヤ以外なる文化の養源乏なA少にき。温帯の緩和なる信皮卒肘郎、熱帯の多雨豊能加なる恒河の卒原氏、雪山及南地の山岳地
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方芝共に印度宗滋史上の異形を彩。肉.而して此舞台民立ちて其歴史的活動をなせし人民民、亦単純なる一氏族になら宇、印皮の宗教奥は印皮71リヤ民放を中心乏なせ台弘、亦其鑓混成人穏的勢カの移動に図れるもの多し。
?事

太古印皮の人民は東北の方西成鏑旬よAツ入。来。し黄色人種比して、英支那家古的言語倫今日に散在せるものめ6‘之は次てコラリ7椅亦東北よb入。京市b.夙に印皮の地は禰蔓した。、其後町二ヲずd'民族強勢なる問慨をなしてバシジャ?の野よ。印皮に侵入し来るや、先に此闘比めA少し民族を諸方に治以退け、豊能加の闘を占領し、曾長の下民国結し、霊固なる農業牧畜的批舎を作4、又幾分か貿易建築等の文明
..'

を後達しけAワゴラリ7種は多〈森井の霊36幽鬼等を畏怖崇拝し、町田ラずd'は生産カの大地を蛇芝して山町市奔し、或は生産の戚カを表象して男根即リシガを袋持し，た0.F-ヲdyJ句，改コラリ7を座倒せしも必しも之を敵腕せ歩、相共に印度の地に雑居したAツ‘コラザ7は今日比至。ては北方の山中及賓闇の東に散在するのみなれ泌』唱、F-ヲずd'吹今日何至る所に存し.英勢力影響は叉屡印皮7Iリヤに及ぼし.行波紋畠怖の組織には彼等の遺風存するあ・9、特に偽致後の新婆羅門散は彼等が宗数
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?紀元前二千鈴年の古コラリ7芝町田ラ#yd'芝印度の岡土民佳せしに小山田υて‘布カに-して優等なる民族中央亜細亜よAツ包シFタシ山頚を蹴えて‘印皮の西北信皮河の上波バシジヤ?の地に入Aツ京市Aツ刷、此民族は今日の欧洲人波斯人等主組先を共にして、元中央亜細亜オクリスの河遜ヘ居を占め‘此頃は及びて何故か四方に移住し始めしな0.吾入院此民族を総抑制して7zリヤ芝織す、7tリヤ民族の未充分離せ守して共に中央亜細亜にあるや、農業敬蓄の産業を営み、紡績裁縫鍛鎖の業を剣Aツ、家族的関係比一於ては師向比完会なる者ゐoa-d、而ルて彼等の宗数は即天然の光明現象を紳格乏して押したるあ比して、此一等諸神史子2て幾何かのき而を信したb。此太古比於て既に此〈文化を開後したる7』リヤ氏族移住の
一部氏京市聞は向て進み来0.英一部分は途中西市は接して波斯の地に住して4-ヲシ民政をなし、他の一都政盆東南に向て今印一度の西北隅に現はれね‘印度山市歎・史の虫色は即此に開かwxtf
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第四期

四千年の古印度比侵入し来。し71リヤ氏伎の天然品川奔は‘印皮宗教の鳩絡にして、爾京市奇現鍋償問幾多の援還を経て今日比至。刷、其縫還の派閥は或は宗激的俊治自然の経過に因。しもあb、或は外部の刺搬総人K出でしめAツて異締異様な6、而して装宗教観念自身の外に其襲還の悶をなせしは他国の如〈政治枇舎の関係に』ま，出でし者島くして‘多〈は民族の媛遜典敗に閃て起れb、印皮の風土に化せられし。。印皮7Eリヤの宗教は婆羅門数也な0.稗迦放の小には偽救出で、土人の勢力は鯵ぷ新婆羅門殺を出だせしが如3是な)、今其大勢の遜移ぷ従て印度宗散史の時代
，を底抗勿せえが左の如〈すぺし。吠陀の神話時代以帆紀元前千年
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宗教混飢時代川間判例制蹴後印度数確立時代制功一日州桝泌リ西数轍入後印度数改革時代加に制年五リ
第五期第六期第七期

-恥wm仰の紳話は即印皮7tリヤ太古の天然出川拝的信仰比して、其信皮の上流に在。し時代に出…っ、単純K天然の光明現象及物素を神格吃して崇拝し、之を純泊施し之に偽牲を供し‘諸紳の歓心を買て其助力を仰がん乏したるのみ、然れをも此中院比情侶制度bo従て彼等の忠緋考設が人民の信仰を支配せしは明な0・
一族は深遂なる考察に。。。。。耽ウて幽玄なる哲皐組織をなしね、其紳秘的高有紳的哲繕は悦被AW沙.1なる典籍比依Aソて今日比符す、此時代に紛越したる諸哲串波は-WHK印皮K於ける指向島・思想 第二期比至ウては此忠排的傾向大に閲俊し京市Aリて‘併侶の

の高潮をなし3。

一方にては哲血中的の諸説此の如〈腕越したる定同時に‘他方にわAツては、所前婆羅門数は太古の宗教よAツ脱化して、漸次共数機を固め、宗数の司休日者併侶允る婆羅門。。族は‘民族中最高の位地を占めた。、彼の枇合的制度を擁立したる吻嘩出自国法典は-L'vbvhhpM守Fl}陶前区篭・?怯聞・島内崎，、‘，ιk-Rおむ民‘、JB3Juhにパ丹竹下3mu千台pbr・-立丸げHfq，L削矛げパ久、川'JK供、;YMW，，W下A)Jut-F九-L-li--av-金¥ド
、1・taf此時代比成。し者にして、此第三期は婆羅門の階級制皮を基乏したる批曾的宗教道徳の時代な63、而して此の如5の宗教道徳わ盆軍国は成立せし後段、一切の者骨化石的吃なb、信仰にも精紳なく道徳比は背人情の他律のみ出で、・質際に民衆を激化し之に安立を奥ふる能はふ少なbぬ。

ヲFイ1T司ゲ第四期は即偽敬が婆羅門敬を革新し‘其他閉伊那成伽等の諸仮出でし時代乏す、益し枇曾的の腐敗、宗敬上の偏見は終比一大偉人の洗融怖を要し‘利帝利族よAツ出でし偉人、蒋迦牟尼名はガウタマは此時勢の必要に迫られて立ち、新に無我の大道を穴布し‘戒律的清浄の偽殺を興し肉、此新宗教は忽比して伊行士の凶紡吃なウ、大に王者の偉信を受け、平氏の蹄依を賞以‘組側。自ら三族の上代-超然た・0し婆羅門族をし
可か対

て顔色ながらしめ.殿掲陥闘を中心乏して五印皮比俳帰せAツ、此数の起。しは・貨に-西暦紀元前五世紀の中葉にあAツ、此よA9偽数の数勢は駿々乏して進み、紀元前三世
アuva'

紀の頃、阿育王が之を保護し、四方に億数師乞振し、又其有名なる宗激的法令を出したる時は、震に偽敬隆践の頂駄なAツS、働数隆盛の問には婆羅門は扉息したるも‘決して会〈其徐勢を失ふに去ら・下、機あらば其古hh後せん定て陰に陽に勉むる所め
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Jm五期第五期比二何の宗教zlzし信仰思想界は紛品々の悠を皇しぬ悌…uy¥¥41…数民精一波へ婆羅門教は漸〈復古の勢に向ぴしも・数百年の問は雨おJとも大なる隆一替なか63、而して此問所教針立の結果は各其特質を総持披張する能は宇して、相h一向滑抱容するの傾向を生しポゥ、加之F-ヲ宅ダ等土人の信仰慣行は7』リヤ人の¥一市町内角一中は潜潤し京λッ‘又西北に侵入し来ウし月氏族の勢力弘之氏加はう.教界混沼の極47ど極め尚一向沌の小比も偽敬は漸次其立脚地を失ひ、新時代の婆緑門散は漸次之をmWぷ〆一鋸-容して新し&-d附皮わ乏なAツぬ。一V1mAハ則一第六期の始をなしたるは八世-iのタマEリラい恥蜘恥たる二人の婆羅門なAッ、彼一等の熱心なる破廊瀬正の運動は‘一方はては除断りあの宏大なる都内血中堂大成し、一-万一にては外遊に痛切なる打撃を輿へて印度数の面白を一一保したう、商朔羅か印度殺
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mv誓…刷振の結果-は又印皮教の中比存在せし兵一概一塁械の傾向は各定形を共えて分化せ.~しめ、印皮数の諸分娠は妓に明白に成立しね吋度数の分振成立して定形周成する
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同-93・宇和教は悌数吃傾向を同ヒうして同時比出でし別注動比して、後舵其勢力の及びし虎少し吃なロす‘喰伽挨亦此期比出でし婆羅門的精神の新運動なAツ泣す。L
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ゃ、印皮人の性、極端は馳せ易S英敏封書病態亦百出して止る慮全知ら歩、廊敗燭壊後'牧むべから含らん芭せ。、改革の要は一舟ぴ印度殺の頭上は落ち京市0向。
第七期

第七期比即印皮敬改革の企圃が慮i々に越A少し時な0.而して其革新の勢力は内線よAリ湧出せし者なSはあら公るも、主乏して外部即西京市の回数及基督殺に促3れ
，..-

て起。ぬ、回数の精紳宏以て印度教を洗糠せん吃する者比ヵgaル‘。、新時代の阿宵乏し花氏7hvバル大帝ぁ。、基督教の心髄を阻鳴して印度数真正。。。の精神を復興せん吃せし者民党数合あb、現時比至れ。、然れ必じも印皮の宗教は肥 十Eナタゐ大にして病毒を合ゆる名人の如〈.病既民事同出円代入て容易に治すべくもあら守-迷信、雑行はおiq乏して其宗教界は治し.英獄恰も我園の宗数界が渡部煩悶手を揚げ
ふ

.，

-vp-7・a'

足を動かすも、会身の建康容易は刷振し難くして新鮮の光明路何れの時比到達せ
F

副
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策章吠随一脚話時代策節嘗時の状態井ユ吠陥の侍来
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オクリスの河昨を漂以出でて東南に向以し7Eリヤ段、人TやヒシFhソツシを越えてカ?ル地方に其新住所を占めぬ、吠陥の最古の歌は彼等がカ?ルの北カdEバル峠にあるを示せAツ、彼等は此ょう東に進みて大河に遭ぴ英大比して泌の如きを以
?

て之を伶的民mUHBロ即海吃鴻し.東に延びて其派流の問K住し、比等河流民潤ほ怠るる沃地h作家蓄を放ち‘叉農業を戯画み肉、吠胞の讃歌の古Sものは多〈此地にて歌はれしを以て、彼等は後此地を織して党詩人地方C」いへ0.彼等は此等河流の恩徳を讃嘆戚謝して段、「富を奥ふなる柴血管の信皮河」を歌ひ或は派流協や此大河に注S。。。洋冷たる大河か母牛が積子を率@る比似たるを見ては、七河流m3S乱回25J12・ど讃筒せA9、彼等改此時比蛍Aツては.天然の恩恵比浴して共高恩を戚謝し、時iqの不運は天紳比祭Aツて之が解除を求ゆしのみ、純朴の楽天は彼等の獄強な63.七河地方よtり延びて彼等は雲山の函館に出で、終に恒河の上流比及び肉、吠胞の最
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3330

古なる敵対僻-W臨海4彦氏主乏して比閉まヤ清和の天地比天然光明現象を崇奔せし和楽勝、惑なる7Eリヤの腕想信念を歌ひし者なAツ、而して吠陥の宗欲的飢念は多く此梨倶吠陥に依Aツて代表せらる‘梨倶吠胞は世界宗教史上最も古〈又最も純粋に天然崇奔の原始宗教を五口人比体へたる者なob梨倶吠陥巴はリクMWW即讃歌の墓典にして‘7tリヤ氏族太古のV詩人等の其信念に動かヨれて其崇拝する諸一柳を讃嘆したる淡歌を集めし者なAツ、謀議歌を抑制しtuyvv寓gg即説諭吃務し、梨倶は即千二十八の讃踊を編集したるものにして、又影駅鮫炉型例制gESC」稀す、此多数の梨供讃請を集録したるは一時の事業にあら守して、漸次数百年の星霜を経て成。しものなAツ、共十谷田92・民俗七OPEの順序は即英か漸次比集録せられし前後を示せAツ、此を以て共第一忽よAツ十容を順次研
-

究すれば7Eリヤ氏族がヒシFhγJVよAツ七河地方恒河の上流民及びし跡を迫求
‘'

する・ど得べし。

吠陥塾典は数多し定雄"も其最も根源的債低あるは梨倶吠陥の集餓におくはなし。。。。。。。之に次て編輯せられし集銀三ゐAツ健馬mpBmロ耶柔吋&g及附他婆hppmW3mvdH泌なサlTヤ沙ユ畠?HF"PJV吠臨耐蹟峠伐常時の耽態井ド吠施の惇被一世
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提泊費崇揮の宗教的意峨?'

a

コ0。ては寧ろ驚くべき比似たれ企弘、婆羅門の徒は、筆鎌の術ある今日すら之を鍛錬するは、却て正確吃紳聖を害する者なAツ吃して、之k識調せるを見れば古代の信者が、此大部の議諦に一生を委ね、一宇一旬を遊詩守して数千年の永3日や之を俳承せしは少しも怪huを要せ止るなウ、吠陥以外の逮典比於ても亦皆然。彼等が隼餓以外に此逮典を日体せしは‘却て熱気吃水気の侵害多き印皮に此古典企無難比保
存するを得たAツ。第二節

吠陥一柳話の宗教吠胞の神話は71リヤ組先の山市激主同しく、一切の光明ゐる天然現象及物議の中に何が偉大優秀の存するを認め之を一判定して秤AV.即彼等は直比天然・ど奔するにわら・下、その中に存在する光明が品目限妓熔無限の空間を照らすの賂伶なるを驚嘆し‘叉其が人類に恩恵を下だして或は忌むべS冥暗を廊。、或は人を照らして之を快澗ならしめ、或は人民温熱を輿へて段多の苦を和らヤるを成謝して之を崇拝し.惑を泡け義を京市芯ん事を・析。しなAツ、恥仰を以て彼等は此紳絡を抑制するは政〈な
.、

.00・るデIV匂M4なる動詞よAリ京市Aツし名詞提婆旬。dBを以てした0.即日本人が上をテーゥ・紳格吃し‘支那人が天左紳格吃し.セム氏族が強力なるZルを紳格定せしが如〈、7ーリヤ民族は光明を紳柊吃せしなAツ、希臓のテオス、総句のデウスー働総のデユ符印
皮人の提婆比同し。
坤

印皮71nリヤの光明を紳格吃して崇拝するや其究、売の動機は単一な忍光明念持する比めれe.光明の後表する所Kは其如何なる現象たる吃如何なる物議たる芝ゆを悶は守して、各其後表の方法方面に従て之を山保持し.敢て一町象一物索のみに団法制せ守、彼等は光源充満せる大窓をも奔し‘空中の電光をも提婆芭し、人の関内比入
e宇

Aツて熱を奥ム司る典密測にも祈祷せλツ、彼等の限μは天然は轟く活動し.此活動光明は即紳格吃して奔すべad者な0.英宗数助芯識は軍一の公立向雄大なる紳格を憧似しつつも.直比此至大なる柿を把往する事施は守して、共諸の現象物索代後表する0000を押せう、即唯一柿を多方面よAツ拝せるなAツ、放に之を得して問中一一柳数回g。pou-。。。。。。。目g泣いふぺ〈、天然の中に紳格を認むる宏以て天然的単一一柳数泣いムべし、彼等は詩の光明現t象物を各提婆乏して奔せA弐然れ品じも彼等の創沖する所は単一の紳絡な節】寧.吠陥紳眠時伐吠陥紳話の宗教
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一バ…0・一現象一.物業-K-紳一格の存在を認一トて之を奔する時は必一現象一物中恭子会一柳柊…をιv-せるなAッ、敢て他の現象物索を顧慮するを妥せ・下、又一他の貌象一物索に紳格を秤…せJn其-他は之を忘れ去れ0・此放に彼等が依て以て紳格の後現を認なる所の現象一物議は時冷の獄態は依-9て務鞠し・袋一縛する22異なる現象物索は共時の提一婆一#一定-なA9、最も祭奔し印刷請すべき提婆乏なるなAK得する所以は一にして掃する者はve00004一興一昭交替す、此依に彼等の宗一致的意識を織して交一替-紳一敬一pps。poU自国固定一穂すぺ一し‘光明か唯一の紳格なる紡よAリ云へば恕一紳数なA9、英崇拝する物象がタ敷にし一て時々に設投-Yる貼よA9云へば交替紳数なAツ・9.誌の跡一吠臨時代人民，の信仰は此の如くな63、而して其均等の動機を等ぬれば.5自己れp勾昌一の本一聯丸決一め災一刷を退くるにあAツ、供一物を捧げ歌詞ジ諒すれば、偉大にして恩恵威荷札.一れある提一婆は、我を助け.て一臓を奥へ剰を退〈べし吃倍加したb、此&以て彼等の主芝山一J耳、…して骨伸一倍する提婆は時三公に援し、此民族が住せし土地の気侠風土の必要に従て?町一wf一鐙遷したグ、紋等が中央亜細亜の恐怖地一伶在。し時以光明清和雲蒋な会の大空を一仰Sて提警となし、寒威を防ぎA鳴を調理する火を奔した・93、英一後れまずが印佼代下
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。て熱帯踏熱の天を裁会、黒雲油然乏してか0雷雨一時比炎熱を沈以去るを総定@.F・I・するや、彼等は駿雨を縫婆乏して最も之を曾重しわAッ、後儀式抑〈後雑K、償侶制皮、盆開後するに及ばては、彼等は提婆を祭る祭器を提婆芝し‘終hh片岡祭加を司る償侶
其物をも提婆定なすに至。ぬ。

吠陥時代の祭奔は人民の住地を移す芝共に鑓遜し弘、而して此援化は其第一容よ幽F
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一一、最の讃歌、天で吠胞の神話中最も根本的の神格乏して婦人の注意すべきは天空の無限を表した一る7.テテ除去訟な合、容に様。地を蔽ぴ雲霧を戒し星辰を養へる無限詑洋の大径一は、・吠古印皮人の戚を利獄して一一施活淡たる無限定して淡明セられたう‘彼等改抽一象的思考に依Aツて無限を崇拝せしはあら守して有形眼前の法乎たる無限を奔せ一しなAツ、此を以て或は之を太陽の母吃呼ぴ(梨倶八忽四七ω冬、或は之を以て一切に館一章，吠陀榊話時伐吠随紳話一、最古の積猷、天rw肺 。十忽を漸次追求して之を見る会得ぺし。B
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7子園すは天な0.7デテは空気な0.7デテは母.m丸、子なう.7・デテは一切の赫.五の積族なAリ、7デテは一切の生れたる者なAツ‘アデテは一切の生れFA者なAツ。(梨倶一
忽入九の一O)

天空の中には光明白で暗黒来。‘日月行3星辰輝3・一切天上の光明現象吠此中に生滅す、即是れ此紳が一切の母吃裕一言られし所以比して.印皮人は後は此紳比多〈の子ゐAツ乏して之を71デトヤス恥内訳許可gc」精した0.而して之に帆到して、光明なad下界の地をデテ回目民即布限吃稀し、英子比M74トヤス回MH山許可mw?ゐAツ巴せ0.蒼盗?の普曜紙限が如何比比太古人民の祭奔必を起おしめしかを知、。ぺし。7.テテは一切の母なAリ、然れ叫じも此は人格的一紳濁存して一切の物を創治せAツ乏の思想に非守、諸の光明現象此中は起伏するを以て之を母吃mmせしのみ、放に印皮人民7デテ芭岡ヒき大空を、時にはFヤウス回3・回切なる天吃し、時には婆機那司白IHS-MVなる鷹町の大空を稼せAツ、町田ヤウス百地なるブフチダベヨ叫EST」夫婦乏して孫せられ、婆棲那は登の大空なる密多羅民間併話芝箆生児なAツ芝いム。-a場、イd醤司“円売-bh荒川口w誤認、ぶ旬以待.3J-一戸骨六一、
九ト

-凶匂柑唱噌帽

-品評ah噌F
M

，

。。

婆楼那定密多絡は共比大空なれを弘.婆楼那は特に夜中一切を蔽ふ大空にして、密多羅は童間に芳明輝ける大空を仰3mmせし者の如し、而して此二者は共は7デテの子にして71デトヤスの中に鴎す、印度人は71デトヤスを讃して臼〈‘彼等には右もなく左もなし、前も後もなし‘彼等は貼・回せムヂ眠ら守‘彼等は一切に普く、逼一・切の光明なAツ、彼等は人の必に於ける善ども惑をも知0・正直の人芝欺鳴の人定を分つ、彼等は罪過&嫌ぴて之を罰し、悪魔土防ぞ。(梨倶ニ忽二七)所謂アlデトヤスの数は或は六或は七.入、十二芝稀して一定せ歩、然れむも彼等改皆大空の光明現象比して空漢の中比光を放ちて人聞を照臨せる者なるは右の讃歌にて明な・9、71デトヤスは即波斯の7シシヤスバシ官固定岡しad紳比して、元はh?天安れ表したるが後に種々の方面よりして種々の名蒋性質を得て斯〈は分化せし者ならんのみ、而して婆楼那、密多羅の如きは其重要なる者な'930婆模那は関する讃歌を見るも.吠陥の宗数思想が交替紳殺なる事は愈明なAツ、英容
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一何者ggqgr」も抑制して吉宗せAツ、黒耶柔吠陥六容四九には、此帥か病を皆するan…比一度改不一浄に陥ウし司.後再以之を脱却したる事を載す、然れを弘、此は末世婆繰吋一門殺の信仰を混交したる者比して、太古の信仰にはあら・下・lh
-000

-喜一郎一二‘烏合師qmvgは美・少婦な0・天の戸を開3・世代を迫以て人畜を新鮮快活にす‘叉此一女紳は紅色の牛若くは信州事比一策し、青柳を蘇殿舎飲に伶ふ芝、烏合師は、希臓の紅色一の指を明、すrJWばるるヘオス女紳£同し〈‘朝一般の尖色宕表したる女紳な0.烏合2一師は退。るも亦直民共妊年比復し.憶に英美色を保つε.多くは宮を得'A匁に此柿
一を蹴る。

-ooomrt山富紳一三、太陽には数名ゐAツ)通常は滞訓晴彦円三なA叱太陽の症麗を表せんには多くザダ一井タルmP45円の名を用ふ、此は育成すなる語源ょう出でたる名なAツ、又は天上の迩一勤者の義なAツザ与もいふザず井タルは金色の一柳比して、眼‘手、舌皆金よAツ成。‘令市を一若し、金事に乗し、白絹色の脚を有する光輝ある陪町民之を引かしUザダ井タルは此一事にて諸施を馳せ生物は生気を輿A.又悪行を怒み、経利、悪鬼の類を・逐ムガ』ヤト
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一リ'ahwM可忠弘史稀して此サダ非タルを奔する短歌ゐAツ、英文比一おふω
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我等は紳連なるザタ井タルの港施なる光輝を沈思す、彼は我等の知カを増進
せよかし。
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を債に十語の短歌なるも比ガEヤトリE成後世婆羅門滋の重要なる祈-鳩乏な0.叉之を一切、吠陥の母なbT」務するに至れ・0.此句段差し梨倶三容六ニの三に出でグシヤト噌Yし者ならFA、然らば英作者政一一刻帝利なるず井シザミトラ4Z4MW岡田広gな0・。。。太陽の光輝育成のカ氏此の如〈蘇利耶及サず井タルにて表する司、一方にて日光の温和なる慈愛的動作はブEシヤシMVZVPHHにて表せらる、此紳は家畜其他人の財産を保護し増殖し、又放人を導3.縞盗強盗を泣け‘又死者の行路をも漉導す、.ヲーシヤシは又善〈牛羊を御して事を馳す、此一仰は時には図陥総定共に噺らるるか故比空中の紳吃も見るぺ〈.英司る所は確乎たるには非宇。。。。

太陽に何一の名あ0.昆漫筆司官MM恒国是なAッ、昆港撃は、吠陥にては重要の帥なら診る
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"も後世の婆羅門殺にては非常比重要の位置を占むる比至れAツ、此紳三歩を以て会宇宙を勘妙。、英中にて天上を選ぴ因陥羅芝共に之に居る叉併争回旨回の子孫なる
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人類比地を奥へて安住せしひるは即此紳なAツ、日光を以て時を正し天時の進歩を
第一章

吠陥紳慌時伐吠陥榊脂
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O関ふる亦比紳の業な・-9芝、後世昆淫奪か維持保存の称乏なhJしは比が危ならん.空中諸紳中空は天上主異な0.惑魔羅利Mwpwmvpam-ω阿修羅hvgg
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事らの類あAリて俳仰せAリ、話紳は之吃闘て之を腐遜せ河口るべから歩、而して諸一仰は人類の捧くる供物に依ウて白己のカを充貸し‘依て此健闘に従事す、共奏効惑鬼を迫ふや供犠の人に恩恵を下し財賓ど賜ふ吃.是れ皆空中水蒸気比関する現象ょ・9出でたる腕怨なAツ。抑印皮人の恒河河港に居を占むるや‘日光灼烈炎熱焼〈が如ad気候に住するが依比.雲覚雷電は其最も鶴首希望する所にして、市然たる駿雨の如adは之を大恩恵吃見るに歪れAリ、此放民、太古に符祭したる太陽等.諸紳は従来の如〈之を渇仰せ・下、本一d中は聴馳して雷雨を下す諸紳は特に之を作放純拝するに歪れb.mして此強化吃共に紳格段漸〈人間に近む有形的の形象を布するに至れAツ‘。。。空中諸紳の中最多〈潟仰を得たるは畑品開湘HESなAツ凶陥羅芝いふ諒義民就3ては敷設あ6、或は有力者の義な・9乞いひ、或はmw州首なλツ泣いび、或は注雨者な。干

04‘tJEEP-E-sEtEPL喝墨守

五J

連

百
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坦

h一定いふ或は之を蒼空なAツ吃謂へをも.其・貨は探雨の紳なれば蚕室の義には非るべ
一し.

一因陥羅は昆淫筆吃嵐の称なるマルツ出R54とを従ム吃雌弘、獅力を以て惑鬼を降一伏し以て人類を保護す(梨倶一忽一六五円困陀絡が降伏する怒鬼平は即炎熱早魁の一謂にして‘其一人なるずリトラ司吋19は水を雲民包括して出ヨ宇、又パ・38刊は比一雲を巌中に隠蔽す.因陥回締は其電光を以て般企JTd、水を人界に注ん¥悶陥回線は金髭孔雀毛の赤信仰に車を騒Aツて、隼鷹の如〈空を馳す、入比亦M仰を走らしめん吃欲せば‘宜しく祈祷をなすべし.闘陥羅は弓矢を携へ、長鎗を提げ、屯彬を投射して惑魔吃闘ひ‘又大綱を張。て敵千人を一時比捕ム(梨倶入港入の七可其電光を脳Aリ雷除をなす
俣一容入)

困陥羅は天地の主にして、山を高.、し、水を流注し、地を支へ、天を搾げ.(梨供二忽一七ご、英惚絶大なAリ。
の五)又諸紳人類を導3、天地を潤40す(六忽三Oの困陥羅は恒河の上流に移Aリし印度人民取、ては最第一の紳乏なれAリ、然れει其
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，..，佐賀会〈国民的比して世界的性質を帯ぴ・下、印皮岡氏の論仰な0.放に其需に山内し惑。を伏す乏いふも‘7』リヤを保護して非71リヤmm族を敵吃するのみ、因陥緑は健
F、

?

一余のなしたる飲酒は速なる馬か車を治ふ如〈、余を容はしむ‘余は蘇般を飲み3.讃歌は牝牛が愛する晴氏行〈か如〈、余を促す、余は蘇・般を飲み3.A前段‘讃歌を心中にて、大工が木芹を廻すが如〈、細はす(賞味).余は蘇刷用を飲み3.以て‘如何に図陥回線を崇拝する人民が‘其恩蕊を潟仰し、叉如何に蘇府供物に依Aリて 闘伏敵の紳な0.然れ吃も単に勇者たるに渇3守して婆楼那が有する如S精肺的比傑出し道徳的に偉大なる紳には非守。因陥羅は共生れたる包含に蘇摩を飲みし芭‘而して共感鬼吃闘ふには必す人の供する蘇康を飲みて自己のカを養λ、放に之を供すれば困陥腕雄氏京市Aリて潟せる牛鹿
の如〈之を飲む‘梨倶十倍佐一

一九比依れは、悶陀羅は蘇般を飲み'了。て左の言をな
す芝.

余は械に牛馬を奥へん芝決心せAツ、余は蘇般を飲み3・余のなしたる飲酒は強カの風の如く、余を脅はしな‘余は蘇般を飲み3..司F
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自防

一見るを得ぺし。一同陥回線の従属に幾多の風紳雷紳あう。
vOO

一一波噛33は風なAツ.因陥羅比従属し、叉時には濁立して他の単にて馳す、後世には
一此一柳をずIタ4pg

其歓心を買はFA吃勉めたるかを見るぺし‘叉肺移の大に人類に近付るも此に依て定稀せ0.ザlb'は諸品仰の粉紳にして世界の源泉なAツ、人は其昔を開〈も其形を見守(梨倶十宿命一ムハ入の四)。。。。

風神の中最猛烈なるは鴻浦被何回Hep即抱略者にして暴風の紳な0・能〈人を害し禽献を傷pぺ放に人の最も恐怖する所なAリ(梨供一忽一
一四)、然れ芝も此紳又千の隠方を知0.知識bb賢明にして光明を奥ふ.此一柳には常に供物を供して人に怒らぴ

らFA事を税制る。

機陥羅は其妻ブリシ--思沼田乏の聞に数多の子マルツ属mg仲及楼陥羅等を生め0.其教は二十七なOT」もいひ、又は六十の三倍なAツψにもいふ、此数多の紳は軍投して一群をなし、因陥羅に従て戦闘に従事す、
Jn-F9ヤ湾ヤ

波接関尼耶句"忍SM訟は即雲な9又雨な・9‘比政蓋し困陥羅以前にあうし紳なる者
吠陥榊眠時伐吠陥紳蹄
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地上諸神、

後世の讃歌、堤一婆成、均一明の義なAリ、放に紳の本一慢は光…切にて後現す、然らば地上にて人工にする先明‘亦天上の光明吃阿しく神格なら診るべ
から歩、此に於て人は紳的の接するのカあ0・諸物健亦紳的乏なら診るべから守、印皮の紳話が漸次天上よ中に.空中よAツ地上に下。たる芝共に、英宗教思想は寓有一柳数民歩を進めたり

は診るべから宇.
ザl守火紳をwwrz巳泣いふ‘修馬吠陥一忽一民云ペ

YMYZ

阿姑尼を、借侶は手にて擦Aツて二一つ合せたる木ょう生みたb、爾つ木の中hh、母の胎内にある如く、財賛成育者(火)はhup戸、
梨倶一悠一二比一宮ふ、

4μ

家の賢明なる守護者なる、批年なる、其口にて供物を会以殺す紳患者なる阿
は阿姑厄よAツ燃ヨる.Flrpfb、B;'vhhpfhhtFU'pp:ttf込凶phIlrsLhいhhjtiFE・、hp，F6，SEhLIFE島pb-cBr--島F恥FEralr雌巴E，是れ皆自然比火の燃@るを歌ひし者な0.又一去λ、が井ザスザトの使者マIタリシワシ同営質問唱48・即風は阿姑尼を天ょう健闘ぴ求。しε・又体P戸、諸紳阿始尼を人の澗なる康華に奥へし吃・又云ム、7htHハルずなるリシサ穴水中に潜めるを見て摩擦して之を呼出せA9芝、因陥羅ニ個の石全取Aツて其問に阿始尼を生したAツ定(梨倶ニ悠一ニの一二)‘又は阿始尼はFヤウス(空)吃ブリト己ず井土地)の手なA9(三忽ニの二)・朝敵よ。生れたO)七忽七人全号、又は因胞羅芝昆淫一家よAツ生れたAツ(七忽九ル.A四)・阿姑尼は殺を布すれむも亦自ら敏多の子を有すこ忽六九のご、阿始尼には元秘水の三源あえ十巻四五のご、阿始尼は生れて直に其爾親を食以讃せAリ(十忽七九の四)、彼を捕へ・一九は英難し(五忽九の四)J彼は清浄なる乾酪を食注す彼の成長は搭速なえ十悠一a一五のご定.梨倶吠陥一忽五人民一おふ。不断wh少舵なる、速に木を食以議す(阿始尼)は、共食を取て起て.0・瓢々たる府内の如〈・彼の左往右往-K馳するを見る、天の高風に彼の獲みのるを問、く、風に煽動せらるれほ、彼は焔乞吐き、動S易きカを出し、高聾を俊して容易〈木を移・9行〈・阿始尼ょ、汝は牡牛の如〈に森樹に突入せんには・放が路氏暗し‘放が紅焔を携ふる問の

館ニ寧

吠随脚話時伐

吠陥紳話三、地上諸紳、後世の詩献
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ヱハみぞ波は不断に少妊なる.立てる者、動〈者は皆飛行する阿姑尼を怖る.〆

一阿姑尼氏賞比一柳人の問比立てる紳なJ一蘇利那、密多羅皆阿始尼の成生せる所なグ、而して阿姑尼は叉天上の光明を地上に管する耐仰なAツ、放に夜間諸紳(太陽等)が在ら止る問.悪鬼横行すれば、阿姑尼は饗戒を加へ、英矢を以て魁魅を腐逐す、放民阿姑尼は、人の問にてはι寵は住して家を守Aッ.防費そ附興する守護神比して・又rrcFPSP仲間なb‘部落の守護徳一地リヨ令官民乱急自明。，MMW一なAツ、彼成人を悪よAツ脱却せしむる者MVP4島nHVな--9.此等は即附姑尼が柿仰の使者乏して人聞の中にあるを表せる語な。。阿姑尼は叉、人の結局比諸一抑の聞に周旋する報告者た。、犠牲を供へて業火燃AVるや・諸紳之を望て京市降す、此諸一仰を呼集するは即阿姑尼なAツ、七河流か印皮河に朝する定同しく‘総ての食物は謹〈阿姑尼に集Aツ(梨倶一容七ご阿始尼は之を自鈴諸帥刊に頒つ、阿姑尼は最賢最恵の司祭なA少、彼は祭胞に常Aツて事務信、論議借等の臓を一人に併せなす、総ての宗激儀式を能くするほ阿姑尼のみな0.阿姑尼は最初のリシにして、又借侶たb、紬仰のなす所は阿姑尼を介して人界を利し・人のなす所は阿姑尼に
trhレFREEEι'PFh臥SFLE噌abp怜eIトPャaar同'b語検E
r、b，“a吟b'h

弘Ephh弘FP14剖瑚鑑必守
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喰.リて紳に俸はるば陥一羅の功業・2賀川彼がなす所なり(梨供一忽四七)。滞嘩mo回胆亦阿幼尼芭共に帥の地上にゐる者なAッ、蘇康史は元来，一栂の飲料にして、共興奮の作法ゐるよ0・英中に火の寓す定信し、紳的なOV」なすに至。しな0・蘇康成一一鶏が天よAツ勝来したAツをい以(康保一容八OO二、四悠二六
の占0.又婆槌那が

某の山に植えたるを勝来した・9芝川市いふこ容九三のよハ、五倍借入五の
ニ)‘蘇康は紳比

供物たるのーがなら歩、又人類を恵み、裸憶の人比は衣を殺せ.病者全
絡し‘資者に明金

奥へ、脱者を40ましむ(梨一倶八怨ムハ入のニ)‘之を飲めば一柳人共に不死一)、蘇殿は供物の精紳比して(九忽二の
を得(梨倶一容九

一OY又図陥羅芝車を共にし傘九五の五)‘蘇摩は讃踊を生育し‘詩論仰のmAたう(六巻九六の孔凶ニ康を供物に受けて、始めて帥カを有するの謂なA叱
て蕊魔を伏すの四)凶州議仰は蘇

?-】両国ー--ー-旬、-町、-・、

此の如〈印皮の宗教にては・紳唱人の供物を受け診れば共動作を
なす能成診るな

。、此思想に就adては何一一吉せ診るべ
かりり占r.

も紳は信者が犠牲を己に供するに非えば紳たる能町中T定すれば、信
務者

三!とは
-ft"聴叉
3供

て犠
惑に
鬼依
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λ定一駅丸、此思想は後世の宗一数民至。て大氏後遺せ・9・吠陥の中氏て祈祷及供一犠を非常比重要なAツ芭し、又入試航諦等を以て諸紳を使刊し得べし乏の信仰は・蛍時には頗る簡単なる者なAツしが}後世hM政援逮レ‘婆羅門数民て、亦偽数にては盆共思想を接連し・終に段、沈思冥想井に苦行は何れの紳Ibも俊カにして、此は依Aツて‘諸紬仰を曲、.会世界の事物をも思ふ伎にすべし定信するに豆れ易、従て償侶・苦行者・賢者は紳比F優る芝信告らるるに至。しなb。吠胞の宗敢にて祈祷供物に重きを置きたる事は、旬以下地大る所にて明なFDA-?-ヲMハマナスJnsT回gv目mg-aMMP-S又?リハスバチ凶ppm唱mw訟は断篇の紳にして諸紳の作者なAツ‘又之を諸姉仰の父吃も呼べ6(梨倶ニ港二ムハのコご、諸紳のMAなる耐仰は叉因陶羅比其業を成3しめ緑剥を殺す‘又其愛すべ3舌は三界に充満し‘誕カ吃其一周H曲揮に依19て地の四周を維持し、崎県を破。て、人に財資を奥ふ(梨供四忽五C)、韮し諸-紳の生れて其事業をなす芝、天地の保存定段、一に此紳のカに依る吃信したるなAツ吠胞の人民が新潟は重きを置Sしは愈焔然た0・フサラスワチ'mR担当官民は元同名の河を崇拝するに起。し紬仰なるが、天主。供犠の
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UFdJW7主務す‘中にも最豆大なるほ信皮切宮内問何回同はして、他の河
hpMMgは慣が牝牛に集まるが如〈之は注入す定(梨倶十忽七五の四)ω7ブサラスhp一宮貧富郎天女は‘音楽の紳なる槌陥婆の妻なAリ、此女帥博突を好み漣命を司る.然れ芝も亦怪妖を現するを以て人の恐るる所なAツ。吠陥諸紬刊には又妻あるを記す、4シF-ヲBEE--ueS同は闘随維の妻・7タナB井EhFm回P1は阿始尼の嚢ワルナaz--4mgHVW巳は婆楼那の妻、等是??。、後世昆淫撃のι妻乏して、美の紳乏して多〈袋持せられたるラタシミEMV斜wdvaは、梨一供吠陥十忽司・ち.Fのニには幸運のバ紳たb、阿一他婆吠胞には此女耐仰は一大.なら十・其中の一人は人Jr幸編を奥へ又詩人の祭るべS者なれ芝も、他球皆此反釣比して、不幸を奥へ詩人の特に嫌hmへS者なAY定記すa吠施中人類の紳位に上。し者リ?フ出gzbiA判等の人は特に敬皮にして犠牲を供じ、又技義民長して、トワ-vh巴リが議。たる供物皿を多く治0・7シダ井シの銭主主・を治・9、因陥羅の第三柴田均具を調へたるの功を以てJ小一死を賜はAツ紳格比一列吠附肺話三、地上陪刷、後世の限欧
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此他吠胞の季世には幾多の奇妙なる帥格を現したAリ岨阿他婆吠陥十一容七比一三。/ウチヒシタdg広島芯(犠牲の残物花氏名、形.世界、風陥羅芝阿姑尼.一切、天地を匂合す先天、一切諸物の創造者十人、諸紳は、恰も靭の設に集るか如く.ウチヒシタの臨港に懸る0./
/

犠牲用の匙句ロV回は天を治れウ(阿他、十八巻四の五)。
新
穂

同mwgm0・は天地を支へ諸一仰を管す(梨倶六忽五一の八)。クシヤなる草亦新臆定問し紳カあA9(阿他十九忽三ニの九寸伽恥・4pg
。。

一Oの四)、牡牛h阿国立一回も皆然。(阿他四忽一
も「阿他十容

一のご。吠陥時代の末楽には、既に此の如〈常的有紳的の傾向を生し‘高物特に犠牲に関する物は皆紳格を有するが如〈比信世られぬ、後世婆羅門数の盛時に、婆羅門即僧侶を以て即地上の紳なう乏なすに至。しも此に因す。吠陥中には後世の所税先天国gv目mw回なる者未た明なら守‘只阿他綾婆吠陥十倍恰七
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の三二、入の

一に姥(中性)の赫速なるを設けるのみ、但し此外に祈祷の締なる?"万八スパチゐる事は曾て述べたるが如し.此紳は新潟よAツ嶋して高物生成の高有紳的主義乏なAツ、絡に哲皐的意義民て一宇宙の主義たるに至れ0.姥天(男性)即是な0・言務の女紳なるV3会4po亦此比似たる位置を有す.此紳.42口て云〈(梨倶十倉一二
豆、岡入信借入九)。

余か愛する者をmm〈せん、余は彼を強くせん.彼を婆羅門乏な芯FA.大謙一一言者乏な3FA、彼を賢明にせ，A、余は婆羅門を仇巴する仇敵を珍減せん‘余は楼陥羅の骨"に弓を張。‘闘氏の震に戦容に従u.余は天地&貫〈‘余は尖をゆ守宙の頂駄に捧げ、余の子孫は水中に海水にあう、余は水中ょう出てて天を街〈、余は荷物を包括するを以て風の如〈呼吸す、余は天上地下に豆る程大な0.是れ言語に寓能カを認めたる者比非守や、此外吠陥中剣治関授の主義吃して句ブラE-'P紗包即生命活気、断恥カIT

。。‘崎市慾盟、迎羅阿仇VHP即時等ゐAツ。カl'

ヒラ又ヤガル?八回g恒旬、明RVMHP即金身の義及ブラジヤバチMJ&SMW伴内向即臓物主の
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四こは元太陽サずタルの踏襲名な且少しならんも.後世に政党天の謂芝化じたbe吠施の世界観及人生観、吠晦最古の宗数武装根本思想民ては光明無限の袋持なAツ、放に之を自然祭邦の一
第四節

種吃見る唱不可ながるべし‘而して其季世に及ぴて、英自然崇拝が地上の諸物に針して行政るるや‘紳的性質-光明の主義を寓物の中に認め.其宗数は白然wh-鴨して高有紳数定化し了。だAツ、此放に吠胞の宗数には徹頭徹尾創造法化の思想なし.其議紳の中に禽物の母、諸紳の成育者等あるも、英は創造の義に非守して、高有神的比
高物の生成を観したるのみ。

吠施政治化を信せ守、然れ芭も世界の成立開援を説〈、是れ吾人の底良神話中に見たる所なA9、倫詳細は英成立に関する思想を伺はん。
。有名なる紳我章MVRgv守mロws

即梨倶吠陥十忽九Oは犠牲に依Aツて世界の開後
を設ける、者なb‘其歌に臼〈。

ヲルシヤには千頭、千隠m-千足あ0・彼政世界の周治を包み枇む.而も十指を以て地
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を擦ゐ、るに鈴あ0.ブルシヤ自らは此宇宙なAツ、存在せし者.存在せん者なAツ、彼氏養分に依0て自ら擦がA少、不死の主な・0.彼は此の如ふ大な・0.而もプルシヤは此民渇令、世界一切の物政彼の四分一な0.彼の四分三政天上にある不死な0.英四去三を以て彼段上に昇。‘其四分一段此下界に現せ0.彼氏一切所に逼し‘精紳bる者の中に司、精紳なき者の中にも.ず井ラEジ司同町mw』ょ。プルシヤ民生れ念、(此は一比二者同一慢なAツ吃の意なAツ).彼の生るるや彼は前 は彼よAツ生れ、ず井-ヲEジ後に地上に績がAツたAツ、議論仰がプルシヤを犠牲乏して供犠を行以し吃3‘春片岡清穆の牛酪芝な0.夏は燃火乏なAツ、秋は供物の恵奥乏な63.最一初代生れたる此戦の供物ぷるプル-vヤを諸神政供物草の上に置3た0.諸紬仰は其恩典乏して彼芝共に詩句定詩人乏を供物乏した且少、此会共の供犠一に段、沈澱したる牛乳吃清涼の牛酪を置adたb.プルシヤは此等の空中の物芝、野獣井比馴献を形成した0.此R公共の供犠よAツリチ、健馬、詩韻‘耶柔吃務する諸の讃歌成。た0.又此(犠牲)よAツ馬.纏てのこ列歯の動物、牝牛、山羊、羊生れた。‘彼等がヲルシヤを分割したる定3.彼等政幾部分に彼を分割したるか、彼の口氏。何物な易しか.彼の胞を彼の股及足を何館=寧吠陥紳臨時伐吠陥の世界視及人生翻
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グ4uu-一A乞いUしか、婆羅門段目彼の口な93・3政改彼の腕よ0・昆A1・は彼の股よ0・首胞は彼の足よAツ成・93、月比彼の精紳よ6成6.太陽は彼の目よ0.図施羅芝阿始尼はー彼の口よ0.婆由は彼の呼吸よ-O成93.空気は彼の胴I0.天は彼の顕よbd唱は彼の頭よ0.天の四方は彼の耳よAツ成立したb、此の如〈にして此等は世界を成した0.諸肺犠牲金置ヨ¥.フルシヤを戦の供物定繋Sし芭3.七の木を別ぴ.又七の三倍数なる木芹を燃焼民用以た0.諸紳供物全以て供犠を行ひた0.是最古の方法なb.大なる者向同諸紳及詩句の住する天に達したAツ。英文意紳抑倒的に隠微比して解し難き者多し吃雌も.英会館は世界の成立を犠牲に依Aツて設さだる事件同明な0.而して英高有紳的の思想は犠牲をなす諸紳q.又ブル
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シヤを歌へる設歌"も‘此ブルシヤよAツ成れ・6吃の循環的生成の設をなせるを見る。此紳我章の外に、後世印皮哲串の亭宙論K基礎吃手。し宇宙成立を歌へる讃踊ゐb、即梨倶吠陥十忽一二九比一広ふ。
有比非す、非有に非す、世界もなく‘虚空港な〈‘上比一物な〈、童夜の別"もなか63.此一切は冥暗比蔽はれてあbs.而して無差別の水な63.3れ定其れdESは息
a

rath吃ARMkdL樫g怜F島

』司

温，b'a

-v‘司“

抱胡匂9dιF1唱4・ァ港宅手町内

。。

を吹か守して呼吸し、自ら静止mg島VPK沈み3、存在は彼を支捜する窓の中に息oou.比世界政英が沈想のカhh依bて成bたbJ初民共か精紳中に欲望忠臣P成A九而して此は最-初の種子乏なAツぬ。是れ明に沈想を以て世界の図乏な・し.欲望を以て生成の因定見たる者比して、其考察が紳話の域を股して‘大K哲事的に避けるを見るべし‘只此讃歌比ては質在なる精神史之を包囲せる無差別の水乏のニを立て.二元的比世界の根源を見たるか如し‘然れ芝も現象界の島田生を精紬仰の欲望に蹄し‘沈想を以て宇宙開後の主義乏なす事は、後世の普事務振に貫徹したる思想にして、此歌買は之が源をなせ0.要するに、吠胞の世界観は高有肺的にして‘何れの者そも紳的吃見る、而して現象世界の差別改無差別混沌の太原よAツ出でたAツ定考ふるな6。時今己に恩恵を下す定信する紳を奔して、安慰を得たる太古吠臨時代の人民段、特に人類の運命に就Sて沈思するの要なか92.放に人の最も怖るべき死に就きて言を脅したるは貨に梨倶吠胞の季世比して其十忽比bA7.ヤ守彼等改思へら久人聞に民死乏いふ事なかbad-此あるは夜康吋BPK始まる、夜康吠陣瀞眠時何吠聞の世界割問及人生現
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一応死後行〈べ3路を一初めて接見して、香人を導さ天上比去らしめ‘組先巴共に又諸一…ぃ一紳定共に総樹の濃除に蘇康-を飲みて幾しく日を怒らしむ芝、彼等は死を以てん胤先…の居に踊るをなし、之を楽しS者芝見た・9、梨倶十悠一四に屍憶に潤して歌ふさ耐
←市川r:一ゐ0.其歌hh日くad

一行け、行け‘我等が古の組先が点。みし古の路を・彼慮には供物にて獣幾せる二人の一hf一王夜一康芝婆棲那を見2A.最高の天上にて組先芝公民間的れ‘夜熔定共に居れ沃か供一し一たる供物三大に居れ.総て世の恥芝忍手ど蝉脱して訴の家郷に還れ、身隊を符
石川小υj.一

一て(彼世にて)輝ける衣を着けよ。一ぷ一一再&作一彼等が刈何に快澗に幾天的民死を見たるか・ヂ知るべし‘且此天国に去らえ路には一切ロ'eふ一夜康比二一疋の四股犬を遣はして死人の此路を行〈者を守護徳導す乏い‘ム‘阿他婆一獄中f-鴻Mg一四忽三四のこには火一脚上死人の守護者乏して歌て臼〈。十一川wvw耐シ副一阿始尼-は死したる者の一族ど消滅せしめ歩‘彼等は(死人)天上にて抱陥婆(一音楽の一，紳)又段議紳定問しく.群居して交援の快楽を有す。山(民一ec.此天吃は即三界中の最高天院して・死人は皆此島民集るなAヲ。 it--J勺1114p，eat-守
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f一

品川一一定、是れ火葬すれば、魂は天に行S‘其身憶は各其一己還るを歌へるなb‘又一三-一徹の一小生の局一部(即心なAq)は汝の熱を以て之を焼け、放の火山焔吃放の光一輝をして向け川…一一一一一t畿を焼かしめよ、此拳穏を輿ふる現象(燃焼)K依Oて、彼を正しき人々の世界K部
十品一hv

e一け‘畿を再以組先芝同居せしめよ川一川にしd一此の如く死人の魂は天-K上。て復一組先芝同居するなhI‘銃民、人は智一兆一後天2・9慌で，Jも1一て締約生活をなすか放民、自ら諸-FZ蹴る定品交組先崇拝。乞行nv、新月の時には之
{p't一，K供物を供した0・μh篇ご牢吠陣榊話時伐ps哨ιトム仇手~一川川山川治…一一一一一訂正んいか叩円、必、品川hu山川い?以ルベトJKnfui

死後の幸編を紛らん第院は夜燦を呼ム氏周よOなれな」、又阿姑尼及蘇・僚をも祈る・
み吋

是れ阿姑尼即火は屍慢を焼3.蘇臓障は人民不死-Z附興するが放な0・梨倶吠臨十怨
-一六区阿始尼を讃して臼〈。

二死人を会〈消滅する勿れ、其皮膚定其身鰻乏を解く勿れ、波彼を熟せしめ-ば、彼を-a組先の下に港れ、彼をして組先吃同居せしめよ、彼の限は太陽比、彼の呼吸は盗気は行かしゅよ、各局部の性比従て、天に行け、地に行け.又は放に漉せば水中に行け.
訟の四段吃共に植物に入れ。

吠摘の世界規此人生観
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四
A血肉陥の宗殺にて政党明を奔する芝共民、火を紳遺乏したるを以て、屍憶を焼けば‘人成之に依て犠牲乏な0し者比して.以て品仰の天固に生るる比足る吃信した6、而して火葬の後比天闘に生れたる者段、火の震に現世の汚拐を股し‘天闘にて清海の身

を得.党明の回.正義の地に往す.

此の如〈、吠胞の季世に豆bて始ゆて宛に闘する観想を有するに至。し弘、其は霊
.‘

?
b

盆

論蝿不滅の観念のみよA9成0.米た後世の如〈輪廻生死を信するには歪swobsa吠胞の時代比政界忍乏いふ観念甚深から歩火葬以て世の汚辱を一掃すべし吃信したるが如3成、英楽天的にして‘或岡氏の如〈罪惑なる者に劃して畏怖する事甚し〈、比観念を根披乏して其宗教を建てたる芝大に異なるを設するに足らえ‘是れ7Eリヤ族元本ゅの特徴にして、之を希臓古代の宗数思想定費照すれば盆明なるべし.比楽天的に快澗嬢楽の人民も‘後世風土の影響の匁比、沈思冥想に耽会、世を厭ぴ生金惑むの入居内定なうしは、英縫化の大なるに驚か診るべからヂ.
第五節

吠陥宗教の儀式井に数制
島白

、v

，調τE4膏ふ炉ゐ網渦14たる典籍
吠陥の讃諦を解するには其儀式を知るを要す‘然れ時」も儀式は之を侮へな〈婆羅門数徒の口俸は時代混飢の甚し3者あるを以て、容易比信し難し。

.

太古には殿堂なし、放に供犠の式民草原又は家中電漣は行以たるならん、火を燃やせば阿始尼降Aツ京市るを以て、牛酪を火に投して之を饗す‘而して阿始尼は叉諸紳を誘ぴ・て此供犠を享けしむ‘蘇康液を作るには古よb一定の法あAツ‘月夜に山に入。て、降gF12g向島mv若〈はmMW吋gao目pa回目回PHOを抜き集め、薬を去Aツて‘率上牡羊に引・かしめ家に入れ、石の聞に掃みて其液を搾取す、搾取の関税務.唱歌す‘而して其金黄色の液が皿に踊る普段、図陥羅の牡牛が鳴き.m酬が噺〈なAツ吃.供犠の式は太古ょう既に複雑に魅3.数日の間数人の信之に従事するを常乏した。。。。06.先つ三個の聖火を燃して火油理論議借hp何回目VSR日毎に其火に供物を供す、新月及満月の時比特に其式を郷重にし‘四人の信之に従事す、蘇康犠牲を行ふには少〈也六日を費し十六人の信之に従事す‘剥帝利族には倫此外に特K行ふぺ3儀式ゐ
any-‘JiJ・八日fザー・

印皮の-古代比人を犠牲乏したる事は真に近きが如し‘シヤタバトハ。PSMMppp?
篇】草

吠陥榊話時伐

吠陥宗教の犠式井に教制
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一日或は犠牲金調製し、又之を配置し.英問耶柔を低一揮にて諦す.一誠一宮山は鋒泌を歌詞一するを職巴し‘諦積債は梨倶を歌ふ而じて監督償は特-K阿他婆-K通し儀式会一憶を
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玉問。免定等閑twdるべから守、放に7Eリヤ民族はぬ等土民を総務して非7Eリヤ種乏し.或は之を悪魔定日し、羅利主呼ぴた0・ヲEマ物語の体設に撮れば、此占領政子弐にのみ綜ヘヂして.宗教の手段をも取bし者の如し、悪者7ガストヤbmgqpの事を記して云ふ.彼が人類の孝瓶の震に死を縛してよ・9.商方の地開けた9.彼のカに依0て‘羅測は此南方の地を怖れ、之を察つるは豆れb、彼が比地方を領してよAツ、夜鬼屍息しぶ掛川審物なSK歪れAリ、商方政彼が名を以て.三回併に崇めちれ、勉魅之民一泡かwdる慮芝
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荘、賞賛せらるるに至。ね.

益し肱種の隠者は、英隠棲を南方の地に進め、依て土民を教化したる事もゐるぺ〈-又此に依て探偵の用をもなしたるなるべく、又叙事詩にてはラEマが其妻女の一思柿剥主に奪はれて錫忠商島に在るを復蹄せん乏したる時‘領地を失以し一猿玉の震に其故地を復し.英勢援に依A9て錫揚に侵入したAツ乏いph.是に依て見れば‘7Eリヤ種はF7Eリヤ種内部の紛守を利用して‘某内賂を得たるい事あるを見るべし。叙事詩マハ?ハラタに豆Aツては甫下の勢大に治めるを見る、西'海岸にては印皮入試ERi，dpp'也尻wp・JMFWP's-、
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百カルナに来往し‘東海岸にては其勢力既にddMヲEdv'リの河口地方に及ぺ0.而してデヴカシ地方錫揚島の住民も北方定交際往来した0・吠胞にはアシウJdを以て航路守護の肺芝せるを見れば.海路の交通亦夙K開け居たるならFA、猶太遺書中なる宏ヲJ抑制刷は即印度河の河口なる77ヒEラにして、比時既に西方定海路の交通あAツしを鐙すべし.而してオフJW般の印度ょうホゅうし事政言語上に他の徴謹なきに非す、此頃には、デヴカシの内地に先んヒてマラバルの弘海岸地方段、既比北方巴親しがAツし者の如し・マハ?ハラタ中に・ハシF玉を助け其ザポを統せし乏いムバシFヤ民族民西南の海岸にあうしなるべし、マラバル地-万-uv億設比依れば.英中白(紀元前一一七六年)バラシユラEマが剥帝利族を座服して英地を占むるや、婆羅門族が人の残物を有するは卑し吃て・浴紳婆槌那の許可に依Aツシ同RHEE--U可恒例記忌弘即今のコ毛リシ岬に一旦る地を占領したう芝、兎に角西方海岸政早ぐ既K72リヤ穏の有に隠し允るを見るべし。 六百カルナエAツ古閑カ又ヤタマEリ比の如〈7EHVヤ民族南下の勢騒々乏して進みしは、大抵紀元前千年の後にある崎べ〈・恰も思想史上の一過渡期民相隠せ0・
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此等が述作の年代は『正磁なら・下、共最古3は紀元前八世紀比ゐらFA、マタス:JヲE氏改同六百年乃至八百年を以て?ラEAマナの時代乏なせAツ。?目ヲE凶作マナは儀式に闘する事多きが放に、普準的の意義は多から守、然れむ唱其中に自ら此期の思想を体ふる者なきに非・下、此期比至Aツて段、来世代闘する観念大以後述しポ世の賦蓮吠現世の行結局に因して‘業報を享け診るべからヂ吃の信仰を生品U0.此信仰は印度後京市の思想道徳上比大なる影響を及ぼしたる者なAツ、婚姻の
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F、発よOR7出したる世界は差別の世界なう、差別あるが放に惑毒の世界なう.苦痛の世界な0.慾望の世界yuo、是れ虚妄に非・下して何ぞや也、印皮的の‘無宇宙論吃厭世

ι甲.

観は既に鋒芭を顕せAツゼ，qトラEヤ--Eヤ回同色宵PM可S-qmw第一章に此戚情を述へ
て云ふ.

骨、皮、靭帯、脱、肉.血‘唾液ょう成。織物吃不治げを満たしたる比持つべS身慌に於て何の業か異の幾をなすに足b・'A.吾人の合するを惑み、離るるを最も喜えなる、悩怒、野vh町、貧慾.迷設、恐怖、悲哀‘嫉妬、憎悪に常に陥Aソ易く、又常に餓潟.疾病、老袋.虚弱.1長‘衰弱、死に瀕せる此身慢に於て、何の幾か異の幾をなすに足らん、宇宙は衰滅一歩を進め・9、草、木、動物は勃興しては死す‘然れ定も彼等は何物ど.地上の有カ芯ム人は其被害芭光栄吃を跡にして逝きぬ、彼等改此世よAツ精霊の世界比行けAツ、快…芭も彼等ば何物ぞ.此等よAツ倫賞Sもの、詩紳‘宇紳、鬼神は皆迎3ぬ、然れ吃も彼舎は何者ぞ、何乏なれば此等よAツ尚武きものは逝けAツ‘大洋は乾S山刷、山は崩れぬ、極星は移Aツ肉、遊回伎を維げる綱は断切し山内全地は浄水に浸ロれ、最上の天使"も其地よAツ哨混成れ肉、此の如3世界比て何の幾か奨の織戒をなすに足らん.余を救はん事
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カ三悠一章

以下に此封立定解脱の可能を説adて臼〈ωニ疋の鳥め0・同ヒ名比して・常に離れ歩、同しき樹民息ふ.英一は樹上の甘呆を臨mq他の一は倫香をhh.せAツ.同し樹比息びながら、迷へる者は(世界に)迷溺して其カの乏しさを憂ム、然れ芝も彼れ主宰者を知捷し、(世の繋縛芝J英光祭を離脱すれば
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犬四業鷹息氏止まん‘見者金色の創造者・主精神‘発の原泉を見たらFKLは賢明乏な0・徳を唱惑をも掃ぴ.一の汚勤なきに至。て、彼成最高の合一を得'Ae此章改梨倶吠施中の一，詑都民基きたる者なるが、共怠は左の如〈ならん、原一の称。。。。。。。上精神MVgg皆目mE巴差別の生活精紳LEd可注目gの二者は元来同一物比して、吾入山の生活一精紳か身一腰(即一樹)に入・9て生活せる時にも‘最上精一仰の性を失へるに非す・只愛着差別が生活精紳を迷戒し、世界の苦海に沈溺せしめたるのみ、此放に此偶人精h紳も其自性を知0.最上精紬仰を剣'-Dば、直比品仙普を解脱して此晶以上精紳即発注合一
するを得'A。

印皮の哲事にては個人精品仰のみなら下‘高物皆最上精紳に非なるなadな0.E忘れ業高有紳殺の自然の結果な0.而して此思想亦既に優披尼沙土に切なAツ、カトハニ忽
五のこに云p向。

姥成人の中に住せAリ、諸紬仰の中は住せ。、犠牲の中比住せAツ‘天空に佳せAツ、彼氏水中に生る‘地上比生る、犠牲の中比生る、山上に生る、彼は貨に一
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ま63・比放民紳秘的に発を表するの語ゐ0.ケナ一の三に云ph。阪も言語も理曾カも之は到達する能は歩、吾入試之を認識せ歩、吾人は人民之を数ふる能は占T・彼は一切の知れる者にも異なAツ‘知ら止る者にも異なAツ放に之を表するに、不偏比して十分に抽象的の穏を以てせん吃勉めね.英れ崎尽なる語は吠陥讃器問中比も宇宙の太原を表する語乏して用ひられしが、優波尼沙土にても麗之を用以た・9、一践には伸。自なる一昔を以て此絶叫剖を表するに宝れAK此一昔は7ウム三普を一にしたる者比して、何時の頃よAツか之を紳連定見るは至bad-マシ町田タヤは此一一菅を説明して云ふ。
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同種定は何ぞ‘日〈一戸は捷醒・戚一魔にて外物史接する時是なAツ、一一には夢、戚獲を隙ふふも知聾したる封象が心中に留存する時是なAツ、三klA叩睡眠)切の欲望を離れ唯一の印象唯一の知識即掌編歓喜のみ存する時是なAツ、四hHは絶費の静止にして
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附判長薩の目的成吠陥を正し〈解帽押し其儀式含説明するにあ・9‘比等の解潤説明を
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慎なす比ジヤ，qミZ-は一定の論方を始め.問題を解縛するには特に泊者数即吠陥の数v措僧に撮るを主張しぬ‘此に於て此波は吠胞を符重して其が口々相偉ふる挫の不滅なるを主漉せb、是れ後に幾多の宗論を惹起せし原因にして、此波の聾論波吃稀せ
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第三章婆羅門教回成時代第一一節民族及枇曾の務違間隔貯の沃野ょう同国げの平野を占め.劣等兵族を征服しつつ印皮全学烏を占領したる民族は、共占領したる土地に固着する芭共に枇ゐ自家族の制を困成し始めた'9・印皮民族の枇舎は輩国なる統一的の政治組織をなしたると乏な3も其間金字島に通して枇合的組織を同一様に後遠回成したAツ、業問成の結果は即絞のふ付名なる四姓の棺級制度なAツ泣す、而して此棺級制は岡敬の主要義主なAツて永く印皮民族の宗教井に道徳思想を支配せし者な60凡そ何れの図にあAツても棺級制度の成るには種冷の原因boc」雌も之を大別すれば三乏なるべし、人秘上の原因.政治上の原因、職業上の原因是なう、而じて印皮にあAリては此三図相集。て其四姓を成すに至れb、然れP込先づ之が誘因吃なうし。は・貨に人組の別比して、棺級巴いふ一荒川4gSは即色の義なλッ、印皮7fリヤ氏族が西方rrwwの地よρ味南を占領するに及びては.勢土地の原住民族を排して骨子、務担問門間成時伐民族此批倉の滋諮
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劣等巴卑められたb‘此所開7十Eリヤ民族中には秘々の積族あ6き、現今北方に住せるコラリ7南方に脱届在せる町田園ヲタ井ダの如SR芯な・0.而して此。。。‘劣等民族は即消網棚m宮島g吃して屠殺の賎業に従事し、四姓中最下の地を占むる
に至れAツ。

7Eリヤ民族芝7占'Eリヤ吃の問に此の如き別を生するに先ちて.7Eリヤ目的族中には阪に職業の別、政治上の関係ょうして棺級の別を生しつつあbしなAツ字は牧畜的なAツし7Eリヤは信皮の沃野に移Aツてよ0農業閣内吃なう除ゅの盟餓なる卒野に来Aツては耕呂町dるに駿自ら生し、努せ歩して日需に依乏を告げ宇‘従てス官民Eト
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族奉て産業に従事するを要せ守、一部の人圏内のみ生産をな活んには優比幾僚の遊民を養ふを符しな久此に於て枇舎に分業起b・信侶は専ら讃河川を歌以て紳骨(祭るの事をなし、武士は武入定して弓矢の労を執る吃共に‘又枇曾の治者乏して政治の機析を握。、其他一般人民改産業比従事して或は商をなし、或は耕作に従事せしな同然るに此間にあ'osて僧侶は紳人交通の媒介をなす事芝て、自ら人の禍編運命を左右する質カある者吃h信せらるるに至。.自ら人民の符重する所乏なれ0・特に紳民犠牲を供し又之に払耐を供〈るには其事に従ム入試清浮ならざφべからさとの観念よウして、信偲は清浄なる一族乏なAツ、震に血族的に僧侶なる一棺級を固成し.
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なして一一枇舎を成立したAツ‘

-然れをι此差別の成立したるは決して日一日の放にゐら守、又必しも平和の間比凶上吃なAツ下定なAツし比ゐ・6歩、特に償侶なる婆羅門巴王談武人なる利常利vc-の問山氏格カの川町長一ならムペ時代は搬し3争闘を怒、共絡は終に決議内の勝利己な0・利帝利は一枇舎に一第二位を占め止るべから診る比至・0しな。、此守闘に閲しては王市民の体ふる者な〈‘叉婆羅門は自ら一脚連比せんが絡に四姓の別を一仰ょう出でたλツ乏なすを以て‘此の如3後速の跡を覆滅せ，A乏したれむ替、共事跡、は物語の中に体
はれる者な3にあら歩。

7ルジユナなる王曾て隠遁修行の婆羅門ジヤマタタ--を訪ぴ、市引に絢れて之に怒。其修訟の牛を奪以去AツしがJVヤマダタ・目の子なるパラ.，a-ヲEマ(斧持ラEマの義)北川王を殺せAッ・7ルuyL十王の子は又之を怒AツてUVヤマタグ園田を殺せしよ0・国ヲEマば盟て利常利放を前例減せん吃し‘五回の大戦を怒て‘二十一回利帝利・ど扮総して徐燈なからしめした。、並行品鋭利一常利一家一婦の請を治して之に子を奥へ測情利北川
を回復せAツぜ.体ム・u
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九O富豪は此儀式の公民五市内務を貸せし芝、此後は毎年瀞月を以て組先乞祭る。婆羅門は附川内魚肉を食は・下、叉酒類を飲用するは英五罪の
一な0.然れ企も祭・泌の骨川比殺したる者にして吠胞の讃諦比て清伊紳助苦乏な・・9し肉は之を食ふを得た00婆羅門の妻女は徹踊徹尾英夫に服従従属し其夫乞紳乏して

円四0494『一色符放せ診るべから宇(治典五章一五四)夫吃共に食ふ事を得ムペ吠陥を諭せ京、祭胞には夫を助〈るのみ、自ら祭をなす能は・下、婦女の位置は此の如〈屈従的なAツしも.英が家内にて子女比曾はるる事は甚大なAyado又後世の募締殉死の如3惨法改此時代には未だ生せ京、寡婦の貞節は之を讃得したるも.亦放て其再婚を禁昔、d・93。婆羅門戸主芝して其験責を議し‘子女漸〈長し頭上霜を裁くに及べば‘則家を棄てて山林に入る‘是れ祭印刷企以て一柳に悲し‘子女を生みて組先に答へ、吠胞を請して事
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一婆羅門教の宗教思想一外…J九一議洞敬一婆羅門教の宗一致観念は其基本既に優一波尼沙土比大成せλッ、然れをも俊一波尼沙土成段、hZ宣一昔串的考察比山闘でたる抽象的思索なb而して婆羅門の宗教は即比哲郎マ思想を極九百一めて具象的に抽出し、特に之を日常倫常の聞に適用し、以て一一般国民の指導乏な3判手アん乏した0・比放に思索の大本氏優一波尼沙土の外に出で立るも・之が外形民至。て一初比一・は異なる者なSKめら穴其哲島守的概念-は多くは神話的民化したAリJ特民共宗教港一億の思想が一目舎を支配するwN至。て、諸家の法典一特に殿禁法典比大成するに及び一ては.英一敬一様を確立し、英徳行上の命令改威股を有し会く他一律的なるに至れ0・以下
一順序之を忽せん.

…一、究天主世界の成立川一1m来一優波尼沙土の思想家が到達したる事宙の根原主義は絡言渇境の2Jペ此究成一一婆羅門教kbbては頗る紳話的人物の性質を椴ぴ来。て、最高利なる先天館三軍接羅門回成時伐強羅門教の宗教思想-、究天さ世界の成立
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九ニhhトレダ時代時gsu可。三にFワEパラ時代匂48mwHPM可.四にカリ時代同色同一可。是な会、此名都民皆築の自の名に取Aツて其善悪の皮を表したるな0。第一タリタは即事物生成の時代なAッ、鮮類皆信紳有徳にして、羅利、龍納、夜叉・掲陥婆の類世に存せ・下、吠陥は筒未だ三pkn勿れ守・地は豊沃比して人ば労せ守して食金得・善人のみ一臼ヘ、世に老衰悲痛の苦なく、暴力もな〈、嫉妬唱な〈、恐怖もなに一切の人氏皆信者職紙な03、四姓各其職を識し‘崇奔儀式習慣各其訟を守0・世は純幾豆幸な93、此の如S者即婆羅門教理想の獄態なAツ吃す、四姓の別、習慣儀式の一款の如adもの英理想なうしを思へば‘此頃婆羅門教が如何に悶隔の鍵に走Aツつつあbし
を白川るは足るべし。

第二のトレタ時代に至。て、正義は其四分一を減し、祭膿設に始ま0.人政各業信紳の隠殺を求めて諸積の儀式を作るに歪れ60第三町田ワEバラ期比は正義英字を減ヒ‘吠陥四KR7れ、之をmvpA者甚多から歩、多〈政英一協は遜守るのみ、儀式習慣に異同を生b.人民は菱総秀てて情に走。易〈‘普人喝時比政悪運比遭遇するを兎れ歩。現時は第四のカリ即最悪なる害関時代にあ0.正義は僅民共四分一を止め、世に不信の人多〈‘祭蹴崇奔地に落ち、罪悪不運飢餓貧闘世に績梁するは今の時の妹態な九L
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罪障と輪廻世界の成立は惑な0・一-切が其本源なる発天に蹄入する迄は到底惑の感たる所以ιの消滅すべき民ゐら歩、世界的生存は即罪障に外-なら示、世苦の多3唱輸姐鯨生も皆此が錦民家る.此故比此苦境を股せん芝欲する者は即此世界を股せ診るべ
カ〉

ら

歩。

世は最怒の世なAッ、生成罪障に成れb.然らば現世にわAツて会ぞ純楽・ピ奨ムべ骨けんゃ、印度人は深く此観想に沈みたるを以て穏々惨烈の苦行司敢て貼附せ守‘吠陥時代の快潤なる気象は何れにか夢散し、炎熱湯暑身に迫。、淫雨時比月比一旦るの間に紛坐獣考して愈其多苦視を長し.世を病熱悪夢巴腕し、白己の罪防を応ぴ、宿命果憾の抗し難きを悲みた。、訟は印皮の践に.自己か蒔Sたる積子氏善きも怒ιa・d弘之を食段、uるべ
/乏いぴ、叉

から歩、

人の頭益には其宿命を剖仰せ0.
定
u、

へ0.此の如Sの宿命の信仰あAツしを以て、此頃既に占星術の出づるb0.腔撃の法典(三章一六二)比占星者が祭胞に奥るを禁ヒたるも・一般の信仰は容易に之を去るぺくもあら守、紀元前五世紀頃には占星術政殿一然一科の血中をなすに至れAツ。宿命定は即人々がなしたる行錯の呆殺に外ならヂ‘自らは何れの時何事をなして此命あるやを知ら含るも‘過去無始以来の果報は免るべ〈もあら歩、吾人の罪障は無始の積集なAリ、此罪障芝此果報の絡に吾人は永・〈諸の生を享けて輪特生死し来れAリ、吾人人類の悲むべき命運も四姓賦性の別あるも、又一切群類が諸積の苦を嘗めつつめる弘、皆罪障の果報賞罰にして、輪廻の一階級のみ、前生の因は現世の呆吃な0・現世は即未来世の因乏なる・賞罰果報は三世に一日一・9て議〈る事なし。婆羅門の徒は此の如(厚く罪障の深3を腕し‘之は依Aリて輪廻の殺を立て以〈其宗義の中心乏なし‘又世の道徳を維〈の大本乏なした0・世界高物の差別あるは喜憂間三徳のなす庭比して、輪廻の諸境界hhboて諸の特性差別あるは‘此三億の支配の下にあA少、善行の者には喜徳秀てて優れる生を享け.惑必は憂に蔽はれて下劣に生る、康筆法典に臼〈.
hd人は各其行震に臆ヒて、或は痴‘或は殴.宵‘聾、或は崎形に生る、白Aの切乞一償は含-je第一一一章襲緑門岡成時伐接続門教@宗教脱却h九九=、開障さ輪組
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四日訓FtFぃtιt-kfs・eし者段、生れて治すべからなるの茨城を有せb。(十一章五ニ)
一OC

J

ヤジ昌ヤザルキヤ法典に臼〈‘

綿紳を知0.清浄柔和比して正行を修し、吠胞に通守る人政争mPRSの徳を有する人にして天比生る、善をなすを喜ば守‘心堅固なら宇肉慾に耽る人はか
同MV』Mwaの徳を有する人にして、人芝生る‘睡眠を食。残忍の行をなし.貧慾比して紬仰を信せ止る等の人は関凶gggの徳を有する人比して、音類民生る。(三章一三八ll九」此の如〈輪廻生死の諸境界は其行絡に臆・下るの性を有す定信とだるよ0.婆Lmmリ殺にては諸の行局を諸の動物等K配合して死後来世の運命を数へたAツ、例せば果物を盗みたる者は猿芝な0.馬を盗みし者民虎乏なう、米を盗みしは鼠に生れ、最下族の女芝逼守る者は餓鬼乏なる等詳細の記述をなしたAツ(康奪十二章、動物の外楠物に生るるもあ61師の寝床を犯したる民草乏なAツ、或は死に嘗るの罪を犯したる者は永却の問、然るべき地獄に落つ吃‘地獄即伊炉gsgは法典の四章八八以下品''カ比二十一一地獄を息げた。、罪の軽重性質に随て罪人を苦責するのmmたAツ、偽畿の地獄に存守"。叫喚‘泉純録間創河等の地獄既比此に記載あAツ、某の時間地獄にあればa

之を出でて下劣の生を受〈。

之を要γるに婆羅門教に於ける輪廻の境界は行震に隠ヒて上中下三扱あ争、之を
細別して九吃なす。

{上発天、治化紳.自在天等高等ll紳位(中選人‘諸天.信者等(事徳)(下仙人、婆羅門等王様路建天女等中等111八位(中t王者.利帝利等円(憂徳)(下従者‘博徒‘銃害者一等4・RY上俳優.E鳥、羅剥等下等ll獣位(中象、首陥.虎‘猪等jH蘭飽){下無生物鋭、鈴、昆品等町田一羅門数の輪一畑一説は比の如〈極めて有形具象的民走・9たえ吠臨時代には1僅は死後報償の信仰あAツしも未だ輪廻を務すべad観念なか92・一r一ニ寧襲羅門岡成時伐襲鍵門般の宗教凪組=、関陣電愉旭ぬれ〆げ川ソヶ.P1てhjhv・3eurprr'・147ME
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一羅円減、歪Jて比信仰官、特比康拳法典に至。ては-一今輸週生死の規定を立て…たる事此の如し、此の如き錨硬化は気候風土の盤比四る引にはいへ、果して印度7EWιJ一ャ民族の思想のみに出でたるか、終他よAツ之が種子を輸入したる事な3か、是れ古一家轡者の多〈疑ふ所比して、又僅今五百年足ら?の年月間比日比の如3大襲化をな一したる段最考究すべSの問題なAツ芝す、一一淑の噂者は此-信仰を以て元ur-ヲず井一タ…民族の有せし所比して‘7aリヤの之比接するに及びて之を輸入するに歪・9しなf，、、…b芝断せAツ‘差吠陥の寧世即七八世紀頃比蛍Oて、7Eリヤの東南に移うて土族定一接するやJ般の人民政土族の祭一押せる衣?なる耐仰を奔するに至。、之が骨村氏哲感引い去、伊→十一思索の止にも少なから診る影響を及ぼせしを思へば.此誌は直に排すべ3者には一あら診るべし、固よ67Eリヤ族移住の結果風土の縫よAツして其気質比一鍵化を及…ぽして事此に至。し者ゐるべし芝町バ一入れて、漸次其方向に走。しならFA。
VNF‘句，f…し九.一MM八γty--一治官、主治時十・4JMMドtJ11JptrhFAh

ア展すれば、高物は再び苦悩の現象界に入ら怠るべから守、世界は初波毎は開後し初一波毎に還渡し、成壊輩〈る期あるかし、即是れ倫輪廻を離脱したる者はめら・下して一典の解股kbら守、異の解股は到議tA芝欲する者は劫波成波の外K逸脱するの
一方法を求め診るべから守。作一典の解股を得るの法他めるなし、吠陥及法典の要数民一一.パam--一章接線門岡成時伶強羅門教の宗教組組三、世界の法刊はさ蝉脱
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一一一、世界の還波注解脱
‘

‘?

R

チJ

発天よAツ分出したる世界は其源に蹄らwdるべから守.苦脳に泌総占る群類は苦の
世界を股せ怠るべから守。

札ι関十発天よAツ出でてよAッ、善退S惑進み・英-皮kk従て四時期ゐ0・此四期を総括してア知恥恥回答主臣官巴なす.此の如き大時期相次ぎて一千期比及べば世界一切は再ぴ焚天の中hh遠浅す、是れ即発天が眠は入る者比して、一千の大時期は即焚天が眠よAツ醒めて世界を現ヒ再び世界を自己の中に牧めて眠に入る一日なAツ、此焚天の一日を一蜘めFH3ダニ料品'・幼波の終6には高一初一切焚天に還淡蹄入するが故
カかメ

比、一切虎に現象差別わるなし‘此時比蛍Aツては寓物其世苦を脱して絶釣は師入せし比岡ヒ、然れをも比還設の獄態は絶制到にあら守‘焚天再び眠よ0起3て世界を開】C三
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州市hkdAι一清一市内一いぐいい44普eTU九ハ.3辺4
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村山一一円丸山、Y…のみ、即一路，、四挫の義務金一履行し、紳を祭'9・組先を祭・9て供一切を供する事を怠ら守.vo。一又苦行禁欲以て世の繋縛を脱するを憂す‘比等の方法改即作法闘尚南昆mgk依Aツて一解脱を得ん芝する者にして‘連経法典が命する所に従て此等作法をなせば‘人は漸)品川市市…次善の果殺を享けて優等の生を得天上の呆を得，A。日一作法の解脆は何人弘之を習得し得べし‘然れをも其解脱は漸次上位の生活乞得る日?Jふ.一にbo‘未だ其正の解脆吃いふべから守、婆羅門ば一般の数乏しては作法の解脱を~'100…町一一一一子市抑制誠一説〈の外なかウしも・其裏面には倫之を補ふに知識ggに依ウての解脱を信し一たh，、即知者たる者は作法比依0て正行を履み.苦行禁欲比依Aツて漸次世の繋累を
aUW守Uぐべ虞一

一般し‘而して後に心を.其賞質在発天の上に凝らし、具現を知λツ得、-Uるべから宇.既比一真理に到達して世界の其相を知。、焚天の焚天たるを了知せば.明知徹透して設に川市一一時均一三始めて現象世界を隊股して質在の焚天に蹄入すべし。一町内トヤ;捜没知識的解股は真正の解脱なAツ‘然れをも是れ獅O哲者のなし得る所比して鼠者の
山中どな三Pの場羅門

日比リ“作品子教RJf叶企て及ば診る所な0.特比婆羅門殺の律法にあAリては.知識英理の富市kaa奥し得ぺ
比川'

山川川一山内ιvmEP，山Sは婆羅門族のみ‘他族にして之を企つるは却て正行比あら守.然らば解脱は婆緑 '・・
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J~h?s一円の外之に迭する能成立るな60然れをも婆羅門教英れ自身は枇曾的階級的宗数川一一一L¥111…な0・一切の人の解股幸一臓の如Sは其期する所-はみらち普一過の救一械の如Sはき都心、，可一一円一教の宗教的意識には未だ夢想せ29し所な。、婆羅門以外の人民川解除仰を得苫一るも彼等は少しも之をき手、他一族一般の人民民bbては‘ロハ其階級の磁務を履行一して漸さんを堆積し‘婆羅門に生るるの善果比一依・9t何れの時にか解脱宛-覚の日…的を達すれば足れb。.
同za，略目

日制量一第四節懐疑三議妹、順世撃波日FJ襲櫨門の…婆一線門教は其内面いは高何なる哲郎マ思想色合布したるえ其宗教的道徳的意識は昨日禁制一三枇舎的叉図伺的の偏固なる境域を股せ26S、此偏固なる性質は婆羅門数の一、会部択一期はれ、其一位合的道徳も‘英宗教的希望も・一に此支配の下に動けO而↓パ其一弊害の最も著しく顕-はれしは、婆羅門の専横横梁kbb、康祭法典に明なるか掬〈一時田時の批曾Kは婆韓両氏絶劃の様・刀を振ひて他の人民を苦めJ依等の一事一動を…して己が怠に従試しめ診れば止ま立らん吃せAッ、他の人況は彼等の専積立臼めら~館一一一章内接縄門田成時伐懐疑豆翻帥折、眠世串滋
rxprてムvJ4pr1防ιL鼻LhM1Hいれ一hy九三小川V4Lup泳三・τγーワハベプ
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守、嘗時思想界の
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章

仰教の革新時代
向日0印皮の枇合的事物宗数道徳氏此の如くにして、紀元前五六百年の頃に成金〈硬化化石の極に逮せ0.一切の事物は婆羅門の支配左右する所定な0.信仰の敬摘も枇
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宗教改革の気運合の主権活婆羅門の占むる所定な'9了れ争、而も彼等自らも亦精一仰な〈活気なD
信侶の
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日-A

1

ー魔野園に止まそ夏期多雨の候此に安居して法を説会長女老若貴賎金持ば守!て之に解脱の道，f体へね・之金悌数苧初の恥山知ゐ42g吃なす、時i協白吋gpm卸K鯨して出家d伐と長者の子耶b内定なAツてりけ，‘げJJZ骨開局亦仰に-蹄し・在家世俗働部mu'定なAツぬ・目起に於て偽数激闘に始めて在俗の魚子あb、此に次て耶合の友比して偽前m子ψになる者六十人、数回ば簡に膨脹の還に向へ0・偽胞が衆生に絵雌射を額たん滋恋心は騒今芝して治めb、則六十品知子をして践方に
F
a‘"

?

，，("円
』

が

4主..

周歴して衆民を数化せしめん吃し、之を港て説て臼〈、弟子、余は一切の繋縛を離脱せ。、汝等亦然久弟子、行け、而して衆生の編利の匁に、衆生の歓喜の震に、世界を憐感する錦氏、人天の宰編歓楽の銭民、諸慮を歴遊せよ・弟子よ・始も中も絡も倉き法を設け、墓果の完会静潔なる道を説け‘世塵を雌れた
-?-

4首

る人はあれを、彼等若し法一菅比接せ歩んば減せん、彼等をして法を聴かしめよ官』・此の如〈六十人を四方に振しピ後偽陀は自ら苦行林に行Sぬ‘此慮比率火外遊の長老齢恥岡gms"を化し、彼をして事火の具を尼漣臓の河水に投告しな‘迦薬のニ潟岡いいJい傍に蹄し」ニ人が率一ひし慮の事火一外遣の徒千有一除人亦品〈悌弟子乏な
る

。。。。偽は其徒手乞率ぴて王合城に向ぴ郊外の竹林に止住す、王合の国王淵官ゆ嘱一回g-vzpg従者臣下心共に之に詣し・業法を聴て異心随喜之が弟子乏なる・偽胞か玉合城竹一林氏於ける説法改‘貨に…町山市制精一rp-Fprのニ駄にあA9.身バ元生滅の法にして五越の集散離合比外なら歩、一切の法に我あるなく又我虎あるなく、既に我ゐるなし、然れ必じも吾γ人は苦bb祭bb、是れ情、盤、識の三事が相会し、百般のJZK就S
第四章

-傍教の革新時伐傍陥の鱒道、仰教教圃の成立
ご丸

iJ1
7、

てx

v

ト

-44h"-HV1・

J:

?

喝ー

"



ー吋?' .

???ドーニマ!ν:...4，，，-'"叱 ft.;;?;・? ??4- ; ;.?J'_ i1?_ ?.?.ヤ'f'i:i:.'tT:'司、情or.? .."'i..oo.;/: '>--:'i:?'" .F，<' :."+.υツーア_?'J， ?:綱 川'工、，内. ，

:川F・1ゅ，，::t1'?"?r:，;?4下げ c?;;?-. ?よ 時r:l?"'.7:ア'I;??f?{??? 下司恥
...

:?¥
..

?..- ..と? ?.?I

，??.. :
..?: '?t去、'" -β主2

:n・U晶-'2
I.?;-::?: ."'''' ，，.. <-.? "':<.' K'?? . ?!:，h?;? ;，

'

::A'fバρ'"古?'}.・i‘..v;..- ?、J・'，'吋

3・，""!o; .;，必:ー
晴 、戸司 」ニ

ヘ¥?.?' .‘丹..
?#:司主 Jザ
....，0，;._

7民γ

が
t

?

F!

?i
.

? ‘

民l
! ¥:.:

る

Jdy--1，14iJit--J---a『d--守-ad句一1-JS、lid-n
一執s=huF6・“ユHI

岨w

w・24-J.戸、、、ちに

一
-. ?!:' i..'・句、予・‘1 ??、 0:' " 可

司l. L.? __屯

「‘f、 τ. ， ・ドー
、" q山、典"て、E

?. 官 ?? ..旬、 円L¥ ‘1.- .... ンt 乃;! >." ? '1 I?・¥i，_ ¥ 司.-...??
..・ぬ

コ子'、ρ'''''- ':.、? i.?'， ..:-'1: .?
...

?・1且，w.?J' ??げ?.} ;.t.戸、
¥♂ 」ιt". o:t?

? ?

目合
t建制・

謹2

の王
‘不合

平震品開砥燭長者さ祇園精舎

一唱の蹄て
tjj

"1;、

前亙

噂Z意先

.怠

2、d時-h'一het-伊ぜLFt降、凧
ヂ竜

即戦
.包囲

Iw 'J j

事・

首10411441li--WBvriw

..;

'

s

、4

竜

司、".

も

apra'

マ亀

語"

---oて染若し、比集合染着生滅漣績河水の流れ去て而も遜SWCるが如〈なるが放に果報あAツ芝、此敬は貨に偽数の大本を宣布せし者なb-頻昆沙羅玉は比党法の後、働弁。。。。に偽路子の震に竹林に家宅を建築して之比婚。ぬ、是れ即竹林精合4a回-gg-i・MMmwgにして、数千の保治子氏比が第は雨露の害を凌〈を得た90。。。。。。。。。比時K蛍Aツて、外遣の師合利殉mp江田Mag及目捲漣属。岡町9HESも亦偽の治子阿説示サl'ブwyH句"'V-J-，民法を聡adて傍比随喜し、英治子二百五十人定共K悌子乏なる、比よAツして
hp翠&凶

玉合城の人民にして悌子吃なる者日比多〈.治子等日比市民出でて食を乞以.拾行乞食の沙門市に充織し、市城の繁華頓は衰滅する比至。肉、此に於て市民の偽陥吃其弟子の乞食芝比劃し不満不卒を鳴らす者少なから歩、前期子等之主告?るも偽は
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偽陀は数化四十鈴年にして齢既比八十比及べ0王合城よAツ、竹林に至。て此彪比」。。。一夏を過ごせしが、其健康の既に絡に返さを悟ゥ‘即昆合利4g注目比弟子を集めて94Eヱザlリl。。。。。。。。。Z4最後の説法をなじ‘此よhJ東北拘戸那羅阿国丘g忌は放しぬ倒陀は其JV吻湾喰後aグシテーラー00000岡山崎mw一町一S49B河昨の沙線m静岡p樹林に病床を説く‘偽は此に老翁須践途切回VVMHa品"をhlヲスバツダ皮し、弟子比少小戒律を棄て一民偽の遣決に依て自ら府馳せよ史浩誠し‘絡に入十歳暗の二月入日を以む無鈴混撲に入。肉、是れ貨に紀元前五世紀の午にして、印皮は今や英一大明星を失へAツ、然れ台も其遣業民比ょ・9して大に世を照ら3ん乞す。偽数の有力なる敬固定誕の宏大の-戚化成働陥が五十年の他遣は依・9て成立し肉.
而して印度の宗数界は駿蔚・一
遇、気清爽の蹴を口五し肉、悌が

一生の他港は貨は古今の壮観な63、然れをも侮設が体ふる鐘にτは.英一生.が単純なAツしが如〈、英資如何引いしやは吾人之を知るに尚なし、何れの時如何比して仰の紛糾は其が弟子代
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設けるが如き戒態乏なAツしゃ、如何なる路を取・9て自己の信解三恭一億道が進み幻siりや‘叉印皮国民の比比劃する態度・印皮議事振の偽胞が思想に謝する批評は如何なAリしが、内等の問題はほ巨人の材料のみにては到底明にするに尚な3を知らん此等につきては五日入は絡に何等を知る能は診るぺし.只偽が婆羅門数民封して特に反抗の態皮なかうしは事賞なるが如し‘婆羅門数にては幾多の異論即自由研究を容るるの風ゐ・9.婆羅門教は一仮定して
一定の組織数描備を有せ歩、ルEテルが反抗せし時代の法王政府芝は全く趣を異にせ0.幾多の思想は同ヒ〈婆羅門訟の中にあAツて種々の異設を立てた0.然らば大慢の面貌パ回数に同〈レ世を厭以之を股ずるの法を議・じたる偽胞が、獅・9敢て園教に反抗するの態度を取ら・36しゃ必せAツ。三川j又一保胞が出向俊貼試金〈自己内心の不織を臨するにあAツ‘異一現代依・9てーら満足をご一J求一むるにあの‘英一か法を設3て人に俸へしも会〈白得の妙手ど人民一頒たん芝欲すhi魚tる一件の恥悲vむに山山づ、自ら'一織を立てん乏か敬一組・たらん定かいふ如き明心的希4-望人しど抱きしにLMTら診るは‘九Jrrh仰数の跡に見るも明な0.然らば仮令其敬、が其貨は仰敏の革新時伐2悌随の鱒道、偶数敵国の成立

館四草

-・

一

一

一
ー

-ー

普噸

』ら
. .，

与

hE'ψ・‘，r

関与

F

e仇V巴凶色旬、ι~，z

'.
，

v
、



111111;:il---

‘1

行:、

'l'
??

，，'・.

?jρ、? !，. 'J' ?田'

??- .'.i:. ..:!"".、、方々，句. .円λ ι・~ー・1、1 ?.?ユ
・?:. ，1'憎'.と‘r''::;-''司、.

t ? ?

1“
，

.".

守主

..

?:.. . "，. ?

p ?苧

ーも・

E

#".."'-"..;七

手':?? ?l'?
局 、界内

、}": J
t!:

{ It

....
そよ

「ぞ

，? ? '?
r'司、p

'.?

高盛 会 ，00f ?'¥..'?'

動提唱』渇1・
哩}

..

P

4咽

制等の惇

一二回

L
‘喝

業結果が示せる如〈国殺に反釦却なAツし比せよJ係自身に特に反抗の怠志あうしに
品開も4・

あら診るなう、彼一は時勢の子なグ3、不識の問時勢の必要に脇られて宗殺の刷新をへ行以、此刷新は自ら化して一新宗数の観を呈するに至。しな。、彼の三明怒に於け.る傍吃婆羅門吃の問答比見る弘、共闘比反自の事なかAツしを見るに足る、滅後何然
Aツ、況や悌の生時代於てをや。

但彼か営時の犠牲吃苦行に反艶せしは掩ふべから歩、此貼に於て偽陥はカを悲し口を極めて・、無用の苦行巴残忍の供犠を攻撃したう、此に特に記すべきは偽が吠陥
。。

を稀せ・下して惜鳴出。島区を務せし事是なλッ、ニ者は同ヒ〈世界の真理に到達せ・9吃なせる知識なAツ、然れ台も吠陥は即古典詮に基3婆羅門が有せし知識なAツ、仰陥は之は依ら・一げして自家内心所得の具迎を替提巴務し、而して此苔誌に迭したる白
。。司

己改偽陥回ロ向Ma--VP芭稽したう、此一事は彼が外面にも既に婆羅門教に異なる庭なAツ也大蓋し彼が内心所詮の異理を確信せし結果自ら替挺に到達したる偽陥な。定信苦しならFA.而して是れ資比彼が刷新洗線の大業を成せし最大根源たらん、然れ台"も此を以て直に彼が岡敬に反抗せし意志あうし芝なすべからヂη此語は貨に
"?l

10-
_

--、?倒、，、--ー，】民国?、，、，、.

数論訟の既に用ムる所比して彼は神我ロ誠一初の属性を仰抽出17一一千せ0・又シヤタバタZヲマナにも自己の最大呉市アど悟得せし人を綿して郊北浦湖32ii吃務せ0・又勝禁法典(四章二O四)にも賢人を和して偽陥主税せ0・仰胞は吠胞に依頼せ-下して自得の菩提を品川求せAツ、然れをも是れ特に-吠陥に反抗せん乏の怠士山に
出でしはあらJY。

悌陥は此の如く自己の数理を以て特に在来の宗殺に反抗せん吃せ歩、放に自己の数理を務して法聞叩まるvpBE三宮;、凡そ遠山山主は一手如法随闘の義比して此れ殆二世一致吃務し引十三糊する以同ヒ〈、在来の数機を稀するに同bs者な・9・然らば蒋迦自らも自ら得たる所を以て、新しき者在来に背反する者乏なせしにゐら
止るや知るべSのみ.

然れをも偽陥は比達磨を以て婆羅門の徒が思惟する如く一一部民内秘なる者定伐ぷ3守、否彼が牢たる確信芝燃@る如S慈悲の熱情は一切の差別を無税し二切の人類γ此法を宣布せん乏したた即此は至ては偽陀は在来回数の四引の別代開せ一六一切の入試菩提の泊、代入釘化し吃なしたAッ、英れ賞、代偽一致命か印皮7，リヤ民族
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ご一五

，-

'.

トf
'1

4i，bp考8.iー



?，?"'"... r'-'，{ .I:i! τ、't，..'"・..，ν・ぞ1、丸
山W

引、'''， f'?
_ ，J:¥? ")， ?_.... '、可h 旬、??

評門誌，味、4・?.' ??.'?-;"， .."-，
....

，

:" J ?・;，? 引ザム刊と 明日 ぺ、川、く町ぷ今 「元‘ f寺川:'? .f4"O!.，.... :"t '"守子;ミ子付1'，"'-
(?i'!. X:?:' "角!.;.c:':':"?月♂1予晴fゾ 可t、..♂???

-

，!宅、--J，: '_ ー品1吋人マノ
j: . ?.;内玉、・fI"'-' .'

'- tむ
一九 V

&'-'
，

?:?， .

.件

訴Li，同"1車
、

トド‘ ，

、F

骨

A

，王嘗ν<>，

s

i

山 .眠'.'司信 λ 3 旬》ザ""'-，正 ‘令.j コ?戸
←、‘

‘叫U 白‘凡烹一

♂，-ぞマ vν' γ ?-:!. r
" !.♂写叫、私 i斗1 句 守 〈、ん 』叫 :-:i，r..f?'l..，川"句....

iい，，)1"， <<;I"戸品 ‘ぷふ.， ?::-，..， :'1":;:己 駕Jι♂ヂヲFF: 〉ア!h;yg .7ピd¥.ξ十「γC勺T.斗 ff士立.."...?♂ 手矢予三ぐ可守叶炉-巴?;? キてγ?巧ぷミd¥て ，，? ?，? '..
? ...

?.
'?

"f" :.. ぺ r、 1
1点，eR ち"， 内l. ? 山ぜ・ f

..?:: 語
" 伽

< I
. . .

f
r

斗.......-;
E・
司副. 月 '

A
?.-:-凶

ピ

ぜ#・恥
、隣. "

，-{'
売1

1己ja，. -

E官
、-，

'、古空
fρ

‘，

"" '!-?

)"'"

..

-、

内、

骨
門師
弟随

子柔

w
，;Jo，

調熱田ょ
枇聖F
の諦
観さ

噌

智

一一一六一の岡氏的宗教たる婆羅門数&超脱して一大字内宗数念なしたる原因なAツ芝す。ごL然れを唱彼か一生の説法比四妓の非を鳴らせし事なし、彼は五比丘に釣しては鞄同容の俗姓を税する勿れ吃いひ3.而も此は彼が自ら世間を出離したる偽陀なAツ吃せしが鎗のみ、敢てA四姓に反釣せん芝にはあら歩、彼は利帝利比して泌を説3た0.然れをも此事は古来会〈な3慮の破天荒の事貨にゐら下、彼は斯くして四姓を破。。。。らん定欲せしにはあら歩、偽陥は法数上自ら四民平等
。MHAFロ品目mmm

を賞行せb.然れをも英四兵卒等の目的叫にする所は一枇曾的卒等の錦弥ぬあら守して、只卒等自由なる
敬園借伽を設立せ.じのみ。

。。悌陥の体遺は平氏的平等な93、至る所一切人民比説法い各其地方の俗語を用以、
。。

叉卒易解し易3帥冒険説法を以て其訟を説きたAツ‘働陥は其慈悲の法る所自然に卒民主義を賀行し‘其結果白ら岡敬の賞族的なるK反帆到するに至れAツ。-一'

此至誠具象なる数化俳法者氏自ら偽陥芝白血勤せしのみならみ了、貨に又宏大なる数
。。。闘の導師吃なλリ、世符海伽焚回目HamH4mbJmMMザト(
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がれぬ、比一乞以て其一の滅に入るや揚子氏殆吃渡海に加を失ぴしの成を抱3て悲境し山内偽弟子が備に到する関係は等常一様附品川の関係にあら26しなb、其入滅はが尋常一様の悲嘆にわら2・9しなり嘉れ後世働を以て異如其物定なし、仰の身を以て一時真理の化現なAツ吃なすに至。し源ないyf」す。備教の教組
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mqん段、働側、配が即彰炉は偽数数理好に英成化の大本なAリ、偽教の閃組は只管世事の無常にして人心常に悲哀多主を腕、此無常悲哀を腕股せん£して之が方法を求めて偽陥C」なAリ、英直視の悟得さ救済の大慈は殺して一代仰数乏ならしなり、故に仰数れども偽胞が此解脱を求むる道
の数理は哲皐の必mwhあら・ずして解脱の銭な・9、鈴MV海乙吉・9て考察せい所は、宇宙の異胞を後棒せん吃するに至・9、誌が思想の道路は岱Luuj哲郎γ、特に偽胞がき師事せし数論波哲一瞥の理論的にιて時には煩玖古川の轄したれをも・-現時代の子児るを長

路を允泌」Aリしを忘るべ
から歩、偽胞は時勢を一

はwubしが放なAツ。
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一、苦諦。

浮世の事物J一吃して苦匂ロWWHMm-な62るなし、生は告な0・老成苦なう、病は苦なAツ・死は苦なAリ、感む清民合し返する者に別離し・欲する所作山代得総会仰れか苦悩にあらwdらん、人は自己の快楽を欲して外物に材活す・而も工九日は常比五日比ゐら示、お病死の普段常に来る、外物比憶なく集合離散捕捉・7べわら守二切は仙…mVE23にしc一切皆人を苦悩だしむ、幼者忽に老ぴ、生者終比死し・咋の次は今の仇仰になう・父母妻子"も終には別れゲるべから守、楽史見る所の者は後七て古巴な・9.一切の事物は被特暫〈も止ら・下、放楽常は消え日勿うして苦情長恨の秘慌に一切を純綿す、牛一'q死々流抽博純潔易常に苦に成。、苦の前比背ゐウ.米自の後に苦来る.一切の作在は無常比して
。。。。

世は際限な3生死大海mmwHVmpgな，り、今一死大海比あうては何人弘知…常の悲哀を免るる能はヂ‘人も天も沙門司婆羅門も万宝畜生昆識に需品る迄皆此渦中比あち診る
ぱなし。

全世界同mmk焼かれ、全世界は煙に包まれ‘全世界は火の上にあう、全世界は震動
4

凶

せAツ、同区wwv巳mgvu可三宮
一忽‘比の如きの中にわAツて誰か安楽を希ぴ得ぺけんや。f偽数は非常に無常の苦を悲践せAッ、然れゆ」も仰数は単に悲嘆快悩する褒惨精紳にわら・下、此悲哀は即一躍して常幾寂静の理想界を希求するの階段な0.而して且ぬれ又他の一切衆生の同ヒ〈此苦界比沈諭せる者を憐みて同ヒく皮脱せしゅん泣する大慈悲心の源泉なλッ、偽陥自身の慈悲も此に出でメ偽数が後家の普遍布数的努カも亦此に出でに3、一切を苦定観し‘此一切に岡惜し、一切を燐殿山するは悌殺の必

髄源泉なby」す。-・

ーーーー

、

集
諦

世界の存在は苦なAッ‘五日人は之を股せWCるべから-一九之を股し之を滅するには先づ。之が成立の因を探らぴるべから示、成立の因を集mmw自国品目匂mv
沼」い人、即是れ人の苦の成立原因比して、従て又現象世界の成立を説明する者な0.然れをも偽の集荷は宇宙論の興味に越・9し者にあら歩、共目的常に人生の貨際を離れまるを忘るべか
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仰教の革新時伐仰教の敬哩
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個人絡無我

iiJJ1ー

一一一一Oら守、其順序の理論にAロせ旬。る、共説明の循環的に，して徹湿なら止る背此が匁なう内.生存其れ向らは苦な'9、老病死一切の苦は生あるが絡なλツ、生わるは縫将生滅の中on，。物即有国Vmwdmvあるが銭なAツ、布ゐるは有に執着し取qMMPEgeゆるが織なλリ、執若は即事物に劃して愛欲あ'91得、uるを得、待たるを失は立らん吃欲するが結局な0.削除徐dgbMMWわるに因る、潟愛は吾人苦悩の最大動原にして、此あるが終に織討を欲して而も得守、憶に外物を欲的泊して此が潟に惑をなし、業をおましれu.潟愛は即成山知boて外物を戚受するに起る訴に潟愛を生告しむるは成見即弘司aspなウ、受は外。。。界吃交通するに生守、即鯛MVMMmwmmvよAツ生歩、絢あるは戚箆及迎合の機関即ムハ入と?HMMVS山田gpM『PSロm-あるが潟なAツ、此六入ゐるは身際組織具備して人格生中るに図る‘
::・

紳吃悌即名色回pgmTHAM句"は英図なλッ、身憾は地水火風空よAツ成。て共形慌を川パす。町吃雌弘、而も怠識の之に入，・9之を統轄し活動するなくPAば、人格乞兵し一仰を有し名0・4色をなロ守、識吃名色吃相待て生をなす、放に名色の悶吠誠司広ES‘な0.識は身慨の生死以外に永績して前生後生を一貫する所以なAツ、然らば識は如何にして此〈
生死に一日一るか。

識の永績するは、吾人が種々の行動をなして秘々の巣を生すペヨ』業同mw回目mv
の

因を積一集するが抗比して、此図説32る限は其果減せ歩、因果迩綴止むなく訟の岡県島氏集し、諸の凶巣迩一績し、其集合一離散の聞に一定の化合組織を形成すれば、即此比一淵を生十偽教は此化合組識を名けて一mmgwvpg
泣いふ、此行の組織解慨せ・ずして其業一因のカ永績す，る限は、共中民生ヒだる識も亦永綴して生一死山一リwQJ隊二21吃-は生死の鎚は減せ守主雌も.本懐わるにあら歩兵因果の秩序法規gggに支配せられて業闘が活動集散する経過あるのみ、偽教には一般に常住不畿の本陸あーを認め守、ロハ一時化経過わるの会宇宙の現象はW比して慨にわらぴるなAヘロハ比一将化経過の間にあbて五口人をして常住の本健あるが如くに思惟せしむるは、外界の現象には物質の外形即色の瞥留し同界の現象には心意の統一即識の暫く一貫するあるが鎗のみ、而も其の同ヒ〈一貫するも・ロハ其鐙化制時々の際に一時の組織、行の。。。一小部分を見て此〈思惟するのみ、五日人が一定の個人格mmsg-めウ吃するも其を大観すれば、此も亦常住比はあら吉るなAツ、走れ恰も地球の表面其貨は大図孤をなすも英一部に就&-dJ」見れは直線なるに同ヒ、働者は又之を一段穂の形同ヒくして
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仰教の革新時代仰教の歓迎
二、集締

-

-
一

・・-

.開嗣，

d
h

r

rad-ぃ.EEEE----EEE--E・・1守町けHiぃ1

b

.守、



Fa4喝

.堤司

、'雲?回『
、弘 、

J司J.f' ?tlーーも 弘、

コt
..

"

司円，.??-
‘

'..て可 '妻、:? ? ? r 下'・?
十'・"'"j'. ".t..‘可、

，
!.!? '*可，. ..

， 司ー

・子r.

、司・ ー司前

同制口、.
守』島

'，"
;.勺ト

ー-

F ・
R 叫忌

.

9吻V

無
明嶋崎論さ迷妄論ト込

‘'

無関の解
脱
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一
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一

-・燃リ…ーも而-も火常に同しがら示、一炎一煽愛一時止むなswhm国へたAツ必比一於て悌一殺に無我hw回mgSの数あ・9・法本無我芭は偽陥が共朗読の説法比次adて演逃したる所
な83。

'

識ゐAツて名色ゐλッ‘受ゐう、諸の必活動bb史雄司、不鑓の本憾なる識ゐAツて活動の主宰たるにあら下、放に不組理の個人格ゐるなし.
切は生滅の漣繍経過のみ‘
切
?去に我なし、我な3に組側ゐλツ吃思惟する段、諸迷妄の淑比して、知識上の謬見も道徳上の我執惑行弘亦此を根原乏して出づ。一切法無我な0.然るに衆生何が放に共識の

一貫を認ゆ之に依て行動し.又生死の問は共栄因業果を漣績ずるわ‘是れ一比此無我の真理を悟ら十四認の真理を知らなるが絡なうJ一言にして云へば炉問ア身gpな0・無明は即
一切迷妄の源泉.
切
苦

悩の依て出づる所な・9、生死大海の波抑制改皆無切の揚?る所なう。吾人は此に於て偽殺の無切を現象世界生死大海の第一一原因芝なすの甚だ婆羅門哲撃の迷妄論に似たるを見る、然れむも二者は其根底を異にせるを忘るぺ
から守.

偽殺が吾人人類の生老病死苦悩の原因を尋ねて之が第
原因を無明比柏町
せしは.

i
‘

J・-占--、，ー

会〈寅行上の趣向よb出で又其解縛も道徳的なうしなAッ‘偽数の川被明論は形而上論の谷川に却脳会しにあら歩、理論的解蒋の匁kbら京、従て其解粋は理論上に依給わる事は彼の婆羅門哲畠・の比にあら怠るなう、後世仰散の形而上論は此に依・9て彼恥の婆羅門哲路-K於ける吃岡bs串宙論を構成せし弘、其は原始偽訟の必しも主眼芝する所にあら守、此放に仰は無明を以て只四認の真理を知も止るの無知乏なし.其がゆず宙論的比何れの時比如何にして起。しゃ吃いふが如会は、之金問ふを要せ
AY芝て直に之を無始巴断しね。

無始の無明は行を生b.識を生ヒ、名色を生b.六入を生b.偶-受.潟交を生じ‘取を生b・有を生ヒ‘品仰に生わうて衆生は苦悩の生死大海に沈倫す。比の如S者即苦界伽柄引ーが酢ふ俳句9282P回回曜も含なAツメ之を山WVωvw即ヨemsE
務す。

北口界成立の因由既に明な今、此苦悩を滅し.曹界を解脱するは一に裳源泉を社絡す
句るあるのみ、即無明を打破するは解股の第一関門な0.事長
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仰教の革新時伶悌敏の教理
ニ、集蹄

-・

一
一

一

一

一

-'・

h-，Eli--ii

め『・1'UJ、11ーーー;11



4i町‘，M・内‘ーa，‘
曹I

lili--lffer，・yp一、一ra、
.

.

，SFTh・

山-
一一地命

+

A

lili--1?1411;!lili---
v叫

一
ー

小，?""'" ，持?'""，，":".:，.. '"'? ?'''''?/斗ι'?干...r，l日4'て円/..1;，;-"?."?，ir1 f..，，:.t-A:J.::-'?・喫 -';.?[???";"'J，:;itL '?-r???.>;:?t? ?¥:?. ，??.;.γ.

三?:[:，.?品、 れ肉"三十?( ?¥???X?'i}J押手企?.? ';...，l- ': .?l ?.< ，，' ::，:" ，?'? ?示、与"，1ど '，?? 1.?.r也?"... ，;

'1rI ?ヤ'r.:;;-( '.?? ，;:%二? ，引柏、
w

;?，t.'¥ ;， 、， ・・ h
・.. ¥.- ーん可 ? :， :'

可 い凶白山

討? r‘-
P悼岬守 ?' ?

句

....
? ¥(崎デ

.'，';1

?:- :'，二‘:t?

J u hfF j‘
Fゐ， I ?r I"__

'

J
叱 ，.;-"， 宅一

‘r〈 ，
司と忠臣

>'

可..

乙

、

;1'，
? ....

ιトl.'
t' '".....

?

'"

也:1 ;-
.?

》
晴子

:1，''''
?，:

，1 ".:i'.
I，?:r，，?

砂川"

E
・ 主抗

...;;. ，'.'"1 曹司、 ""， ?"，'.、，<τ?，{
，

、

一

一ー一ー『ーーーーーー・・司与守ーー守回一一二一二二二?-一一一 一二二二二ご"てァーでーーー ー ー

い ?，:::; l ?

?
?'..と耐と?. ....??tr? &

r ・りy 、，;?""'v?'戸、 '，' ":，""(，?""??_""<r?守iふ‘畑 一、ぺ r
礎 、，? -ーー可一一ーャー一千

?:.:.?
'" .， ..

"(-r ? ，? 、 守主1み?;? ?;; ?? :¥ ‘為、 "'"竺‘戸円: "'!
哩内 -・叫守3陶d ゅにιfプロ予¥p白 、

噛h h刊、 4JJ-.. ?tr.
?.t>‘ .'!.;..，.?...叫?... ..

，""，-:. t d _，.-;?門「 ‘ 司、? 0(、':o<‘ト， .' ??‘ -rJ， ! ・・ t守:r?
(;，?"号ι¥，' ..;

'.'

喝ーーて 帽、絹
? '1

・、干、，、A

会r

'司
占.も

?，;;>， ti
"，

者

"
?と品目鍵減火阿羅誕

の理

器縛高
安

'

也襲は彼摩じめら
?

1.?

の解混
怖さ鍵
験後の
さ世凡

t
<t， '

昌一一一回

.圃ー-

・ーーー

・・・司圃..

、

滅
諦

印度成熟固な0.放に・熟吃苦定は常に聯想し‘涼定静安定は常に関聯せλッ‘此放に悌は浮世の欲望を掲愛吃務し.執着動飢の心を熱比比せ0.働曾て臼〈、熱ある所、民政手のAVJ一一環の火ゐ・9.愛情暗愚の火あえ放に火を滅する齢勝g'=w，バ1ナ

ep回mwを求め怠るべから守.回EEVMF4gz"無明を打破し.浮世の慾火金滅し‘智恵の流水は滅火湿熊の清涼静安なる妹態に到達すれば、高治因果の紛々たる支配を離れ其苦悩を股す、解脱浸撲は人をして憂苦無常姿見無明の苦を股せしめ、自ら解脱の安楽を捷知し、潟愛の動飢ずる事な〈.生死に入ら・下、自然に人の遣を行以・博〈衆生を慾みて無上諭足の新生涯に入る、此解
。。股湿襲の殺を滅蹄同町avm-定いふ。翼民苦を減し澄したる者民心火再び燃え守、此放に英生命未だ議主ムヂ業果未だ滅せ守、行の化合組織未だ散せムヂ定雄も.無上安楽の人は既に生命を皮脱せし比例ヒ‘

。。。此種の入試即曇者にして阿羅漢、hpgvSなb、是れ即偽数徒理想の批態なAリ。ァ，AF

蹄患者は生の中にあるも生死を超越し、身憾の中に生命を維持するも行の支配を股? r

吟也
、九

??同--【戸----

せ-o訟に英理想到達成必しも身鰭苑滅の時を待つを要せ古るなAソ、混然主は絶無の調にあら守、ロハ慾火を消滅すれば足れA穴真理を考察して鉱山明を断ヒ、ゆ一行を修し-弘て慾v心ぷ絶つはさ雄一想な'b、虚無の思想の如'Sは原口郊の働者中に絶えてわるなi，混一壊は慾心滅輩、行誠一消一誠一のか-Tm首位墳なAツ訴さ同行の煩悩なS欲態!"ιJM似hh之を古内J法高行滅遜の境ぜ・」いふべ〈‘即是れ現象世界を超越したる理想滋なAリ‘働数は此浬柴の理想境を立つT-」雌も、個人格若くは我を比世界よAツ彼自作比到達せしめ、彼界にあAツて快楽を享受せしめん芝するにあら歩、温暖に就Sて偽数は慾火滅謹の外何等の属性を説明するを欲せなAツしなり、連者が其死後如何にして理・想境に生存するや否や定問ふが如きは吾人が静安正覚比到るに要なし、恰も箭は傷けられじ者が其射手の錐たるを問ふを要せ守、只其傷を聾するに着手すれば足れるが如〈、慾火の♂中に世苦を受〈る人類、四読の数を知ら十又院に苦悦を滅議するの方を講せ守して、如何にして彼岸の獄態を関ムベけんや。偽陀は聖者死後の欽一態-h答へEos-然れをも茶巾しには自ら無我の数比一依・9て蔀者が死後に永績するを否定するの傾向あAツしは蔽べからみy・只此問題の明白なる
館四牢

傍教の革新時伐

悌教の教程一一一、減蹄
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-2ムハ答を得26しは、人人の信仰に自由を奥へたる吃同時に、英疑或を氷結する能は・下、特hh悌陥世符の死後には、偽陥が正弦は共色身の死後如何に成。行3しゃ吃の問題は、偽数数回の中に少なから怠る思想の動携を輿へ、此は又同時に偽数宗義の後
J寄

港を促したAツ、偽陥が何等の属性を附着せ26し湿柴の境界は、偽徒後来の哲皐思想念刺揃臥して活微なる思想の運動を促し、其中には高遠なる哲理的見解を生守るに至。肉、偽陥が明白なる言語上の断定を奥へ
26しは旺盛なる萌芽を秘秘せし

所以な63。

ー只業れ劫害者の身髄は死し去る.彼の行識を我vc・は浬艇に減し去る、而も共替相応は滅
}十一

せ・下、並回一誌の彼岸は宏大祭高値河の沙の如く大海の水の如し、五日人何ぞ一一-一u蹄を以て之が有無を断し、之が嵐牲を諭すべけんや、行識の支配民ゐる五日人は到底英明代性迎舎を以て之を把挫すぺ3にあら歩、基れ偽滅後の直弟が信仰にして又偽陥白らの
信・下る所なAリしならん。

原始の偽数民混駒沢に就きては波て逃32る大海の詑漢を見せ、後世をして英中に千高種の差別産物を後見するに委せしなうa
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一四O自己を督周し、自己を修養挑浄して自己を定に止住ずるを要す.自ら其怠を添うせん匁には先づ怠佐一一践に止住して外界の援飢を遮断し、自己必内欲望情慾の感魔
定健闘し、之を平定して一

の不満動飢なからしむべし、此定を修せんが谷川には或は樹下林中に入。て結蜘鮒坐して想を現境以上に馳せ冥想沈思す、其方法種々あλッ、其の身慌を鹿迫し粉紳を抽象悦惚の滋に遊ばしUるの極は・時比幻箆を惹起して光明等を限にする市中ぁ。、働陥自らも或はほw居天の出現を見、明星の耀出を見し市中あるに似たλッ、然れをも業要は定に住し紗句vpgを修し、心を浮ふして無我寂静のHVヤ1ナ墳に入るにあλッ、此の如〈定住修養其意を添うせば以て惑を止め善を得て
一切の

煩悩聞を解脱し、而して・一切の真理を洞慨し異質智慧に迷すぺし。比くして一切相官民到達する比漸あAツ.先づ人我の念を脱し.外境の念を脱し‘無限の中・に入トJ、終に無に入る、是れ臓完の四級にして、自力此修援を経て解脱特を得たる者をwb伽MvpnoozeロEVP芝大此.境を得て而も衆生を皮し世符如来吃して世を
。。化する者は即異の悌陥な0・白期其意比一

に自己内心の勤勇に出づ‘然れをも此勤勇を督踊するは過去現在幾
..

多の聖者一悌陥を絡をせwuwOべから歩、偽陥も一万成人のみ而も止得、総内ゐ封慧に依うて川被明を打破して悌陥乏なう、英一切智に依Aリて他のい川…明を打破せん泣す‘即仰陥は先づ解脱携を得たる人にして、五日人は之を附吃仰がゲるべから守、放に悌a者は之を曾公して陛伶乏し人天の師芝稿せλッ、世作悌陥の此人中に出現する事過去以来再三に止ら中、偽一陥は矢玉に説くに己の既K稗泡初比風せ守して働陥の過去七仰に列するを説け。、而して其の菩提樹下に坐するや過去の一悌亦此彪に 一をして於て成道せAツ吃信せし者の如し、過去に幾多の悌わうし芝岡、く般家亦多くの人仰吃成。、此の如く比して一切衆生終に皆偽果を得るの時みらん、比時比蛍Aツてパ日死の現象世界は移民如何なう了るべふか、是れ働者の閃ふを要せ官立なせし所にして、要は人今自ら共行を修するを以て足れウ吃す@止得締定の数を包括し、過去未来諸偽出現の信を表したる一偽bbo民芯諸偽数.是れ偽陥が過去七偽の共同作数へし所定信ヒて常に衆に数へし所なAツ@
諸悪英v作
諸善奉行
自ぬ叩日英志
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d-四時間ゥ、而じて遁法の治施は如何なる者も乙を受けみんを用ふるは又比丘の義務なH0・比圧の乞食は日出ょう正午迄の外に之をな誌、下、正午時間う求。て食事をなす外ば食事せ・下、水巴飯の外は食は守、酒を飲まヤ.只法施の伊肉は之を会ム。比丘の居住遊行には濁居を許功dwuるにあら止るも.多くは幾人か国鴎巴し
て互に徳行を鹿B危急疾病相救ムの用に供す、新入の比丘同必守長老に従て遊行し、之に附事す、数閣にわうては回よλツ階級の別あるなし巴雌も、而も刊誌く秋川間にあうて徳行の買わる者は自ら…Vむ乏して他比正を監管す、数回の比丘は各分業して沼知食事等の市引を分掌す、数閣の生活は単純粗朴にして、早朝鳥越後は仰の法を諦し、乞食に出でて踊れば、各放法を談す、決して戯一一一口し無盆の談をなロ示、比丘は常時は乞食説法して遊行する伝法主すれ合唱、只夏期三側月は多雨にして河水多くむ滋して沿路通せ守、又草木穆長し諸点以多〈悶出するを以て遊行せ歩、一彪に止住して法をooo--復請して道を議す‘之を雨安居483吃締す.悌数は総ての儀式を排斥して起れゥ、放に内心の信念氏必要なら立る者は数聞に於て一切之を行は守、只新月潟月の日には此日を紳惑の精進円乏して回来初命日し
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て長老はぬ時か佐和忠告5wwvp即解脱戒を諦し凶衆に非行ゐれば之を識悔せじ
メーチ阜市WJカ

UJ此合合-は生以の岡紡を聞くし徳行を漂うするにカゐる者な63、防安居の終ぺは又此吃同様の舎を催し.永の前に罪過を識悔し.自ら内心を放恋す、之を白添即嚇
必勝弘Mvpassf」稿す。

んト十一炉聞には又女性を容れて脚本GEWES同乏なせ，OJ、比正尼の生活は比丘芝大差なし、然れ沿も比丘尼は常に比丘を散し・之に服従せwdるべから守、放に比正尼のNr肢は比丘尼の比丘より具足戒を受け、比丘問へば必ムダ答ムペ3等の事を規定し.比丘尼は全く比丘に従属せb、思ふに比正尼の数は荏多から歩、偽数中に殆を何等の影響をも及ぼ82bしなるべし。偽教の本意は出家にわう、然れをも若し会く世俗の人芝杜絶せんには、偽教は多くの人一ど化する能は-一六備は既に庇野施設法の時比、在家にして偽に蹄するを許し、清浄士郎官ザ殿SE5f」清浄女mww…御加spmg乏を制定し之氏戒律を奥へた0・是れ川仰仇数回の蹄依者定見るべ3者なう、其が清浄士女乏なるには一定の法めるにあら歩、只比正の前代蹄依を表すれば足れの、又彼等の行獄に就Sては特別
・第四牢

仰教の本新時伐
仰教教団の成律
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dM・一，の監督bf三仏'〈、総て之、を減円、ずる阜の法-JJなし.J吋搾J3.刷物政制ぃ・A之・.，fn叩けて十るbj、決品川町リダ句者Jには日笠宮品物一次回1.材、践はtA初引にmb之♂会1・9Mt品乏し一
:一若くは之に説法す。
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所以の大-TになλA・9・比'に於て偽』品川に細川一法.f一点やE・55の名あ久保数徒佼立
の大本乏な。円

j悔の~リト弁KA引きて段、品川滅後間もな台一悌一ぷ数回KJbては悦陥生時の成、化mliuh十-vk引rlす.る者b'9‘仇て新なる方法・(以て之が全グι始勺るの要な力hiu以後民私人以，て細川のm23一物を崇拝すeるのぷAJ、又仰向の本市-KAT-dて諸のviι;飢え察‘宗教的信念上成品川レ允・9十一時雄唱、誠一後の一ι品川関川、には未だ此の如急傾向トト川恥3必等・13仇等の胸中一に存すふ働陥の人予ι公耗せしのみ。uiLj2iの第一〆泣一手せしは仰が尚一一一法の袋一おなJ0.d等-は仰向説法の♂明の一れ滅ト共にそ返一段、氏留意して、自家安・立の地吃な32るべからすO比三れ0・此民川て彼等-は大迦薬の帰京を待ちて品川を色加し総1.英伝ハのバ周期-乞J一一バ嘗4・94バト工のんy???ぱ五百の大衆は芝山枕附託竹林崎合の西中削減一議室yypMおりザ影駅miP32ijし、感鈎拘国王阿m川北り施奥・ιヨけて尚一業を始Jね0・m偽世ιhj沿仏リ持に規律ど全開レ以て長治訟を引にせん吃↓doa似三九、"ル特集に蛍・9て迦却を絡部氏‘民一波一純比一枠制、民同一山内ぷ品川氏賞一ごし【四七

第四章仰滅後の悌教教団地口仰教の革新時伐
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て三戒を結果したウ芝山V
eJ

ヘゥ.然れぜも此時に常'Oて三減の日ゐうし吃は信ヒ難し、三戒の日は古にはなか0し底なら。只此時には徐定法の二部を八u諭せしなウ‘而して此合調り結果乏して仰殺の放機£して上出話崎町。5占立・9
の名の下に保存せられたら、比上出たる者は先の三人の外五分伴氏載する所に依れば怖隙如.岱削郎、ヨシH夕、drヤプヲlナ同窓婦、陥婆迦菜、政陥迦業‘阿兎楼陥わウし泣いム、蓋し諸高治之が指道をなししなら

ダν星lu四Pカザザメプ山タカDザメアヌルダ
ん。

蓋し偽陥が生心行の時よウして、共数回の膨脹に従て共徒局の間にす向低の別生と来
うしは数の逝くべ

わらWCる所なう‘或は年齢に於て或は知慧他行にが、て茶々の弟
子か仰の侵過を受るの事WMMも亦拒huべ

から立るに似たゥ。此にが、て仰の滅後に蛍うて数百の徒弟は共が崇敬したる所の仰陥を失ぴ
し後の事なれば、午前弟の中の某々を川.小説じ合調の首庫川と仰ぎたか、特に既に組織的比比正の併伽をなし之を以て回来安立の本源をなせる数回は其が一い持者定して仰ぐ所なかるべから示、応に於てP即305なる名目出で来・9、信伽は高拾をして各共長所は従て上肱芝仰ぎ、一祁の共和的貴族制をなすに至。しなるべし、然れ台も其組織

‘町υ1eJaqh救国の外一川市?讃さ諸地一崎町1.γ明、の教団一佐γh‘4~山パ主rdAN一一、・d々、汽吋口一-aγら丈}1h刊h-'.滅後百年一

何一一一にん一球制一くして百鈴年を怒し同問、百鈴年にして移民戒律に就adて異論を生十る民主れAリ‘並バ¥JJ苧一し滅後よウ此頃に至る迄の問、偽一教の文準体一説漸次増大し京市グ、諸廃の長老各品具体一・説意見を持し、又其間信侶んど日間行も昔の如〈厳正なら怠るよAッ、破綻は絡に吠律の一解蒋に就3て寛段上異にするに依bて巣地方信侶の守議に破裂した60
3phr-h一

仰い一fベイ見鳴ゆ一議一-31戒律のき戒を定めんが必mk・七百の信を昆合一利-K合して之を議し.股療のULLJ九州知則ア町議決をはf戒律の寛容なふ併蒋を異論定決議せAツJ然れを冷川市の大多数日H防長い心人生¥十三一老の議決K服せ-VLして濁立の色合を開}き械を立つ、之を大会問ゐ-・2館四平・仰敬の市新時伐、仰滅後の仰教教圃R
山ぺ1山市J・可MmhHYJLUJf、-L1''MF-t-p'!h伽〈aJ町古川一創出仇』vqJhr古川、ιぺ
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、

は極めて共和的なAツしゃ疑なえ決して数主階級等の阜なかbしな90'滅後、に至るも此借伽の勢カは少しも衰退するなに加ふるに外諜の王者長者に乏しがら守、信伽は数法定共に繁栄俳播せ。‘数法の体掃に従て.英数回修道院の底々に立?に従ては又各凶に其上座を要し、偽数数舎の組織は希臓の共和的都府が相弁て存性しが如S妹を呈せしならん‘西城記民諸闘に住せし長送を拳げたるも、今日諸方に体ふる教主の体統が各相異なるも此が谷川ならんのみ。比の如〈比して自由の風ある偽数数回も諸庭に上座のあるわAツて甚し3離背な出mvvp・おお邑
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4‘，‘待。。月一強盛にし、偽の生時よグ既比恒河の北方に住せし浦山市4&官一にはどを併呑し、此よAリ兵を四方に交へ、問問世王の雄容は終に王合城、加減畑の諸
メ・‘P}

…川ザド日一闘をも降じたゥ、此の対〈康掲陥国政印皮の中央民新機を握λッ、殆吃世界王即純輸LI---t、。。。。円一11ey王の質を得た。、勝掲陥は図勢の興隆に従て都を昆合利に移し又次に淑陀滞汗MVP
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般に道徳的宗教即総数比外流、ら・下、英柱
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成化に出でしな60

議し戒律出世間の働法改其形態を換えす永く其戚化を保績し難き者、偽胞の偽数内に傾きて.英常一初の絡
は其数組の・死を去るに従て・一部改冷淡乏な0・一部は煩丑fつあAツしなAツ、其活気吃其体遺乏を振起するには

紳は年を経るに従ぴて治腐しつ

から歩、阿育王は恰も偽教に於て自己の信仰を
人選の活世界に向て一勝せ止るべ渦養し・而して英人情に厚3精紳に依うて設に偽放の一大刷新振興をなせしなAY偽激が鼠れにゆT内的宗数吃して布教体掃の新両日を聞くに至λリしは全く阿育の功

調陣..，...-由民u・.......司

なAッ、田仲迦に其形式を萌芽せし宇内的宗数は阿育に歪E9て其精紳吃活気を得たλッ、附育は質に偽教の大成者比して又印皮に於ける人道的宇内宗教の鼻組芭務するも決して不可なし、王は王の教法印人道数の閃組にして而して偽数は之主結托し
て其新面白を問2しなλッ。

共始王か特に慈悲心を空押し特に偽一教を管袋、ずるに豆うしは・其が東方印皮を従服せしに嘗うて山州安伽を一やげし時、戦闘の残忍に心動Sしは出づ乏いふ、(第十三法
カリνun

令)謡し彼が仁惑側憾の性情は殺融制残忍の事を好ま26しなるべく、此を以て婆羅内が行ム犠牲に血を流すが如3残忽の事は玉の甚だ忍び十吃なせし所ならん.恰も好し仰の殺は特に婆羅門が供犠苦行を以て痴比して又踏なAツ乏して、人類持に獣類比濁して柔和忍辱の行を勧めしかば、王は恰も共性情定其戚動に渇曾したるの数法を仰数民後見して特に之に蹄せしなλッ。此を以て王が姉仰の後正法を天下に宣布し徳風を高略的に獄吹せん芝するや先づATを殺して、険料湖を虐待殺脱獄するを禁ヒたλツ(第一法令).然れむも然別供犠の匁に膏類を殺識するは婆羅門古来の風刺白、戯遊娯楽の絡に獄狩生類を残害するは剥帝利
の最も好みし所、王の一

法令は俄に此等の習俗を禁ヒ得べ3にあら歩、王は穏やの方便を以て之を賀行せん巴せしも(第四法令)ぷ品質成無効なう30然れ山」司王が博交の慈心は此に止ま・下、相次で正法を宣布し‘国中に鴎楽の業を呂民し、諸成比薬草を植えしめて人蓄の病苦を救はん巴し‘又路傍に井泉を作λツて人。。畜の養をなし(第二法令)、或は抑蛍…の集合hE59目mv判官"を開3て総数を布かしめ‘親
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徐偽に附かて偽の羅喉絡に恥到する説法
ヱハ四

(パ4ラlト刻文)即是れ偽激怒典の大本はして、後のバEリ三識の如主は此に基きて編斡せられし
な・9。

000比芭同時に主は特に四方に笠数師を涙する事を決し‘百五十六人の笠数附を任命して図中閣外片山仮遣したAツ‘其地方の主なる者西北にあAツては泣くパ 司即aq回・

件MHMV

タトリ7の希脱人よAリ迦潟禰緑、バシジヤ?の遜よb、北は雪山、南はデツカシ高貯の一部、錫掃島よAツ東南緬旬に及びた・90就中錫良川の布教ぐ震に市-万一悌一致の絡を開Sし者にして・最重要の事たAッ、王の子愉恥恥属mwV四国営は此よAツ先既に偽に蹄川レて比丘たAツ‘大結集の翌年殺して絞典を携りわゴ傭島民入・9、共闘王に迎へられ‘先'つ偽苧ど建て寺院を瓶めて島中山側一致の根本地吃なせAツ、後姉人はして法比入る者ゐるに及びて照明陥は英仏外比して比丘尼たる俳伽齢炉mgち守岡田gpを招言、二人力を協せて島中民側数を布3たAツ、彼等が島
FJvv・-‘yHl

にルポせし践の経典氏即バ1リ穏なAツしかば此語は後来南方悌一致の連結乏なAリ後細旬‘混雑等偽数全此地よAツ轍入せしに依Aッ、此語は一般の連語乏な0・酸晒陥は
立

t

南方偽殺の開祖乏なれb.而して其三戒が今日の際裁に編成せら.れしは‘殿畑陥入
豆町の後百六十年な63。

.紛旬へは阿育王の時比比く宣教したるも‘蛍時は成績息ら-v.後紀元後四百五十年伽和国ロ注目gwvomvpなる高僧錫街よb此地に来λツて今の偽数の基を開けA9、退羅は此よλツ術後六百三十八年比至。て悌敬か0.英高島ジヤザの地に入λソしも亦此
頃にあAツ。

阿育王が西北迦滋捕維の布数は即後京市北方偽数の基にして後に詳述する所あら
A

此の如〈比して今日比悌殺の諸方比存するは殆台金〈阿育王の布数ゐAツしに依る、王の偉績亦不朽なbT」いふべし。王比例此を以て満足せ下、第二十六年悔は種jqの法令を後し(柱面刻文芸、諸官司比命ヒて盆数法を振起せしめ、政治、法律、進歩.安全皆敬仇比依るべ3を示し(第一)‘或は善行を勤めて阿部事を禁ヒ人民俗性を養はしめ(第二、第一号、又新にラluyカ尉ぷロwmwなる司散を任命して氏関比澄3て信者を激化せしめ‘又死刑者はは刑の執行前三日
‘、句mv

仰教ω革新時伶阿宵王ミ仰敬.
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一六六の猶珠を奥へて数法に浴せしめ(第四)‘再び殺今一を禁ヒ、慈悲浄怠・ど糊め、一切人民に教法・ど山氏布
'庇

して治世し、後二年にして死せ0.王の死後・は図内勢作曲しく衰微に経3し者の如し、王の孫なるタ
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一七回を生ヒ‘北方の数徒は白衣を若し、南方は激組の数民従て裸慢なるべきを主張し・た00000oe・o.此に於て閉伊那の中に白衣振cig目gg吃空衣滋盟関PBVRmwのニ振を生ヒ‘二者各其経典を編輯するに至れAリ。者那歎徒比して白衣を強制する者ゐるに至。しは.既に偽数の戚化を受けたる徴誼にして、此よb以後其影響は盆進み来0.者那殺の数理体訟は着々乏して偽殺の影e響を体へ、後世をしてニ者の相似たるに驚かしむる者めるに至れ0.者那婆陥照那が一生に関する偉設は殆を偽偉芝異なるなし必日那数徒は偽数が偽陥吃其弟4ずを。。骨骨崇崇拝する定問ヒ〈必日那弁に英高弟等eg-P255を崇奔し‘偽の漬物墓地を崇奔する定問ヒ〈岩田那の墓地を崇拝せb・而して其が渇去二十四者那を歎へたるは、偽殺の過去傍に似て英名同ヒきもあOA。。。。。。者那数には偽数の三賀に相嘗して、正信m呂田匂恒例晶一mvgpHHMV正知mp岡田司pasg正行mMT旨判長。賢官Fを一一一寅芝せ0.閑伊那の五戒は偽殺の五戒に岡ヒ、者那数は偽数芝同ヒき材料を以て異なる組形細工をなせし者吃いふべし。此の如〈hh‘じて者那数民一方にては偽敬吃親近し向。wdれ沿他の
一方にて彼氏印
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凶暴度教に遊ぶ者あ0・其根本数理の我を主張し苦行を奨属するは云ムに及ば宇.婆羅門殺の諸紬刊をも拒ま歩、後には其女紳山白川智斤を容れて.自振の女紳シヤEサナデダニV皆吉色。乱即命令女紳を奔せAツ‘而も偽殺も後世には此芝同様の戚化&婆羅門数民
受〈るに至。向。

紀元前三世紀、の頃に者伊関の分裂せし時は‘既比彼等が偽殺の影響金受けし時Kして‘此よAツ以後彼等の後遺は此成形に従て数迎弁に億訟を整理し‘而も其が者那に関する信仰.は白振に無始よAツ存守るを設明するにあ93、此に於て紀元前一世紀に嘗Aツて二部が会〈分、仮定して濁立するに至。し後は三振及其体統を経典に編成した争、蓋し恥酢和船齢骨舎守岡田P宮島区比成れる最-初の結集は此頃よAツ少し〈後、紀元の前後に成。し者な60今此比便宜の錦、第五期以後民於ける誉那畿の歴史を叙せんに、彼数は漸次膨脹し、
でd

五世紀の頃には印皮宇島の南比達し.七世紀玄突の膝行せし時には.彼等は慮々に。。-。存在し、特に南方地方には五世紀の末よAツ六世紀の始に至る頃、暗満州地属各曾曾-PR"の玉たbし和総和かMV己pwodp等の保護に駿々乏して生長レ‘最も弘く行は
プヲクluvヤ傍敏の革新時伐香郡教涯の提漣
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-七六れた0.此に於て宙開方比於ける彼等の主要はなる用務は一縛して南方の方語タミ。。，ル及カナル語乏な0.此語に成れる議詩mg宵"を出だしね。h北方の者那殺は恒河の卒原よ0西北グジヤラト地方に及び、五世紀の竿頃白衣援政業経典をグジヤラトのワラVHhh結集しね，第十
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切g宮川}包向の聞く所な0.彼氏曾て波尼備の文典比大註将を下だして其才的申の異協なる金一不せ0.然れをも彼が思想は冥想hh依Aツて最上紳定合一するの外.何等の内容な〈，彼は此合一即取伽を遂げん縛比は種iq雑多の方法を設けたAツ。
。。。

波騰閑梨の著書稔伽経崎。哲一-mzgは謀総伽即腕行冥合を説明し.冥想の何たるよA9其方法及其結果乏して得らるべ主不思議カ定解脱冥AW吃を設3た6。ゃ人の必は畿一想、睡眠.迫懐比擾飢せられ‘現量、比量.五戒に動か芯る‘此を以て此動携を防止し.心を不襲安穏ならしUる匁比政、常比之を練脅し‘情慾を座抑すれば‘絡にふe一慮に止住して最上紳定合一すべし.是れ則一切の必の勤務芝身慌の繋縛及生死を離れたる獄態比して、此に依λツて不思議カ・ど得.最上質在比到冶よべし‘最上自。在定成珠伽の行に依bて一切知を得たる獄態hh外なら守.崎の一一官は之を代表せ
。乞いふ、。。珠伽の行法比八階ゐ0.
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}比、耐持吋笹田加にて情慾を制し五惑を遜〈.
。。ニ民、勤努同qp隠居

比て宗殺の正行を修し、自らぬ伊うし‘自ι満足し‘自ら身を苦吟.紳
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傍教の革新時何檎伽滋

日七七

ー〆'k
v・d.

1. ，、

I r

.

habbphmLwずdF-s
v

'e旬、，.E

F

、
い
.



よ ら三問、"':??BζZJ拘よ....:. ?> .¥電?? )，可?7'1t二てよ;?i:!Z?';(?? ?.((川Ullvu山??..，.;:4"_''''''': '.，.
:

fρq.￥?:. ?.: ?..C?":..r"...??

't: .，'?グペマヤ?i'! ，l:''j': ::.???..'t?T! ・4d' tr 、 ヘi 奇

、..;.--， .....

告.;' I'?'

，-，レ

q・;¥... .，

f.1
t
R
R

9

t

i、

伊

「
に， 俳司6・，;j
?_" T、? ?.・、'..;高司、f.，'::"(' ，"

?.，'? 円t，¥!マ‘ 二J‘，:"(';、fで・ヂ???，?".?r唱も れ主付 司百て1_:':乎，l:J: .司
"， ct':，¥. j 作品・l幸}ぜ、?:_:..;:引， ー‘.'不

$;;;'，' .f，"'， ? :'1'・? .

.九

九:

"‘・， ，曹、，". ... ?

J ・町

内ベι
.‘

μ.，i首?τ

?
d、

?
、

，

，需

‘V-1-、且F

1it-l
，

、・'M?
，

.種主

潟業'
鳳

切

a

に

Illi--ー!Ill?

菅

‘山

112・JU寸九r;

】七λ

.hvぃ一民祈願し‘紳を冥想す。

三K・m初白bmgpwhて身慢の態度を正しくす.英治、選華坐附子坐‘鶏坐.官庁坐等の坐法。。あA9、英他手腕膝の位置各定規ぁ。、又児印国両国島gを行ふ。四比、昨ふVP29判官"にては呼吸を座抑するに種々の方法を周ム。五比、必wbMvgqpv曾PKて一切身健の官能を拘束し外戚なからしむ。六比、伊俳句g弘事にて必意を内面考察に止往す。七比、whu匂VU可紗gkは深〈冥想す。八にお一跡mgp島区比依ウて終に自在カを得、身憶を怠の欲するが俸にすべし・此の如3入徳を修すれば和酌動かm広島区を得、一切を洞見し‘自ら身を隠し、或は泣隔地の事をhNO‘或は精歴史話。、或は空中水底を行〈べし芝、，m伽の行者は貨に差別界を股するを目的乏しながら、差別界の自由を得て放添の行をなヨペ吃欲する者な。、是れ大なる自家撞着にあら宇や、彼等は此目的の震にはゐら@る奇行をな
せ
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然れゆ」も珠伽の最大目的は比不思議カ自身にあら・下してし此カ比一依Oて精紳を身
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き値よAツ雌股し・吋動勧めFZH習に入。て一切の業闘を三徳の蔚貯乏を脱するに
b0.

総伽は英行法に種々の空想念弄したる外、哲事思想定して何等の内容なし、英宰想の級底は教諭振の二一元論に立ち、珠伽の訟を構想したる込のな0.球伽成之を身際民盤ふれば‘会身貧血の患者にして身慢の一部に睦湯を生ヒたるが如3者本夕、珠伽比萌芽を援したる此穏の腫湯は如何に後生増大し‘外部ょう多くの毒n?を入れて壊側四出救ふべから診るを致し‘絡に大国手狗判官の切開切断的手術を要するhh至。しが、是れ第五期歴史の題目なb芝す。、

、.'

傍教の革新時伶晴伽滋

一七九

節回寧

...

J‘句伽.riドFa‘‘

、、‘〆‘島『ふp払'Jι，一A-丹、，lit--'eje町paw-i.t，す警守司，ehr品包J'・心}Iia，、ぷ-F1・7ふJJRP--AVpfvt-p-へ川向、耕民'aErk-【eHP-4MtJeJ‘L3、
ιhgBL'戸、Jパr

、v

h

，..
， ，

W

L、

包

，.....

， I

， ¥

h':a



lullA111411川WJ14mitW4flint
一λ0

一協策玉章宗教混沌時一目第一一節概見必勝一第三期比晶画・9て印皮の枇舎が婆羅門的民国成して枇曾上井氏自前一致上は壊頑の兆型慎一を示すや.諸の異流英中外は静聴して起Aツ誕最大なる者は偽陥の新教法乏なう、其一敬治改威カ鴻大の阿育玉に縫承せられてよA9印皮園内の大勢力乏なうね、比時比一嘗0ては腐敗鵬事務の婆羅門も外部の勢カに創刊獄せられて其面白気風を刷新し来r…らえ乏し・特比阿育王は政権を以て婆羅門の専横芝苦行犠牲の習慣を打態せしよ一AY、婆難問の徒は獄烈なる外科的手術に依て其腫療を続線したるが如〈新なる一活気を得で徐や其新勢カを養以たAツ。
rr柄A

1'ry嶋富市の一蹴町一壌緩阿武其積姓の特機を股して教法に痔せん乏し‘民間には数法の興味勃興し円:一家るbA9・之に加ふるに阿育王の寛容包括数法堂奨踊するゐAリ吋皮古来の土人引い一一比一行政れし宗殺的慣習述、其問に関を謹げ優に一方の勢力たらん注するあ0・印一度の西北比は亜細亜中部よb盤族の侵入水ゆるあAツ、彼等改英信仰宗殺を般入し
Tr円rc

叫ん九一ぷ諸宗教の一一fLrp混滑一成rQvlT市，p.~FJv.f、h叫一

叫一塁せAツ、此形勢はおや幾百年の永きは一旦Aツて印皮の信念界を支配し、漸次婆羅門的一・勢力の増迭に終0.紀元後八世紀の頃には殆を大勢の蹄する所を定め、偽敬一は名目
以ペザ‘一

一上印皮国外に去夕、小少の分子氏婆羅門畿の中に吸牧せられて、新に婆羅門殺の勝
ん。。。

z一利を宣言して印皮数なる者を確立せA9・戸・FVC000刊一此七λ百年の閑は穆蒸紛糾の時代にして寄人政之を縛して混沌時代史務す.館主寧宗教泊施時伐幌昆
-一ババ山川、一一hlphv丸山tp約一h，

悌数定結合し、行形の征服巴共に其心霊界無形の勢力を印度岡氏の上に奥へね.婆羅門は新に奥らん乏し、偽殺は膨然一振の勢カを作。J一-者は相釣帥附して府民其輪廓を決せん乏し‘加之外来の勢力は雑然縦横其間比悶入せAツ、凡そ数法相邸内批附するや互に自己の主張を以て他を麿倒するを目的乏しながら、制英字闘に利便を占ゆえ匁比は、不識の間比各他の長所を容れて自家の弱貼を補はん芭して、共結果興敗の如何比係ら下、自然は混和融合、何時の間にか新風掬の思想信念を生むを常定す、傍数芝婆羅門数乏が劉帥附等閑の聞に既民融通混合の方向に向はん在する此時に官。て、外来諸積の勢カ材料の其関代悶入するあ4・彼等が・
興一蔵相接し相離るるの聞に、自ら思想信仰習慣を交通して、粉々擾々風怒ら雲湧3彪雑混沌の携を日λ日
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おい川、必一村山みも日

一λコイ婆羅門族の新企岡、民間信仰の勃卵、話側聞…婆羅門普皐第二期の始に起。、婆羅門の宗教会固の数権を支配したる紀元前七六一世紀の間Kあ0て弘、婆羅門の勢カ成貨は婆羅門族の聞にのみ横行せしも‘下層の一一般人民に至。て成会〈之に化せられしにあら守、婆羅門も楠姓上の偏見よAツし一て亦必し唱輩〈彼等を援し牧めん定もせ歩、原始土人以来の信仰官慣は少しも英一潜勢カを失は守、英生活カを一般下屠人民の間比蓄へた6、吠陥時代はめAリても此一等の勢は悪魔の信仰、児阻、祭胞の儀趨の中に其痕跡を示せ0.婆羅門教の隆盛は一%.一時彼等を鹿倒浬波せしの観あるも而も康撃の法典が底冷此等世俗の観念習慣k一劃して非難を加ふるよAツ見るも.彼等の泊今吃して人民の聞に行はれしを見るべ…し‘正殺の厳構成如何K盛なるも、民間の俗説俗信の決して衰へ止るは宗激史上の
一通態な0.

一土人聞の信仰も生存したれば、7Eリヤ民族中の俗説も必や此芝結合して後述せでしなるべく、婆羅門の借族的数法に脅して毘合、首胞の俗信は隠然印度の人必を支一配せしなb、然れをも此等は民聞の俗設定して生存せしのみ、未だ宗教信仰の定形
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全備へて信念界の表面に胞でしにはあら29しなb.而してATや彼等の碩を溢A1
ぺS時は来れAツ。

婆羅門数の働数吃相濁するや。其が最も弱勤定する所は-般人民を成化するのカに於て劃手に劣るの一事にあb.偽殺は世外敬な63、而も一般の俗人をおま守、偽
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衆生の虚妄芝仰の脱出吃は線本の別bるにあら京、此坑乞脱して彼m介比入るは只妄念の一陣笠を除くあるのみ、此修叫廷は先つ妄見の叩染相苦界の同たるを腕し、依て以て思念を止め.善根を増長し、而して一切衆生を際化せん巴俊則するわるのみ必u。。薩既に此行を修し‘此阪を殺せば‘卯真如の其悦即如来の法身を版取し、従て又専心仰を念し‘真心備に隙似するは去らん‘阪に仰を念して此坊に刈迷すれば、一切現象悦惚乏して夢消し.殺説を雌れ、安見を股し、一切の馳一切時比於て糸善隣うて増長せt，OO。。。。。，A.而して如来亦勝方便を以て之が信心を鋸議し、永〈忍滋を離れしゅん。.ぬ鳴の偽教大開此の如し、仰殺の数理は漸次後述して此に去う‘町内仰は比が後述の一里塚を表しぬ、即彼が山市殺の大本は、仰陥の詑法定け川ヒ〈世の然活を無切に附するにあAツ、然れむも.均的が侃……明論は既に純乎たる形而上論K入0.先にはmk行者の理想境吃して何等の属性を切にせ診ウし混梁の境は、均的にあAツては即市内象前向法の本純比してバ必然回揃の尻'測定して不可一一一一u不可説乏いλ中にも.先-党の・封胞にして自ら無漏性の功徳を具足す吃計せらるるに歪れb・此に於て原始偽敢にては
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""単に人々妄念の根底たAソし紙切も亦形而上的意義を心付して、泣徳山市欲的動機の外・事宙論的に現象世界の因芭なAツぬ。
。。悌陥の本性に就主ても、町内的は一時出現の偽陥は共質問外如なる如来法九封切VRBMF・oowpu可伊の賂現に呪地主守芭し‘之を凡夫二采の鈍智に隠ヒて出現する隠れ列扇町Bmw宮、wmw・30M『m-吃名ド.、又諸患者替躍が各其川市殺に賂ヒて腕する所の偽陥を抑制身mpMVσ同Hap-wp・

OO

M可担乏し、此に仰三身時ユ-wmwM可。・の設を立てたλッ、隠身及報身は多少庖妄の念比支配せらるる録一心か見る所の其如の側面な0.若し会〈妄念を脱し健心を離れて絡釣の境に入れば、即法身を腕、真如本住民到達したる者なAリ。
宗数的

馬鳴は其純粋理論的の形而上論たる其如史資際宗教的の仰陥符公定を‘一関係の雨方耐乏して合一調和したう、而して此の迎論的に叉賀行的に後述したる。。。。宗教的意識は染相凡夫の方面に於ける信心芝、浄相如来の方面に於ける併設定を
明比し水ゅう、又之を同

一宗教的機能の中に認め、信心は即掘議定なう、抗設即信心吃なるの妙契を後揮したう、而して此関係妙契の基本は.略的之を心真如、心生滅の本性元非兵不二なるに泣3た0.彼は哲串思想に於ても宗教的意識に於て弘著し3
館五障

宗教活油時代

円九一ニ'
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開制剛凶叩叩

プ九四卓見を提出したる者芝山V氏、dるべから守・超信諭一部氏比卓見の叙過なAツ吃す・然れをも馬凶作吋は何れの関係にても原始偽数巴後来の大衆偽数乏の中間に立てる者なるを忘るべから山y.原始仰数が何等の品一日誌をもなロいうし混撲を真如乏して滋きしも、未.芦之に就3て秘密的空想を巡らすに至ちヂ‘原始仰数の仰陥の人格を山戸川奔せしよう進みて、理智の本性、法身の如来を信念するに豆λソし弘、制未だ無益光無宣告古川等症般の風性める阿禰陥如来を拝するに去ら歩、原始仰数が単に自己の知定行T・」比依λツて混撲に到達せん吃したる冷淡なる宗数的関係ょう進みて凡夫如来の問に信心誠畿の関係を唱道したるも・米だ他力者〈は秘取引加持を唱へて疎慨
なる念仰に陥るは去ら歩。

ぬ鳴の著書亦此中間の地位。ど示し・其・ず削除和一和・は宛一銑一以始悌一敬一γ川崎川間裁を悶ヒくし‘共昨か和は蛍時阿見迷-Mの風に成る而して彼が作なる仰所行談出豆島・にては、維持の湖‘荘厳の詞は甚深の戚動信念吃相助けて‘偽陥の一。。生を歌ぴ、普の簡問中なる僻即応rp和句pgwmょ・9進みて後世幾多の挑想的偽俗説日政即時的伊伊知幹等の先臓をなした，hja VMW・0mw吋四件mw-wmV4M可P
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信仰鳴は偽敬服始以来四百年の後述を荷て之を
勝進化したAツ、後世の大衆仰従が彼を大乗の耐乏なすも理な3比ゐら下、然れむも町内仰の所制大衆即蜘仲和国9FS守山iヤlナ4

00

P恒国・は小系図ZMqpg-K封するの大衆はゐら・ずして、ロハ伶大なる敬訟の義なうしな。、放にぬ仙川崎は又之を大法定都せ0.後世の仰従が川町仰をmmして龍樹門下の提婆にへるが如3.如何に誕の彼を後世の所前大系なる者比牢強せ
就3て附mTぴたAワ乏い，A吃せしかを見るべし。

迦戚色迦は偽数体泡に新方面グ}問主、町内的は共教義比於て同しく一助方耐を開3ね
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三種現憾説、化現認の後達、印皮教
第四節英雄袋持芝氏問山宗奔の輸入は婆総門教に

新両日を聞け'9‘民間の山ん.山升を婆緑門

第五章‘宗軌混袖山崎伐
間現制説、化現試の経法、印波数
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一九六数の数系中に総入して之を古車中山県の数機に迎合せん乏したる結果、先天、派ゆ省、日派努の三紳を相併べて之を従軍するに至λツしは阪に述べしが如し、共後北方の仰叙は濁立の旗峨を切にし‘中央印皮にわλツては諸訳漸次相影響州路化して、新婆線約数の宗義漸く確立するに及びては、此三秘の帥一ぺ各共機能を具にして而もお本側にする事は、依然同定したる宗義乏なう、此三一柳川ハ元一の本間よAツ三桶の悶悶引
をなす乙吃は子炉…野即時江川口-P

を

奔の成果にして、婆抑制門放の銃に宇宙の主義を最上の紳なる焚天に隙せしに一場を進めて、英能治、破壊、維持の機能をも、歴史上の事情よAツして人格的に伎界せした。OQコ00めなb.而して彼等は此三mmの機能を総務して間後維持破壊mzてγ込庶民-VU可加の郁鋭を周μ、或は開後を7にて表し‘維持をウにて破壊をムにて表し、比三一昔・ど合したる-AEム。習なる一一昔は能く此三和.現慨を表し符べし定信bたλν、戒は又之を表する比コ一芹炉吋吋回目円。sを用ひしもあう、主し三祁現悦の思想は印・肢にあλツて古来其例な込」』にあら・下、既に吠陥の時代には、地上の紳なる火(阿始尼丞小風間の紳なる悶随羅模施回籍、天上の一仰なる太陽「蘇利耶)三紳を此wk崇拝したるが如3.又俊波尼沙蝿計
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土時代にて市内物の性能を喜‘憂-聞の三徳はて設明したるが如3符是な0.然れ台も新婆羅門数の特徴吃すべ主は共が人格の観念比ゐb.三一仰は元一主義の後表なう然れをも三者は各其人格的区別にが、て相混すべわら止る者あう、発天也市山浬祭主澄婆芝は各特立したる帥吃なAツ、共問に何等従属上下の別な3者乏して相川到す‘之.を崇拝する者も各共の専ら公奔する所を定めて他を顧み公るが如主、如何に三者の人格が其崇放に重要なるかを知るべし、此を以て此よAツ後は資者出でて典籍の通作をなすにも‘此三一抑の何れかを主乏して、共紳格を中心£して、考察伐升をなした0.三紳の一柳格比就主て共機能vc共人格の概念切断£なるに従以、始は三者を川一の如くに見たるコ二の腕念も漸〈竣ヒ来。.三一柳格の別は盆確立せAリ、ル伽bか。。メかずHFプ地判明(十忽八九)なる典絡が三紳の別を明にせんがおに、一一些人が三刊に見ゑし記事を携治せしが如3は其最も明なる者にして即後世に此等の一仰の何れかを奔するに依且ワて、相A口すべから立る分振を生ヒ、各仮各兆一仰の像を祭るKEAツし所以も此にあAツ、此nT振に就さては次章の旭日吃して詳述せん。三秘現憾の私迎後述して英三倒の神格各共性能を磁定するに及では三者に闘す
第五牢

一時引hN抗、化呪試の山明治、印皮数
hF‘hhASU市川白bずいu‘E'tneUU討VU制d』
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一九八る紳話弘、古代の紳話歴史の事情を基巴し、之比加人るに新し3宗激的意識の想像一を以心漸次構成せられ成熟するに至れAツ.先天は古よA9して最上の紳な争、其一宇宙創治は閲する神話は古ょう践に挑成せられしを以て、新婆羅門教は特に之に就Sて新に紳誌を挑成するの要なかOB.-(他の二品仰が特に人格的崇拝の封象三なAツ、又民間の英雄人格伐秤巴関聯多3は岐に之を記せし如し、此を以て二紳比就3ては純ヤの神話定之に関聯する諮問刊の山氏拝dv-を生ヒた0.然れむも其湿婆に闘する者は多く其配偶たる女紳に闘する一肺訴にして‘女紬刊に関しては第六期の歴史民記述するを使岬とするが放に滋に詳述せ宇、只特に比比記すべきは昆湿鬼平の紳話吃英雄公判汁乏の漣紡なう吃す。町比淫撃は宇宙の維持者、世界秩序の監税な0.放に共性質1自ら.中川仙慈愛なら怠るべから歩、慈変の帥に劃しては其伐拝者は自然に之に親近し易〈、之比親近するに従て其紳は盆人界に近3水市ら怠るべから歩、此に於て最も人類的比して山氏邦の釣象T・」なAツしキリシナ、=，Eマ等の英雄紳は自ら此昆淫筆吃密清し京市れ・9‘キリシナは元悪鬼をむぽすが銭hh生れたる紳にして、英が牧者少女廷の懸震に闘する体沿
""

ず

の如きは最も人情比桜絢すべ3者巴して以く体はうbd.-ヲIマも亦猛mm山庇を己ぽせし最も戚謝すべ3英雄一仰にして、多〈の功名持は之比附加して一般人民にも骨付山白川せられたう、此の如3人情に逗3紳が‘人知世界の忠人たる見淫祭巴関聯せしは兆四向勝目ms者あう・而して此関係は絡に此二兆殺を以て英資帥悦比して、足協同拳が一時人の形にて此世に現はれし者定なすに主れう.mwwhp・4pggの信仰是
なAツ。

、--?-日、，、-?-、へ--、，】目、，、

紳が人定化現する乏いふ信仰出でしは貨に人格的山内川野の盆人心に困紡し来。し総則取にして、彼等は紳を人格的に崇拝するに止ら守して.其人的化現代於て共思惑を謝し.其威徳を崇拝せしな6、比の如く人格的公拝の絡に化現の信仰ぜなAツしは会〈品開殺の影響な・9、悌一の滅後偽胞の人格に就3て高山地の思想を生み出だし、仰陥は永遠なる真理の繍現な・9巴の観念が仰敬徒の小にわ什せしは、切に婆緑門数に於ける化現訟の範乏して共摸する所吃な・9ぬ。昆淫撃の化現は其数一こにあら歩、後世には穏やり空想に依A9て或は魚、獅子等にwも化現したAワ乏いひ、共数も九種、十積三十二相等を唱λれを唱‘其最も原始にしてγ
節玉章

宗教泌油時伐三一種明胞鏡、化現践の溌達、印旋敬
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婆羅門教脚本の特印度教の恥括的性度印度教の祉曾制

二OO又最緊要なるはラlマ巴キリシナ吃の英総に化州知せし事なb、此化現の人格的役奔が如何に印皮の宗教に人情深き分子を加乱へたるやは最も注怠すべ3市中貨にし
て後，に之を詳述せん。

化現の概念は元叙事詩の英雄主昆滋鬼平定の聞に後生せしが、此概念氏又時乏して他の紳にも通用せられ、一切の婆羅門は先天の化現たるべ主者定なAッ、涯婆の如3も或時にはずJヲ?八町田ラ司宵mvvvp門戸Sなる英雄乏して現はるる事わう巴いへ0・化現の概念は此の如く漸次其趨用の範閣を擬張し傑出の人は回よ0.一般の人々屯其善良信心なる限に於ては.婆羅門巴悶ヒ〈一種の紳の化現なう泣いは古るべからみ少、又人間以外の前向物史雌も其が紳的なる性格を有する限に於ては又一路の化現なAツ泣いは古るべから止るに至れう、而して古婆服部門の宗教も哲与も皆荷物の一焚天ょ・9流出せし設を取ウしを以て‘恰も化現の説定相投合し得たるは新婆緑
門数民吃λツて特に使剥なλソ30

三秘現限定化況のき需は新婆羅門一致の大本を立てぬ、五日人は此一新婆緑内放を呼て恥町民WT」稀す、印皮数が此の如〈・他を包括して北九数民新組織を漸成したるの結果は叉甚包括的の性質を生官しめ.諸種の崇拝mH慣を自家数理の中は陶冶するに利あらしめたう、英蛇龍崇奔‘廃物崇拝を容れ、又偽滋をも呑併し得たるは比が銭なAツ。
第五節

印度数三共制度三種現慢定化現の信仰は婆羅門教の根本を強化した0.根本既に縫化し時勢枇曾の蹴態も亦欝婆羅門の時巴異なb、偽数の利政改四姓の殿制を打撃し‘回泌氏族のmu慣は白々注して婆羅門族の中に入。京市れ0.印皮教の基本氏甚複雑なる者ゐbe印皮数は頗る包括胞の宗教にして、諸の信仰が潟化に成。し者なAツ、偽数が事内的修道の粉紳を鼓吹したる吃共に起・9し印皮致活亦‘此精品仰を以て官園田ヲ、由yd7、コラリ7、蒋迦等諸の氏族の信仰を包括したう、印皮数は某始よ0今日比至る迄も普一過の信仰を宣布し‘わら@る事情に遁隠するを目的乏した0.然れをも輩聞なる図民的宗数婆羅門数よAツ出でたる印度数は其根本の信仰既に普遍宗数の性質を帯びし叫句、何某質際道徳に於ては民族的制度よAツ脱する能は歩、種姓の貴重なるは依然乏して替の如〈、只種姓の種類関係複雑に赴3しの別あるのみ、又印度数徒の儀式則前4FZ

館五章

宗教混流時伐印波数千』其制民
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印度教の法典印度敏の備砲

ごo=慣を霊PA守るは此時IAツ以後‘も少しも衰へ官、却て犠細の定則に依Aツて其祭配方法よAツ枇舎家庭の正行を規定したλッ‘則古婆羅門殺の制度m臼慣の規定が摩鬼平の訟典比大成したる芝同ヒく.印皮殺の規定も亦諸種の法典に編成せられたう、此等法典の今日比存する者貨に十六、然れをも中に就S印皮殺の根底定して始よAツ成立m9bwvmw等亦此に次て肝要なA少。 し叉最も貴重せられしはヤジZャザルキヤ吋£胎当包WM可mw
の法典のみ.英他昆控筆.サ

シタハ

。。。。此等法典氏印皮数成立の粉一仰に依Aツて立つ者にして、階級趨姐句注目を重ん・下る事は古に劣ら・一y.婆羅門が首胞£紡絡するが如き同ヒ〈之を禁とた0.婆羅門放の数多き比従ひ彼等改盛〈宗数上の破務のみに従事する能は歩、多くは他の験業に従事するに至れb‘此に於て諸の職業に就て其伊織を定ゆ、婆羅門の械業に従事するを禁述。、後世の随mu吃な。し寡婦習慣の如3"も既に此時比規定せられ、成者は匁婦の夫に殉死すべきを設けAツ‘然れをも努姉の再婚を許せるもゐAツ、其外結婚.葬祭よAツ日々の行獄、儀式、祭日等の規定改漸次此等法典に規定せられて今日比主れウ。宗教上の制皮に就きても其根本の強化吃共に新し3制皮を制し‘偽数の偶像股企紳7占の堕外堂殿，ν:L :/ ?タ
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るぜ坐附く3) 腕符の陥傍(4) 字文の後以育阿(3) 字文民(2)
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thfv-ぺ九時をsm4gtEB巡奔の風を受けて・仲卸除勧の雌奔起Aツ‘岳地の巡躍起Aツてよう償侶のomす所、信者の‘行人所も従来の無偶像の時代乞はぬ硬化せewdるべから歩、一ゃの殿堂偶像に就3て各其紳話を構成し、英霊験を説3.一冷の墓地に就きては其湿地たる因縁を説3
、

之を巡拝するの功徳を唱道し、従来の簡単なる犠牲を傍みし僧侶は荘厳なる殿堂に何時煩雑の儀式を餐み、家庭の内に祭踏を行以し信者は諸借地墓地を巡阿して、其殿堂に寮し‘其偶像を奔せ0.此に於て宗殺の外面も亦全く狗鑓して、荘大の儀式に片岡自然に者修京本告の風を生ヒ、建築彫刻よウ音楽紛議等の勃興を来たせう、財資を費して殿堂を起し信侶'b養ぴ、遠隔の地は巡拝するは印皮数徒の信仰を表する泣
乏なれAツ。

三種現慢芝化身吃は印皮教信仰の大本にして、階級枇合mu慣は其総合力の源泉、殿堂偶像等は其行銭儀櫨の最大表一徴なAツ、此三者相会して印皮殺をなす。印皮に於ける宗教上の美術段、蓋し偽数に於ける建築を始乏し、希騰及バタトリ7よb彫刻を轍入して此に建築彫刻、偶像彫刻の勃興を来たし、此等装飾の後建は又
館主寧

宗教混油時伐印度数言葉制民
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コO囚・建築の俊速を促し、殿堂の荘麗は儀式に於ける一昔織討を後達しぬ、一首楽舞楽の腕なるザ貯勝、一知和等の多く彫刻せられしは此時代の特徴な久而して此等の宗教美術は
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各仮各英特質を有し‘偽数美術先づ起bて紀元前の頃よAツ三四世紀の頃迄盛に行ココョ。。。。。。。。。。。。はれ、町度設美術次て出て、閣伊那滋美術起0.後世回数の入。てよAリは又印皮回数配艇の美麗なる者を出だしね必等の美術に就きては今一冷之を細説せ歩、英大強政指議に於て之を見る之乏を得べし。第六節

富蘭那文事、印度数の神話印皮数の数理井比紳訪は偽致後一ょう漸次構成し京市Aツ‘紀元後二三世紀の頃よAツして官除恥俳句REPT-」潟する文書に編成せられ、現時比至る迄数十の宮間那を作。出
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せAリ‘即是れニ大叙事詩の紳話、印皮数の法典其他体説習慣の内絡を総人口大成したる者比して印皮教の最重要なる連典巴稀すべし。紀元後四世紀の僻典串者7マラシシハ
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ごO六山脈に隔てられたるかか4savp之を周0・其外に盟の海あAッ・英外に世界bo、糖海あAツ、此の如〈七陸七海相国てみ{宇宙をなす。此上比は七屠の約八mgapboて居々相重な易、英最上氏dZ4タシ十ハ。天比して即昆淫肇の宮徳固捕なる居住な。、地の下には七屠の地下世界MVPSFあooAツ、地下世界の下には二十一の地獄属mwgwpJのAツ此世界成立し人類生ヒてよう諸の炉事出てて之を支配し、十四人の摩筆相次て山づる問に世界は一度成壊す‘即是れ抑制御岡弘志成撲にして胡放の絡には水火怯界カ-FJFを被爆す乏いp戸、今の初波には既に七人の摩撃出でにさ‘而して此間人間の主には 司笹山Wロロ25日輔側主月腿の爾族あうて幾多の王相次て低を支配せ0・宙関那には一々此王の系統名稀を列息せOT」雌叫句、皆躍に空想に過ぎムダして奥賃上殆巴何等の盆わるなし、要之宮関那は其宇宙論に於て世界の創治よAッ、其形態.治世を設かんが匁-KA14臼設を取Aリ或は空想を補ぴて冗長の説話記事を作。出だせしなAツ。印皮数が索朴の然舵よλツ進、て挺大なる儀式縄拝
の由市敬之なAツし改既に之を設3肉、既に儀式的巴なウしょ0・自然に祭舵磁奔の方法時日井比其詞章に定規を生与能舞踊穏各某所巴一柳に従て一定の舗を用ふるに至。肉。此を以て宮関川比は此等の祭日方法詞章を規定記載説明せる者わう、又墓地殿堂の一洲市主乞共闘は献を説けるあAリ、又英中の紳話的説話は其殿堂の粧飾乏なれるも多し。印度数の神話は叙事詩に援し宮関那比成λソ、治化の三論刊に関する説訪に其大本を建てたλッ、而して此大本の紳請が印皮72リヤ吃共以外の民族の信仰俗説よAツ怨合して成。し£共民、主要論仰の外民幾多少小諸一仰を諸の源泉ょう輸入して、副産の紳話を構成し少小諸紳の世界を治Aツ出だせAソο

~

司1

此少小諸紳は元吠陥紳話中の空中諸紳ょう出でて、他民族の信仰俗説吃結合して印度数主要紳の下位に列するに至・9し者なう、而して印皮数の宇宙形態論が七府の天界・七屠の下界を立てしょ・9・此等諸紳は各比上下の界に在住して其脚力紳遁
を示せAツ。

月併

天上には無数の抑あう‘其身健は即組身gvpHPにして
一定の形態を有し、或は人の形なるあ0.成は禽献の形なるあう、各其呆殺に従て天上の快楽吃紳漣カを亨受す能く空中を歩行し、多腕多手を有し.其身慢には影なく.彼等の限は瞬せ・下、身胞を裟
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宗教浪純時伐宮閥却来事、叩民教の榊話
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ごO八飾せる花賞天衣は華麗永〈衰ふる事なし、或は叉自在比其身胞を鐙形してm間十の
機能を口正すべし。

000均等諸紳の最上比位する者は即因陥羅な0.彼氏帝蒋天安wgpgロ品g即至大天困，陥羅芝して其妻4・dv-ヲIEEIPRMS包
吃共に最上天宮に住し.英天宮には柱櫨珠玉を緩め林樹七買を連ねて光耀の中に居Aツ、微好の聾紫、好美の食に飽3、幾高のa美女鬼紳に悶続せらる、除炉緋岡山口gg昨除鈴OBB241V除恥VORAPの如3キνナ，MMνダルPY-FM'は即彼の天宮を遊戯し、彼比従隠する肺詩的人格な0・

。oJ

緊那羅は人身馬首にして能〈歌p戸、天上の歌一柳なb.英女性を野炉炉ず即キシナリ
E岡山口口MW昆000

出眠悶婆亦一音楽の紳にして天上の柴手なAツ、能〈香を喚ぎ、楽を泰し舞伎を演す、英妻
。。

は即天女hsggaにして其夫定共に美色美普天上の舞楽を助く。
内J00

迦棲羅は竿人命T烏の紳にして常に因陥羅又は昆淫奪の伎役比賂ヒ諸底に飛行し一r
芝務す。

て其敵吃関以‘特に能〈龍を殺す、彼は又吹笛に長ヒて空中に識別を奏す吃いよ。000000下界には地獄ゐ0.龍宮ゐ0.悪鬼バリ回目品目指附龍王国司hvmR必P能女属紗何個WPHHM可動・之K住
.ー

，ta・i引‘，E

臣、
1・

官

。。。。。。

す、地決噛時PEES和喰吉SEE-也1・vヤ。gvpの如きは龍王の大なる者なAリ。
HMt・:キ000

須帰山の下には無数の阿修羅hF25ゐ0.常に戦闘を好み、時には帝蒋天主闘p如、阿
ア司Aヲ

修羅芝改元吠陥時代にあAツては紳をも務する名濡なAリし弘、後世には漸次特.別なる下界の生乏なAツ、善紳巴闘ふ悪鬼の類芝なAツ、此時代には此名を惑人を稼ずるkも用ひた・9。品kO00000OMF此外特民感鬼εして古よb存するほ夜叉dpEE羅利gwags皐試越田SSH7¥ャ，VヤヲlhqhV-E-'uhシヤ1チャ‘
4トヤス匂包qg等なAツ。

。。

夜叉は多〈は人の形をなす‘成場合には人比惑をなせむも‘帥なるタベラ阿国・405の0004従者乏しては却て人の保護をなす、夜叉の女性を夜叉尼刈巳avg-附巴いふ。LTBvhvャ=1

。。

羅剥は印皮教に於て最も搾惑好邪なる者なb‘常に人区紬仰を寄せん吃し.bm殺の正行を妨害して信者に障調慨をなし、特比意に従て極々の形をなし林間墓地等に出波して人を苦む、羅測の最大なる者をラEV十
何仇W4mg-吃務す、元私慾を悪鬼玄人格化せし者にして永年苦行修練の結果不思議紳泡を得て人を容す、夜叉の中には其他種今の名mmを有する者ゐ6.其読者は山頂の如〈長脚にして其鼻廊み.邪悪の限
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宗教潟地時代官閥那文準、印度教の帥話
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寓蘭那脚路傍般に噌《完V

己】O

を阿砕かし、大口を閲Sて人を食ム芝山vphaダdEトヤスは郎女紳デチの子比して.bJ又匂Pロロの子なるHYE十羽ス匂hgm・4g等巴共に下界に在。、然れをも羅利の如3恐鬼にはゐら・下、一種の幽鬼なAツ、此外幽鬼。。の類には人よAツ幽鬼乏なbし者ゐλソ、思試遮.又餓鬼MVHOS
の如a.tは是な0.

。宮閑那以後印皮数の諸紳弁に鬼類比就3て特に記すべ3は、彼等には各幾多の答膨炉ずbbf」の観念比して何れの柿にも鬼にも皆其家族従族あλッ、共数も多〈英関係も甚複雑なAツ、此放に宮関那の成者は諸紬仰の数を数へて三千三百高ゐAリ吃い
へAツ。

此等の世界形態論弁に神話は古来の信仰ょう縫化後述して宙開那に大成し.一方にては悌殺の中に入。又後世の印皮数に於て氏間以山芥の大なる部分を占なるに至れAリ。其の傍滋吃共通乏なうし者氏支那日本に水ゅうて.現時日本氏間信仰の一勢
カをなせ・9・
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印度敏い於げるチ昆ラν風古来の動物骨骨車
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問教に於りる動物
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第七節

動植物崇拝、陰陽山気持、庶物祭邦婆羅門教豹錨便して印皮数乏な0・其数理が俗間の信仰及偽数也化合して一銭じたる吃閥ヒ〈、英習慣儀磁も亦之に従て艶化し‘チュラシ族の風に戚染し、或は濁立は之を後遺し、或は之を古婆羅門教の信念風習に聯関して成立せしめたAツ動物の偉重は古代にも其痕跡なさにあらヂ‘阿他婆吠胞には既に犠牲用の牡牛を崇拝せしあAッ、婆羅門数法典には其が倉重する所の動物を殺すを禁ヒ‘之を犯すは甚しS重罪なλッ、牛を清浄紳選定するは一般の概念な63・特に輪廻の信仰向でては動物"も会〈人芝異なる者に.あらみy乏して之に親近変撫するの傾を生せ0・然れをも正式に之を崇拝するは係数以後にあλッ、既に昆淫撃の化身には魚、鑑、獄、獅子あA九キリシナには猿之に件へAツ、マハIバラタ.宮関那の或者は特に此事践を語bて其紳速なるを稀せAツ、紳の動物乏なれるあλッ、動物が人誌をなし'て由一一致を説〈b・9又紳には各之氏随伴する動物bb乏し、此の如く比して盛める者乏して動物の祭
奔は漸次其根底を養ぴぬ。

印段数の動物崇拝が偽数に助成せられしは疑なく、偽数の説話には既に仰の前生宗教浪泊時伐動植物袋持、陰陽袋持、庶物崇拝
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神の換物動物側蛇の崇胞に胸す8僻話
，.1

，

EB
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ぷ:1.

(
mhM慮、豚、獅子、鳥、赤目魚等種}干の動物なうしを詑3、又偽の母胎は降るや白象の形k

uてせAツ乏いふ。

保殺の方にては動物を崇拝するに至82・9し述、印皮数民動物を紳芝同伴して、一柳
。。

の乗物4PV値目白F芝務せられ、淫婆吃牡牛、昆澄肇芝猿及鷲、先天女吃白鳥の如〈、動物は紳鍵乏なAツ京市れAツ、動物袋持せられて、牛は数系上最重要の位置を占め、龍蛇民民間に沿〈崇拝せらるるは至れAツ。
-・4・
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-

-

-益し蛇に閲しては吠陥時代民共痕跡なきにあらヂ‘困抱擁の敵なる暗黒念表するに蛇を以てせAツ‘然れゆ」も其が印皮の観念界は頭を出せしは北方民族侵入後比あ
。芝断すべ

し.北方よλツ印皮に侵入せし民族の中には龍蛇
回同紗mp法制〈は徳叉迦を其族名定せる者ゐ0.歴山大王の印皮に入。し時にはι龍なる徳叉泡を名芝せる都府タタシヤ、-VE-ヲあA少、彼等は龍を業組先乏なし之を鳥羽奔せしな0.印皮人は此崎市サの問に行はるる宗教崇拝を慨して龍蛇の崇拝主見倣せし者の如し‘此を以て大叙事詩の始にジヤナメジヤヤ主は蛇を退けんが怨比大犠牲を行以しを叙せ会、始には此の如〈情惑を以て見し龍蛇も漸次長族の混滑叉宗数上の混飢の絡に印皮宗

-Ee-b

殺の中に入。京市夕、叙事詩以後の宙開那弁に偽数及者那数の中に総蛇は宗数上の
位置を占ひるに至れ6。

龍は公a蛇宇人の紳話的人格吃化し‘海中の下界に住し‘其都城ボガザチE回】534pgは燦湖たる装飾を有せAツ芝悠p戸、英王セEシヤは宇宙を支持し.又m比渥撃の従者には千頭の蛇即セEシヤあAJ‘淫婆は五頭の龍にて表せられ、其崇拝も行はるるは至れAツ。印度数は此〈龍蛇を祭奔し始めたれをも‘亦一方比ては之を芯の方面よAツ見て嫌忌せ36しにあら宇‘之に瓦して偽数は‘多く能芝親近するの傾向ゐ0.米関地の北方に教化して先づ之比誘化せられしは誌なAツし芝いひ、多〈の経典はは龍は保訟の守護者な6、龍蛇の崇拝芝偽数吃は俄A7其始46にはあらぴるべ3も築時よAツ親密の関係を生苦しゃ疑なく、哉は之を蒋迦放の民族関係よλツ出でし£なす人もあAツ、偽の生るるや龍王家。て之比甘雨を注ぎ、後世龍樹が大乗の終典を得しは其の龍宮民保存せられし者な・93乏いひ、紀元後四世紀の築治に係る7ムラザチの搭廟には偽忠能主を併ぴ刻せAツ.此の如〈にして龍蛇の崇奔改印度弁支那日本の宗数民重要なる部分&占むるに宗教活泊時伐動植物議拝、陰陽接持、庶物接持
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=-四歪れ争、印度の動物品川奔の大に侵入民族に影響せられて生長せLは差し疑ふべか
らweる事費ならん。

動物特比龍蛇山保持に関聯して記すべきは植物の祭奔な0、蘇般の如3Mm物の符震せられしは既に吠陥時代比あb.然れをも後世論廻の信仰に依Aツて植物亦生めるを知。、加之幽鬼の信仰は植物を以て某接居の如〈観世しめしょ0.植物に.就きて積bqの紳話を作。出だし.植物成長怖袋持の劃象乏なAツ山内昆没禁の亀吃化身して阿川町出pgbo、此木
有せし十二賓の中には何物をも供給する紳樹バEリジャth'後に悶施羅の天に移槌せられし吃いふ.ツラシE凶EH脚色は昆湿撃の妻-ヲクシミE(或は-ヲEマの妻-VEタE.或はキリシナの妻ルタミ園田・・)なAツ泣いび笹川仮駅湾問署長ピUFdメ令、樹は先天の往する底泣いび‘或は三種の現臆が共に位する底乏し.或は特にキリシナの往する慮なAツ芝いpペバFマ宮関那にては世界の始に桃川天巡花の中よAツ生し.。。又ラキシミBの洋中よAツ現はるるや遣を手にせb、裕樹司丘町wは滋婆の一形たる。。。袖鳴の樹なAツ係殺にては皐役経を偽成遣の樹即答提樹旬。島区・骨ロgpなOT」して非常に之を常山訴し.滅後には之を祭奔し、過去七働か成道の替相庇樹乏して諸積の樹-&臥me色・g
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魁段、軍噂品盗事量嘘略EAER司、
木を諸庭比定めて崇拝した0・

植物の紳話崇拝は此の如く比して殺生し.印皮数、偽殺の中に根底を養ぴ‘今日比て成多〈の迷信の種乏な'9、又其絢喬彫刻の材料乏なれAツ。出刷物袋持の興起にカあAツしは偽数なλッ、印皮人の聞に炉、ける此m刊の飢念は、一苅吠陥時代に其祭胞犠牲の添n却を傍宣するに設し.其後法典の中比輸辺特伎の信仰中に無生物を英中に敷へしが如3.既に其数理の中に瓜物に鍵ゐAツ吃なすの焔を関3・此時代に雑種信仰が外部よAツ轍入せられ内部に成熟するに及びて、話相の物象を其中に盤あAリ乏し、若〈は紳盤の表象乏して崇拝するに至。肉、仰数の小にあAリて.は偽陀の滅後之を景慕して其漬物墳惑を山波野し‘或は又其偶像を公芥し又其数法。。の表象定して札即日除、恥恥匂vpgpgwgロ一野甲山gg等を奔し.特に其遺物忠岡山VV?関口g及遺骨即FWCP同区wpの祭奔は表象乏して燃物袋奔の性質を帯び水市Aツ山刷、而
シヤ1M3M3カ

して其聞に民間信仰の入Aリホゆるあ6.偽陥景慕に出でし者も其境界を備げて雑mmの崇押乏な6肉、紀元前二三世紀比偽数の恥卵管rrg酔世WPに槌、太鼓、等の盛ゐる設
第宝章
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-一一六地を占めしは偽教は印皮殺に先ちし者の如〈、締法輪.七買を紳取否定するは一種の表象乏して遺物崇拝に関聯して起。、而して後に印皮数の中に瓜物山戸川奔を越せしに似たAツ。廃物袋奔の印皮滋中に最も明K現はれ求。司しは、炉'PLWの山内山奔な。、民の何れを源芝、ずるやは今日は会く切なら-Jy.吠陥の中には助習俗なく、又印皮土人の聞に存せしぜいふ訟も今日にては破られたウ、而して其は何れよAツか総入せられし者なるべし乏いふ、印皮人の此習俗に戚染して其m日慣印皮数系収入るや‘マハEパラタ井比宮間那は既に之が説明を施し、之をmT宙の破壊及再生のカを表す吃な
。。し涯、婆及其妻の表象乏なした0・即男根氏之を川市】VZ3C」務し、女根をヨ-一時。ロ由主務し。多〈は石ど以て之を作る.此陰陽の山山一川奔川氏破一段再生のカを表せしのみにして一種の燦物崇拝に過ぎ宇.之は関聯しては淫風の行はるる事なし.然れむも男女根の崇奔は此よAツして盆行はれ、後世には比表鋭を率印刷する絡に大なる殿堂を作。接しく之を等霊せAリ、共の偽数に入るや、表面には明なら止るも裏面に其風趣を蝕wAとに歪れAリ商政偽数井wh異一百の中には此風わAツ。男女恨の祭拝は人治の形脱のみ.にあら守、天然物の之比類する者をも奔す、河水の礁にして形妹の是等比似たる者は即此表象吃なう‘ナルバタl河ょう出づる白石

L7コ。。。英は之そ安否憐伽4PSMg岡P又回pg・戸山一おmw
r・』て奔せAツ、比三同ヒくガシタキE何F，gHm伺忌目mw吃て.児泌祭又キリシナの表象乏しPて奔せらる、其外股石の拝せらるる物多く.延びて丘陵.沙丘.山内械を奔し、小にしてはAU町ι亭ι引き司司書籍‘器具は、英使用者各英日を定めて之を祭る事ゐf少、是れ皆其機能の中に何物か‘盤の潜める者わるが，如‘ぐに信守るが放なAツ。印度の臨刷物山戸川奔は純粋に其物を奔するにあら歩しえ中に存する盤を拝するなAツ‘ に多き舶制約石は-VヤE-ヲグラEマ
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三一凡而じて婆羅門は之を数理上に説明するには英高有一仰殺を以て心‘高有脅帥なる限一々の物も、亦紳乏して奔すべし乞なせAツ.
は其中の

第八節今

薄伽党歌の折衷宗教諸積の分子雑然相交Aツ、彼且泌を擬せん吃せば、此は彼を包まん乏し‘折衷混和の風は'紛々定して印皮の宗数界を蔽ひね.此問に出でし者は其の印皮放たる吃偽放なる吃を問は・下、何れも諸種の信仰滋迎を包付加混和せぴる者なし、而して共折衷混和の。つ00最好標本吃して出でしは、部伽焚歌岡田岡償問pqp島岡山宮巴す、此歌はマハEバラタの一山Hh柑HザドキlhF乏して紀元後二三世紀の聞に出でし者比して共作者の名は明なら歩、只其人は昆澄琴線比属せしも、以く見地を多端に集め
て設時の信仰を合一せん足せしは切な

。

海伽発歌の立脚地は古吠桂多の寓有紳的哲串に立ち、総伽振の冥想に依Aツ訟悲温和の品刊、を白山献し‘宗教の信仰吃世の義務乏を本一うせん吃するにあ0.英思想に原治的なる者なし吃隊司.英が諸の系統を混和して浩然たる
一大折衷をなせしは、常時
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折衷的感風の最経大なる一部を代表せる者乞いふべし。宇宙の本慨は無風性の絶釣的資在先なAッ、然れぜも彼が魔力は相釣の現象を流出して物心の現象を形成しね芝、是れ即俊波尼沙土の哲血中思想なAッ。比くして物心界の成立するや、物なる自性は二十三読を開後して心を蔽ぴ、心は比に繋総せられ、自性中の三徳の支配を受け、諸の業困比依Aツて輪締役-死す、是れ数論保げなぜし説明なAツ。.一ulu--即此¥柑引の境に繋一純手側せられて其-本膚JET-た。、之を解脱するには一民法悲の紳に合一を求めて之氏防磁するにあAリ‘除伽泣な0・然れむも珠伽パ修.バト仁川干にお行泌を修するのみKわら示、先づ無明を打破すゆゆ巾.ゆ、jiuを認識し‘t-下、走れ即諸哲郎γ振の所初知識的防磁日wpg，M可ommw
宇宙の異牲を了知せ怠るベハ'

なAリ、終れ台"も問中に認識するは解脱の期成原因なbc」雌も、之を釘現すべB材料原jjは十ι訟の善行一修法即一鉱山WWW同PEP-志向"に求め止るべからやヘ而して滞伽党歌が主張する所の作法蹄散の中には、球伽振のいふなる訪の方法を施し.外戚を一せん芝する者な0.此の如
遮断して心を悦惚境に‘馳するあb、即是れ心を品仰に合宗教浪流時伐海伽党献の折衷宗敏
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二ニOくにして紳に防磁する者は又一定の方式を以て品仰を祭るを義務吃し、又紳怠民俗て一切の義を修し、特に階級の義務を履修すべし、務伽先歌の蹄放論は球伽吃印皮
数乏を合したる者なAリ。

。つ00信者既に此ニ穂の蹄磁を修して満幅の信念館敵国間Mmww丘を以て紳に事へん代は、滋愛の一仰は叉之に怒悲を垂れ、之が信心修法宏締謎して憐慾吃救務を彼等比輿へ，A.吾人か先に略的wの偽数民て見たAリし信心巴鋸遂の観念は.此歌KMも顕を掲げて京
饗の位置を占むるを目見る。

常時混飢時代に於ける折衷的思想風の代表巴して此に此歌の宗数を叙し刷、一冗折品e』哀は統合にあドb-下‘仰向和宗数には活ける精神なし、此歌"も亦大なる勢力を有せ・下して止み肉、印皮数の方面には此の如3折衷郡一・風ゐ0、而して仰敢にも此凶引に同絞の傾向を示しぬ、即時鳴の進歩したる仰数に嗣て、諸の災傾向を人口せ田氏積の信仰悦行を包括したる仰数の新鐙化を越し、海伽焚歌の作者よAツ一層大なる者能初めAツ。
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所念調大乗の偽数なる者は淑次形成し京市0.一方欝守の鋤殺を小乗吃枝川し℃之宅相封するに至れ0.特に比時代於け"?印皮の思想界は混和紛乱穆勃の気象を口市し、所前。'JO大乗偽殺の如きも包括混融お維なる系統・ど後述しつつあ0しなAツ、説此問必呪減
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陥羅吋窓口vvm島g緑悦線級陥探MWmvv己目V何回目、島g等の諸仰は比大衆を形成する比四-AH，
w-ヲペ，lフヲバドヲ

てカ多〈、多くの大采経論も漸次此問に出でしならん‘而して比形勢の巾に修生しホゅうし新方向の仰教は絡に一大手脆に依Aツて彰然たる一大系統をなす民主人ソぬ、
『-Jh

助人は即龍樹吃す。

白-rw即WW山川河川五俳句芝居凶"は二世紀の頃西市印皮に生れ、市印皮及西北印皮の諸方を歴遊して道場ど求め泌を体へし者の如し‘龍樹の悌数は馬鳴の同県如生滅比一
ー

歩を進め、勉めて生滅現象界に就きて有無の見を者持するを破する乞以て起れAツ。3300000009002中論、十三門論、大智皮論は、龍樹が般若怒の一切否定の大旨に捺0て有無の見を減したる者にして認識論的涜弊の方訟を以て一切の概念を破・した・9、即先づ悌数の
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一一一一一一大本たる相川常無我の見地に依λツ吾人が能作総動の本慨ゐ6常住一小鈎慌の本性めろ定の概念の白山然強治なるを切にし.助に
一歩を遊山り

て夜来仰滋いか社界を脱してすu・
乏なし、苦の淑を線ねて十二回総を設主、五経の

一切泌を組成して.物いい成政心。業に因果の漣総あるを沿3しは、共釘.質有ならhdる仙一…川'に生却仰せられし嵐山女の股界に就3て幾何かの考察信仰を裂したる者にして向米た布然の見を超脱せぴる米透徹の思想44-OU」断し、肢に吾人は此等廠妄に就3てふ付加郊の見慨を一五‘ャす
るの白家控訴なるを知らば、又四認の殺に執若し官界繋絡を解脱して出艇に到注ゼλ定するも亦賞作ならwuる界気楼に就3て心を労すぷ者なAツ、去し

切法比してゆ合な

らば、若し一切作者取者の概念にして容ならば、若し
一切本臨本牲の概念にし℃虚妄ならば、何者か生ヒ何者か滅するおbらん‘然らば何の附すべ会加悩ゐ6、仰の滅

??圃帽、円、，、?、-、?、.戸、-、，‘-、，町、，匹、，曲、-、-、，、?、-、戸、d

すべ3苦悩ゐらんや、然らば又何をか税して生.死亡いひ、何・どが利して糾脱…白熱狂いほんや、現象世界の相川判的事物は背盛山文のみ、
03つ

一切窓mP28時国河川MBなら含るべ

切の笈別認誠汁円安念のみ‘然らば
から守。龍樹は此の如く一切を否定空了し、認識を妄念乞断ヒて、略的の奨如生滅の釣立-Z一特し、断乎乏して然宇宙論の立脚地を占ゆた0.

切を否定申告・了したる結果は如切の差別認識妄念を超越した
何、不生亦不滅‘不常亦不断、一ん・一亦不田誠.不京市亦不出、000・0o'る果克容のみ、之を入不の小沼泣い人。

。断乎たる然宇宙論も亦殿山去の妄念を脱したる理想境を希求す、能川仰は此に於て品川Mめか船和総に於て。此理怨たる苔提に入るには一切の相を雑るるにゐるを論ヒ、進て都おあ位和に於て之が方訟を明にせ・9、而して一地樹は此苔提の方訟を一事に蔽。。つつごひ議して各皮又智慧到彼山却なる山内消波誠池町同&ま・唱PEESC」移せA九凡そ彼作に到ちんには虚妄乞・減して英資比挨ら止るべから歩、而して仰数比て同県WHK採るはに善・ど修するにあう、前川仰は此修善即波続出を数へて、施、戒、忍、進、定、智の六に院し、而して之を総括し之が始終吃一貫するは即智な 即小説なλソ、放に皮脱到彼岸の方は一
‘，...崎，、，、，、，、

る般若波羅蜜なろ吃せしなり。rm配炉問似艇密凶》伊国94曾PEEPは我執我慾を棄てて
uklナ山ヲミタ

にして、即位一品れ我なる妄念を脱する第一一泊なう、既・に施比依hJて我執を脱Vば、進{。。。衆蓄を修し、諸忍を止め古るべからす、叩是れ先に止符ずに諒.し今戒巴務したるザ噂 一切の所有を来に施輿する者
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コ二回応町船恥zgHP4PEggなAツ。戸羅を修して止惑得善の墳に進・ゆば、即必清涼.比して悩
.Flラ豆HF

。。熱あるなし、只其れ此止感得議を永績持久して再.以惑に陥るなからんには忍耐白
00つ00

克Lw-裂す、即是れ隠提波羅蜜阿mvpロ民・玄g目立Pな・・9、此の如〈にして浮世の動刷舶を
HUVヤiν7

00。。。。絶すれば、此よ-omu心して替犯の滋に勉強せ止るべからヂ.即精進なる川崎深浦被鮮野百円3・志gsgなり、精進勤勉して身口意の業全添うし皮股の路に入らば、次、hh必を彼向仰に遊ばしめて浮世を脆し心を彼岸比止位して常に虚妄を打破すべし000cew野田一SpgK一摩地rg注丘即級定のニ波羅蜜を修すべし‘此の如3諸修善を一
Fhrlナザ『1ヂ

貸して之を履修せしむる段、叩無明の虚妄を既知せる智慧般若なAツ芝す、般岩波羅E-

乏なせし所以な
蜜は一切の蓄を増進する巧方使を具布せb.是れ龍樹か智を第一

。

鳴件
'"

。。此六波羅蜜を修して彼序に到る者は即醤薩回avuPR4Sな-hJ、普陛既に苔提を得、願、て衆生か虚妄は議々巴して惑邪の見網代陥A9、愚擬の籾林に覆はるるを見ば、胤一品議悲の情な3を得，ぺや、自己伐に強同誌の幾川本に入。て此慈悲の怖を越せば、自ら大悲願を脱獄して彼等を械制度し父の子に於けるが如3者めらん‘此に於て敵同践は彼等を
W

a‘'

救済すべきやむ阪を起乙し‘盆之を機張して無数の大願芝七磁の大力を以て功徳。。を衆生に配rし自由自在に衆生を済皮す凶是れ偽呆比して、比等諸偽の大悲願力わるを以て衆生は波羅蜜を成就するを得、放に臼〈‘波羅蜜は替薩仁者の母比して、善方使を火吃なし、怒悲を以て女吃なすべJ見るべし、衆生の皮股は彼等の波羅密にのみ成るにゐら歩、賞に既到彼岸者の大惑悲の之を助〈るあればな。、悌子の能〈現世を超渇して無等先に到るを得るは、放羅蜜に相隠するに大悲の誠縫を以てするが放なλッ。
ー同

句，均的に於て務、然芝現はれたる如来鋸謎の概念は、龍樹に依Aツて明白なる規定を得0000て‘たおふか跡か乏な0・衆生が腕偽の信心は念働三味の蹄命修善乏なAツぬ、而して仰。。。名代依ウて十方諸仰の無量功徳を念・ずるは、如来の掘護を泰守る所以の日例行道な
000

0吃説きたAツ、後世浮土門の他カ往生阿禰陥念偽の萌芽は此に存す‘阿揃陀仰が大後願に闘する紳話の如3差し此定同種の産物ならFA。龍樹氏一方はては無宗宙論哲的中を総出し.一方にては六波羅蜜巴願カ悲恋の山市数を唱道し、而して又一方に於ては到彼山一作の道芝其境界史民就きて多くの絢設をな
蹄五章

宗教混油川崎伐龍樹の大東偶数

ニ二五
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。。。30・。。。。。した0.即是れ十仏昆準公論の旭日にして.其所訟の十地境界芝は.政喜、雌垢.銭明.災.難勝‘現前、深川極、不動、議慧‘法小引の諸地な夕、此等の沿明は後京市一脱皮仰殺生附般的し来。し原因なOT」す、而して大智皮論には伐に山総来仰殺の主要以義なる文'リずの功絡を
000

列怒し、悩l探一-必gpg包が訴訟に通達して無磯なるを説3‘又此に依Aツて天耳天眼
。コ

の紳、遇制・2-Eを得て.人の宿命定成向。巡行宏知るべし巴いへ0.蒜し前者文字陥羅陥に閲する信仰は婆慌門文法的寸者特に悦um怖振の泌を承け、後者約命の観念は渉.緑門の天文占臼住民符し者なら，A。龍樹の皐系も亦此の如〈原始弁に一凶北の偽致、印皮敬、吠秘多.文法問中、占星術を混和し、之はや同時の論迎的比して佐々訪排的代走る思想の風を加へたる浩然たる塊なAツ、是れ共的中系が何々に分探し、後に入山市の組附記仰かれし所以なλツ。
大

0000龍樹の門下に迦加提彼女阿pgbO4mwカlナR7ν

来Aツて龍樹民的中び‘特に論難の道に口火ヒ‘自TM叩の資定一小松ω芯%を以て凶方に外遊 ゐAリ、集限ゅなるを以て此名ゐλツ‘始錫街島ょうを難破したう、共甚しさに及びては常時小一来鋤数兆他外遊の小墜たうし来印皮の市城十字街上に立ち‘品川を懸けて他巴論的附したAソ乏いふ。
。。

提婆は専ら龍川仰の小飢即然予宙論を総承し.此立脚地に線て雌比政邪の運動をな
00

したう‘放に彼が主著述百論民有常削慨を破し、我見を破し、時比過現未ゐAツ定の観念を破し、主義比解に執一治するを破し、来日分所成を
一定の紋坊芝凱し依立の現象宏漫に執するを破し、殆定破搭を以て共議論を立てたるの凱ゐう、然れい」込彼が然宇

宙論の論理は

切の差別見を破せし者にして、彼自らも共弟子を誠めて、白己の見地なくして没比他の失を談宇べから宇乞いへ・9‘只彼が破邪の執怖は抑へん乏し
て抑へ難かうしなAツ。;fJt

在
?
1史
邪
1T? .

火M

注以--如来正致問-
又扇=因明成大風-
誰故如且峨投--猛焔-而して比破邪の熱情は彼が衆生済化の大悲民起うし者比して大悲怠手を絡きて0000衆生を苦定邪の泌泥民救人は苔応大丈夫の天臓な0ε信せしな0.彼は大丈夫論比於て此旨怠を丘北し.又此大悲願は必や偽陥の知る所吃なウて之が協議を得て

大替相侃を成すべ

し巴信廿しな0.貨に是れ折哀的等風の紛々£して山川数界を支配
館五寧

宗教浪純時伐
前樹の大東側敏
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せし時比常うて稀有の勇猛なる偉丈夫乏いは止るべから-v.所謂大乗偽教は比の如く西芝南の印皮に繁昌したAツしが、此頃中印皮の小策偽数
。。。

は漸次交頒し.其中心たる那焔陥同仇VHMEA--mwの伽監は三たび焼われて多〈其怒典を失ぴたゥ‘然れをも其中卓閣の思想家な主にもあら守、中比弘和ルル恥同RZP吋BS
O‘、「コ‘BJ.Juコ

の如3、成仰資“論を著はし.ペべ、大k我法共比空なるを主張して北方一切有部の没を減』va
したAツ。

が

44n

第十節

無者の中糊及世親の諭伽仰教龍樹門下の係数は其包括的の風趣定浴汲の運動に依Aツ〈印皮の小部比一時の努力を占め符し弘、印皮殺の勢力民侵に偽数を岡山倒し.那矧陥の精合唱焼か.れ、経典多〈散迭するの不幸に遇へ0.而して偽数其物ぺ盆印皮数吃混合して紳付加修行の方
向に向ひ3。

此四世紀の時比営。て深奥なる哲島市的論談を以て偽殺の光町砕をw中印皮K一放ちし骨骨

区

.，

-

m

。。。

者‘無著即附借伽hwmPR一MVゐ0.無著吠龍樹が八不の中観偽教に入。一切の見を.破しアサνMM面再て、盛に著作を出だし、主乏して中印皮肉蹴総固に止まAツて其化を行へ0.
。コ

侃制裁羽は中脱出mw品開回一言自由wmwの立脚地に立ちて一切諸相を否定せλツ‘是れ龍樹の無弔
宙論に同し、然れ

台"も無若は一歩を進めて此く否定したる虚妄の相は果して何に依Aツて此〈虚妄非有の額現をなすが、五口人は煩現の初比執若して有吃なすべから診る述、而も吾人は何が放に此顕現を認識差別するか‘即無着の問題は無宇宙論的根底に立ちて認識論の研究に入。ぬ。
高争無着は此問題を解縛するに、濁断的に偽秋、通有の佐川明論民捺が、特にお的が真如よ

00・00・

Aツ生滅を説明するに阿頼耶識hH93・・4GEE-を以てしたる訪を開後して、此分別総}。。。。識は阿頼耶議中は戒する妄念薫習に依て生守主せAツ、此識は其悲m日秘子に依て差別の見を生b.影像此比綴現して偏計顛倒の見解を生宇‘此の如く阿頼耶の業管に依て分別を生守るは分別の根本比して、此分別の活比一術計顛倒の見危なすが銭K五戚の差別的知血却を生k.物比鐙異ゐAツ乏して六越生死の後を生ヒ‘諸の執着偏見00000迷妄皆此に出づ‘然らば吾人の差別認識は皆心に生b・三界唯一心に依Aツて生守、三
第五車

宗教協抽何時伶

一一一一九

無着の巾観及附税の諭伽仰教
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-一一一一o。。界唯一心な0.一ニ界諸相は妄見なう吃雄も.元比唯一vむを離れ歩、比唯識を本性吃す
、必

ts
h

ぷ

部
品ιヱ:ーの

行

若し妄見を股して其異質本性を凱下れば、即現"も不顕現弘、鼻、義弘非情対義も英首二はあら・下、回去にあら守、現象は即・封在な0.相主離念の借地に本館法身は存守るも.諸相鹿妄亦此白性法身を出でwuるな0.此K於てか諸惑越即替相応芝なAツ、生死は即渥喫
なAツ。

龍樹が一中腕の無苧宙論は畑地……著が中腕の認識論に依て観念資在論吃な・・9ぬ、只無著の宗数に歪λツては龍樹吃異なるな〈、六波羅蜜を修し十地を怒、而して一方にては仰の不思議大方使巡悲開導に蹄純して生死即沼紛択の智墳は速すべ3を説3ぬ、遊日無若の長所は共認識論的形而上論にゐ，O，て‘之に就主て未だ特待のbm数的意識を開後せWCAツしなλッ.而して共の此の事業を縫承し観心捻伽の宗放を聞きしbd-彼
十論
屯伽
?，g市ι
のJ

、町I

が弟世貌芝なす。

?

00OVザ即智駐貯bI4S58舎ロは元西北の一-切布部ka-ぴしも.之に満足せ守、倶合論
pスメνF

を作。て白己が宇宙・封・相に関する見解を別にせ0・後兄の無浴に化せられて倶合噛

?a.闘相。。の官相論比一歩を進め‘中販の立脚地に立ちて高法唯心の設を¥主張し‘舵誠司EM可my。。。。。。ー、自主gの見地を明にせAツ、中漣論、成業論の如きは即兄の立脚地に於ける遁作hいして酌恥動和は其唯識の見地を述べたる者なAツ、然れ企も世税の思想は倫此に止ら守.。σ。。進て純粋なる唯心論に依て解脱の路を説ad、所削減伽川州地の白川放を立てたうη唯心論は外回併を否定す、放に外界に若するは虚妄にして、外界を離れ唯一…町在の心』引に退院するは異質の地位即解脱な0.此の如3立脚地は既に.ぬ仰に隠見し、彼が解。。。ー。股は法身の偽を腕るにあAツ乏し、法身は即心呉如なAツ芭して飢側主似心巴を一はするの第一清歩をなした6.而して龍樹無著も此跡を迫ぴて念仰を以て仰の仲鳩山悲。コOコC'芝相隠せん吃した0・世ずは即此結果を明白に・小路出しポ伽の腕行企以て解脱の近路定断守るに至れAツ、英冷伽芭は波騰関梨に於けるC・」同ヒ〈‘心を外界よAツ雌脱して一裏面に潜め、終に喰一の本館主相隠合一するにあAツ、世親の山川数は此にが、て紳砿
的規行の迷宮に入λツ向。

33003彼の兄が粥勃に問3し吃いふ球伽師地論は即此れ一汀の宗教を説主たる者にし，¥oooJρ-po球伽を修する者を球伽師吋。肉popqmv吃mmし、其観行の階段則論仰向地吋認定とω語、
・4FJ〆

無著のゆ制問及世親の諭伽鈎教

館五牢

宗教活純時代
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申観さ輪一伽のmm法一輪冶一陳那等市山一怜週一護法の唯一織論一
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一

一

一

.圃?・

一

一Frog日を十七乏して論述。.市川伽の行を修するは先づ五識吃身慌を相跡地せしめ。次て五識を越え色身の束縛を離れて怠のみを活動し.心中に探求し、直箆し、次に探求的活動を離れ、底的却を超越し‘心を止住して静慮信治の三味地に入る.此の如〈にし‘て心中睡眠な〈、煩悶なく.有心の境よAツ無心の境に悶入す、此の如〈無想無鈴の果を狩れば、耳民間く所識〈解し、岡山慮する所議〈明やの怠を得て之を解し、修するに。。。従て勝呆掻く得べし、開〈に従て修訟を得るは即獲開地な0.思慮に従て議〈凋悟
。。。

ずるは即網箆地なλッ、修するに従て勝呆宕得、大脱却を希求し有情を悲慾し‘永〈竪猛の修謹を積み永〈世間を出陳して、大行比依て大泉を得るは即.払vhv恥な0.比の如
ー陣

F-A総伽を修して漸次高地に迭し、有除湿撲の地を察てて無鈴湿艇に入るぺし。
0000

無色白一壌は即絶釣寂静なか・然れをも寂静之氏一絶無比あら・下、甚深成大和一詮無数の徳を合有し.即色離色を断歩べから守、即想離想を説〈べから止るの峨な0.放に論には此境を形察して、処恒.久位、合宅.蹄依、所趣‘安穏‘淡泊、善事‘士口一府、無勝.無垢.難見.甘露.無憂、無設、無熱.無病、無動等芝籾ゼAツe
ーー

.
‘

，

龍樹の大衆偽放は伽一一若巴世貌乏に依うて、其認識論的哲県定行六恕的宗数巴の兵傾。ηつコ向を剣別し肉、一を中腕巴抑制し.7を冷伽巴税すべし.大衆働滋の従は此ょう各此二振を縫承し.一は論理芭唯心論芭にカを識し.一
は盆印皮数特に女紳崇拝訟に接近

して具言の秘密偽滋を閲援しね。
00000000論理に於て貢献する所ゐ0しは世親の門人隊那巴ロロSP比して、悶明正理内論をヂジナlγ

300若はして、古尼夜耶の凶切が五段に成λツしを改めて宗囚喰の三段のみになしたAツ、而して其認識論に於ては、外界の認識は非迎にして識は般内界の相を所総乏なす0000つ000巴論ヒ、唯識の立脚地に立ちたλツ、北(処…相思座論.学中論等は此説明をなしたる者な
OOC0

6.隊那の門人商朔羅主AV一Egg-2pgZ亦因明にカを識した・9。
!iむヤν4Hラ司APlzV4

。。。。。。此後護法回目回開WHBmw暗色mvbP0.専ら世貌の舵識論に披Aツて成唯識論を作λソ.高泌が八識の作加に依て秘今の如現をなすの問ゆと過程を説明したλツ、護法の眼識は世貌吃同ヒく高法唯心を説くn巴雌弟、共目的政此設に依λツてお有の説明をなすにあ0.阿煩耶薬m臼の迎に依Aツて業戚を一説3しを以て、之を一都の心理的宇宙論巴耕すべし。
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コ一一一回譲治定時を同ラレて其高有詑明に反封し-同ヒ〈因縁所生の泌を認ゅながらも倫oocoo之が非質有なる事を妨げし者.清弊回VmvdB4Zowmvゐλツ涼珍論を箸はして一切分別の虚妄を諭b.さ即異性なOT」論ヒた0.是れ即龍樹の級官論を組逃したる者な0.
30

清併の門下に智光匂一即吉田‘官mwVHMmvゐ6、働法を三級knTち.一切有郎の心一批供布論、取識の必有境空論よb進て、般若の心境保安論を以て最高巴す吃論ヒ、山公論を主践し
た0.

此定同時比七世紀に那嫡陥寺の府野25g晶g
ゐAツ、空有の中道を仰の真意なう吃し、陳那及護法の唯識主義に依・9たAツ、市川の玄突は此人に就3‘蹄朝して其外出初山川

を起した・90

一方に於て此の如く空有の論戦酌なるに没。、一方にてはvωを紳泌幽玄の城に馳
。。

せ‘密乗偽数を成したる者龍智回動向島・4S・Pゐ0.ムハ七世紀の交に生存し龍樹の直弟吃務し‘迷〈羅喉羅践陥羅が阿粥陥如来の山現を信吉る紳総的大桑に掠0.又龍樹が秘密門を開後して一切を文字一一一一u誌にM附する紳泌的高山口紳放を興せAツ.是れ印後
00

世の其言出向PES偽殺なAツ、差し此振の成るや、波尼傭振哲平に影響せられ、又蛍時開殺しつつあ6し女紳及淫婆振の成化を受けし事の大なるは、多〈の女紳が現に叩披羅偽数井比北部の異言宗に存するにても明な0.龍智の門人たるや附印皮の波官級40。υ。.門か働品VdFい同pg島区は即此密数を支那比体へたる始比して‘英治子不空金剛hp岡田。.明VMwd-m弘旨は苔邦の空海が師な・9、真一一一一口偽殺は差し龍樹の頃よλツ形成し来Aツ、印皮数の混合に依Aツて漸次生長し.多くの印度数的習慣を容れ、又多〈其帥を奔し‘自己のコココO

内比政宮虚遮那吋包円。g回mw即大日如来の山山川
HYイロ4Tヤナ

003000奔起・0.浦知回包S3次鴻判明容音色治州知4&g登山等の神話的人格も漸次此間に出で京市・9し者の如し。
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龍樹吃無著世親の流援は印皮の園内にては中腕芝珠伽の二振に分れて漸次授速し、業中。。腕の恥・和成玄焚に依Aツて、英漁伽中の密乗は?金剛智に依Aツて支那に体へられしが、英他民
f吟

あAツては、世親の門人ザシガダEサmg同V注ザ
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一一一一-六m値段中肌-K北方迦淫婦織に体へ‘?ダバEリタ回-EEVESP-四宮は同ヒく小規に依Aツ。。有祭の小を執Aツ、阿頼耶を絶針乏してR公開殺には念仰比依る浄土mロWHHPASS往生。。。，を数へ、内秘殺には智慧浬撲を数へたAツ、之を臆機数回vgapb窓己抑制し、主定して西蔵に体は0.Aーも山川共敬義の根本をなせAツ。第十
節

中印度の文化
?・

雑駁なる印皮の中古は西及南印皮に於て秘十宗が上の麓象を呈しぬ、而して中印000皮にあλツては四世紀の頃比一一皮燦然たる文化の明を放ち肉、即阿総総S』笹山ロ図王
00OGOO-昆詑権限秩多4同wg目立広三-即カ日王が削切に於ける文化是なAツo

wu嚇グラ寸lデト司

此玉は恰も無若世親T・」時を同ヒ〈し.諸宗数併立の問に立ちて偏頗な〈之を保護し、特に丈島・語的中の皐者を保護して、廿北朝庭は宗数丈島・の郎合底乏なウぬ、共朝応に。。出入したる傑出の文人九人ぁ・9、九賛同94pggp回目定締せらる.北川中力1リダEサ同位向島常担比戯曲に於て.印度の沙翁CLmせられ、7マラシシハ炉gmwgaHVVm-
は字典

に於て.英他天文文典等各傑出の人を養ひたAツ。
。。。。。。王氏又宗殺にが、ても誇滋の数師を保護した今、教諭振の金七十論の著書なる自在

恥一…H2RRM口ωMMMHP

は王の羽山路氏出入せAソ、此吃何時比無治世親も此王の保護を受けて幾何かの寺院を建立せウ、世貌か倶合論も亦此湖底に議官し者なAツ泣い人、益し此時代には一仰数.印皮致、活け那致共に相川別立して互・に仇敵視する事なく、王者貴族等は多くは此等誌な仙叫に釣して偏舶な3侍過をなし‘一般の風俗乏して人之を怪まEAツしなう、此を以て恰も此時代に成。し南印皮エルE-ヲの岩窟殿堂の如きは、偽数T」印皮殺記者け那汲吃同時に相併ぴて.平和交際の跡を示せAツ。‘っOコO

後カ日王死して、共子山十一探秩多国己注目々m-m初日玉共母定品H討に無渋川に腕依して前作く
メlラlデトヤ

00υo之を保護す、王の妹の夫にして婆総門なる婆修雑多48ロgg及応法記述の信奉者除νヌヲタサン

つ030

伽践陥羅臼m早川VPVMMP仏門担共に仰一…若C・」論議を闘はし.王の朝庭には白川数上の論議般に
カメF-Y行はれぬ。
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近教教

の印官時の寛容的風潮
，，.悌

教
の
衰

ご一一一八徒乏を曾し‘恒河の昨比大伽産主賓釜を建立し、仲春の月此底比大法舎を鋒みぬ、治舎の問日毎に珍此怖を以て沙問婆羅門を饗隠し‘第二十
日比至。悌像を家ヒて行宮ょう伽藍に至る.英時遣を爽て盛に粧怖を施し‘幾人蜂を続けて路上に奏楽す、金偽は之を大象に載せて資憾を帳。、玉自ら帝蒋の般を者し買益を執て誕左に侍し・他一の王は先天王の粧をなし白梯子を持して共布比侍し、五百の象群鎧を被て之が周遜を街る‘此の如3行列は進huに従て音楽起ウ‘真珠雑賃金銀の花を散す、英国益¥に着するや、偽像を之に安置して賓玉を以て之を飾れAツ。差し王は偽像を求。守る此の如〈なる芝共に‘同様に婆羅門滋の儀式を怨みしなる

べし。

偽数婆羅門数が共に其宗殺の成化カを消磨し、共信者たる王者貴族は一般に儀式虚形を以て宗数の能事官・」なし‘信仰なく怠志なく‘只わら@る一仰に奉事して一臓絡を積み‘以て未来の幾果を希求せしの批態粗見るべ3な0.
..... ?.....

第十二節

側教の消滅

卜
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ー・
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婆羅門数が印皮数吃強化したる巴同ヒ〈・偽数民宗祖の滅後漸次総深化し、分、振を生ヒC内部には克解に歩を進め、外には他吃混交して殆吃別椛の新宗教・ど作。出し山刷、他芭混交的使化するに従て偽数乞印皮滋之は谷一相接近して共特長圭角を去0・常年の新鮮なふ活気は又盆泊滅し京市れAッ、印皮数特に児深抵不振は銃に偽数の方法を己hh牧めて通俗の激化を布3.又雑多の山氏芥を越し肉、仰数の或おは既に吠彼多の哲理を容れ‘或者は銃K捻伽の行を修しぬ、寛容包括の風は一般に行はれ肉、先比池べたる戒日玉の祭膿供養の如3は差し此風潮の好際本なλツ。此玉の時代に出でし悌数の戯曲彬伊一炉勲g窓口包含は諸仮親和の獄をおし、仰敬吃印皮敬一か杓併て而--喝容開の跡な3を一不せλソ、而して一方にて同ヒく此時代、氏自
0000でし印皮…数の戯曲資珠の列

MWmw骨回P4mw戸内

も、献の妙柴吃共に減目玉の保護を受けしものなAツ定一去はば、王がニ敬に釣して偏頗なく、叉ニ数従も相閲〈乙をなかAツしを想見すべ3なh‘差し此時代上流の人々は矛盾なしに同時比二数の信者たAツしな
，d'e

るべし。

然れをも偽敬は漸次印皮数民包容せられ、共活気に於ても其形樫K於ても衰勢・・ど
第宝章

宗教混袖川崎伐傍教の消滅
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円五しね.五佐紀の始比治販が印皮を族行せし時代隆盛なA少し寺腕M3.尖後百五、十年 二国Oにして玄ぬか巡見せ九時には伐に疏強巴なれるゐAツ係数円同時に伶人の其小に出でて折伏期拐にカを進せしあるにも係ら歩、次第に交へ来0.恰も偽教が曾て其一税同仁の博交に依ウて婆即時門を呑併したる吃同ヒ〈、印皮数の通俗日初行の宗数依式の匁に包括せらるるに一主れ・9‘特に偽数の分ほ異論的でて、煩践的数mt、敢闘の事業Jとな・0、准ては氏来を化する能は・一ペ忽ては偏にmm行戒律比依Aツて凶紡したる数閣の紘一仰を矢ぴ、仮令仰放は主精神を印皮殺の小にて保存し得たるも‘少く芭も其名r・」形T-」にては到底彼の刷局kmほ倒せらるべ3の運命を治めつつゐ030印皮数中泥沼祭の伎界は、nMH℃述べし如く.人格的伎界巴訟変覚作平等の飢念に依て仰殺を掃し‘特に兆革路快澗なる然膿儀式は痛く人の成情を悲&--u‘始よAツして制Auk冷索にし℃叉後世按じく煩明的乏な・9し仰滋を麗倒するに足AツしなAツ‘加之川比滋撃は仰の慈悲同情の側面を表したる者主いλべ〈.此を以て偽陥を祭Aツし.ヲ000〉リlの殿堂は川比注祭なるキリシナ乏な，O山判。此像は即後に世界の主句"問gghv
モ:

mmして布名なる祭典。ど必みし者なAツ‘此外又仰を以て昆淫撃の
一化身に過ぎ・…yJh」

なすの一振も出現せoa次に湿婆の山以奔は、共森殿泌痛なる風越に依Aツて仰数の世外冥想的方面を包絡するに足る者あλッ、深婆は即治世沈思の偽砲なAツ、冊目て仰陥の符像たうし偽像は後には冥想飢念を凝らせる淫婆の係主見倣ロれ、又共建築殿堂の荘般偉大は偽滋の曾て占め得たる建築上の印刷化を森ppに足。しなう@』仰数既に作品川活気を失人民皆ウ亡、北(別手の勢力はぬ々定34-て盛に、偽数は川比一特長を以て之芝川判附する能は・下、彼を-筏れ、此を許し‘折衷山和を勉め‘持一し&・dに至。ては印皮数中に後生したる女刷出川持淑の榊怪の方面をも容れ‘一問の呪阻禁取の集合比化したるもあろ、今日尼波維に存せる山総乗偽数=四】
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第六章第

印度数確立時代
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仰数興起の反動吃して婆羅門数よAY採生したる印皮数は千年の星霜を経て浩然たる一流の大宗教を作。出し肉、只英成立混成的にして其性質雑駁なるが放に、共精紳勢力を集中する能は守して、雑然混沌の獄態にて存しぬ、然れをも混沌の中昆淫祭吃渥婆吃各其特質を挑成しつつあるわ0、又部伽焚歌の如3一大統合の目的を以て一系統を作らん吃するあλッ、偽数の議論的事風吃古代哲感涙勃興の時代を迫想せしむるに足る者めうι印皮数は英中比一一偉人の出でて一大系統を組織する
を待てA9。

此大勢を負て出でし者七世紀の末比蛍・9てタマEリラ?ハヴタ阿国自営ロmvvvpd宮偏唱なる者ぁ・9、禰長薩の作法を組逃して其哲皐を唱道し、嫡長路哲感は多〈の設秤をなし、又幾多の品川子を率以て大比婆羅門的精品仰を宣布し‘又一方比ては仰数に川町して敵僚の気を起3しめた・9、元来宗振の成情盛なる市印.・反政此よAツ一府外遊折郎グマ1リラミ商禍羅
..
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クマEリラの後に列判官澗川初安bwRPS円ヨゐA九七百八十八年南方印度のマ司パE比生れ、クマEリラの跡を嗣adて一一府婆羅門哲療の事風念日日比し‘吠檀多の知識的宗殺を復興せゥ、役は吠は多経を始め幾多の古哲事者に注稗を下し、自己の立見を円以て印皮封与の王殺を主張し‘殆巴古来の哲皐を総合大成し、共英風はス雪印皮の思想界を胤山仰せ・9、彼は又四方に歴遊して熱情人民を数化し、英品川子多・3K及びては破邪知正の隊伍を設へて会印・反比一以港し.激化説伏の外叉威嚇の手段をmぴて敵手特に仰数を見伏し‘印・・伎の正統川ω却を宣侍したλッ、商朔緩の所説は泣く吠陥の教権比依ウ抗阿波尼沙土の心筋・を率ヒ、宇宙唯一最大の精紳のみをお在吃し人必物質一切の現象を否定するにあう、共質行道絡を説くや‘一比四姓の椅別に依Aツて松町抑制門の神聖を維持し、古来の習俗に依Aリて儀雌土修する比ゐAツ、共の数段会然mw
cc。。。

総数T-」n公開放之を剣別したるが引な・930彼氏上流婆羅門比野しでは脅与の心髄を説き一般人氏に到しては泡俗の数を奥へた0・彼は・資比婆羅門的.精紳の様化吃mmすべ3人にして彼の佼古的思想迩勤は混沌たる印皮の思想界を振動し紛飢の小に一大部導乏なbにき.比比於て鈴嶋崎々たうし偽教は其最後の打撃を受けて一背もな〈倒れ‘印度数の精紳は猿乏して立ち其向ふ所を定むるを得たA9。商朔羅は破邪願正の多事なる生活比一生堂移0.其三十二歳の時雲山中のケダEに死す‘其が印皮の四方に創設せし四個の大修道院は彼の死後各英高郊を指名して之が首長たらしめ、共串風は彼が短S生涯中の偉業を源泉注して永〈印度の思想界に靭た・93.彼の後に出でて最有銭なλツしは十四世紀に
ルナEト闘。《Mmwgmw件V

英のシリシゲリ修道院の上座た6しサ'ヤナmpu可gg叉マEタザ属注目Mmvgにして梨倶吠陥を註稗し‘叉Jず即応野m常49・E円Ops-mg同gvpを著はし、正風を起し叉所法迦、偽数以下十六振の哲郎寸を叙して大に其正脊を桃川難したAリ。商拘羅の事業は印度固有の思潮を振起確立して一切の巣涜を排尿したλッ、龍樹が大柴容乗偽数の確立して後世話減偽数の組定なAツし吃同ヒ〈、商矧羅は印皮数の確立者にじて後世印度数の諸涙多〈之を組定せう、深婆振は彼を以て湿婆の化身なAツ乏し.毘淫華族は彼が毘淫祭を奔せしを云ム、然れ台も偽数を駆除し印皮の正統思想を確立せし彼が事業は即後に後達して諸施の脅皐振を牛一ヒ又従来存せし
揚大牢

印度敬磁立時伐
グマtリヲさ商禍四時
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印皮数中の異傾向に分振の形を確定せしなoe
一一四六

第二節

印度教の分、仮
tza印度教が偽数民劃して混沌の中に後生せし始ょう‘淫婆は多〈場者上流民崇拝せられ、毘淫撃は一般民間比行れたAツ、然れをも未だ分仮定mmすべ3者にあらゲウ3.商朔羅の如3も後世の昆淫華族は之を昆淫撃の山山川拝おなAツ乏し、滋婆仮は之を泌婆の化身なAツ定なせを弘、彼自らは婆羅門教会憾のん凡布者乏して未だれゲ振を形成せし者にはめら診るな。、然れ世込山川奔する所の封象を其比し、従て川(方法趣味を異比するに従て、自ら其聞に回定分振の形を呈し求らまるべから京、商嫡羅の伶手は依Aツて振起せられし印皮数は彼の如〈偉大ならまる其後嗣の間Kは自ら沈狐を品川ち京市れAリ‘九世紀に出でて商朔緑を億へし7'ナシダギリLVロ回国内問符岡山ユは、商朔羅900000000。00003が淫婆涙AMPZ釦昆淫華族49四mV34P女紳涙gwg伽那鉢錠振の28pq"が削除俳γーテバテ

003つ

m伊国円相V披職鉢挺涙MVE回岡高一件"等六振の存立を許せし事を記し、叉此等六振は皆同し
JFt$pテ

0300《商細川羅民自でし吃体ph.此を以て商滞緩を移して六見の組mvmWHF・自己9・mpsmwWMW吃
F

P

ミHmhh・
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務する事bb、比の如く俄令市婦羅自らが比等分担臥を始めしにわら山口るも.分涙の形勢は既に其前に成Aツ其由来する所返3にあら言、五世紀の無法制.世貌の頃にも波轍佐多及川以が船内紗守山拙忠弘司&美江一すの名bb.英ょう前の提婆の叫に既に幾多の
Uグラl叫ジヤカ

易振を準げたAツ、輸民間枠偽典比徴するに之を古比しては四世紀の龍樹、提波泌が著作よ00000ob之を後にしては無着、世親の著作民主る迄諸積の背皐振を評勝し九十六郡外ぷ等の名を附せし者少なかムダ定雄も‘多〈は哲撃的意見比従て古今に存せし見解を品川類論評せし者にして、英名稀の如adも輩くはれ勿振の名乏なすべから歩、又必しも商期羅の刷振以後に於けるが如き宗振にはわらなるなb。商胤殉羅が立てし吠檀多の内泌教は少数哲愚者聞の思想岬として存し、英直接の信奉者少きだけ其宗涙比分裂する事もなか63、然れ企も共n公開教は一切の印皮激的
争犠

品川奔儀論胞を許せ0.異秘の崇奔異種の傾向も其中に存せAツ‘又英信奉者弘氏問一般1・

に弘く、英品川振の形勢は恭iq乏して時巴共に進めAツ。印度畿のR7織は其山白川奔の封象を異にするに起。、共般本は最弘博なる官同省紳数の。。っ信仰に立ちて唯一なる絶叫剖最上の最上納MVgggd詔おの外に孤立の一柳を許ロ設印度敬硲立時伶即波数のbMM蹴
館大草
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ご四八るの数理は依れぜも.何れの者をも容れ何れの者にも泊合する常的有一柳教の潟滑包容に依bて後述したる、設雑なる紳界の諸品仰は各誕祭奔者を得.人各其好簡は依Aワ000て其越え所を奔するを得べし‘即各分振は各英樹願締Hav芯ムogs
を有して特に之のみを祭奔せ・9、此を以て此等諸紳は共根底比於て差別なし泣する"も‘之は税関

する以上は北町

のみを主芝するを兎れ・下、是に於て分振の基本は立ち、此及川添定其。。専念の信奉巴を表せん絡には、各波各其以前奔する紳比例到する兵一一首民俗図許円加を定め、日毎に之を唱するを以て紳に事λるの遺志なし‘叉其秘密の英一一一一uを体授するは其滋。。。僧侶の職務比して之を俄へらるれば即英信者巴して防磁式切符ωVPを終・9しなり、比等の秘出締法を体へて一振を形成せる者は即教義修法の相似にして.一振の跡宗mpgMMg色紗吋Pをなせるな0.而して一定の数系を有するは一振をなす根本放件な九
注す。
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相敵践する事なく、昆淫肇芝控婆を合一しハリハラ同mE-VMVHP芝稽して祭れるb0・又淫婆を別れる都舎には必ムヂ昆淫肇を組れるあAツ、或は昆淫怒号が淫婆を生めAツ吃なせるあ6、淫婆が昆澄撃を生ゆAツ乏なすめAツ。。。

ニ振は其隠別乏して前践に記就dEHpwmv又MV回一宝叩gゐAリ、淫婆振は白色を以て横比三線を喬a・t、昆淫禁振は紅黄白三色を以て縦比三線を喬〈.其他身健比古く記就も異なう‘珠数は澄婆振にては三十ニ珠にして葵に似たる果比て作・9、昆淫華族は百八珠にしてヴラシの木を以て珠を作る。淫婆は威厳の紳なるを以て、英振の信仰儀越には破援の威力を表する者多〈‘某珠数の如3時には死人の骨を用ぴ、其記就比比三叉鎗あAリ。其が蹴る所の像は勢カ威カの表鋭乏して男根を表象巴し、英偶像"も森般の察貌を有し、又威力の表象吃して牡牛ピ件ヘゥ、而して之を崇拝するの遣は冥想禁欲苦行するにゐ0・此を以て其信者は純粋なる婆羅門に多〈、甚た世俗に泣かれ・9‘昆澄奪は人情の耐刊にして常に混和快潤の風趣に宮み‘其偶像は-ヲEマ又はキリシナの温雅なる人形にし之、毎日生人を遇するが如一くに之を遇し、之を浴し之に多くの美食を供す、其祭織は快澗にし
第六草

印度敬熔立時伐
印度教の分滋
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ご五O¥て時には肉慾放逸に流るる事わAツ、会〈淫婆振の沈痛なる趣味芝町民な0.此放に此
減は通俗の宗数定して

一般の人民を支配し、英数師者くは償侶の如3も出世間的道徳を行は歩、多〈は妻子を有して恰も世阿の士比似たoe
第三節

淫婆崇拝波写山凪高物を破壊するの威力‘井に此破壊に到して之を再生するの威力は符威力の紳なる淫婆に出づ乏して、比紬仰を畏磁祭奔する者即淫婆振な40抑澄婆の山白川奔段、脅て昇叙せし如〈其由来する所泣く‘其成立桜雑な0.従て比一が成カ紳乏しての性能も亦甚複雑なる者ゐ0.吠胞時代の季世には此帥を奔し磁波の000303紳、救の紳乏し、後Kは大自在天国mwvggHP又は大天属mvvp晶君mwpに税せらるるは主れ。、之が性能を分析すれば大抵五乏なすべし。00000009、第一には破壊の紳な0.一切衆生の破壊者mR4mgvps・vpgにして、一却の絡には世。。界の生類天人悪鬼よ0焚天‘児淫撃をも殺す、此を以て又大時即死出品ゆ-w筆跡除
。。。

者gg火紳hvgHP定締せらる‘此を以て彼は諸天の骸骨を其頚に附腕へλツ、又彼川骨て其限ょう一閃の光を出.たして一切を焼遜し、其次を以て己が身般に塗ウし定いふ、港婆の信徒か次を用ぴて崇拝の兵乏なすほ比が鎗な0・淫婆氏死の柿乏して生類の死を喜び、墓坊に御俳し・V官官。目POPE--4paZT」移せらる、死紳たる彼は殆芝慈意憤怒の紳乏なう、惑鬼を従へ‘人の少しの不散をも答め之を減せ・下んば止ま示、此を以て又WP一vpM国V笹山54PC」稀せらる‘後には此怖るべS方面は寧ろ澄婆の妻なるTW切回同mp及カ1リIの思ロの性能乏なれAツ。wルず』。。。第二に淫婆は破滅を再治するの威力比して、一切守護のカな0.比乞以て窓ゐog・4担問mwFVVm包pdzp吃務せられ、船窓れやれのPMVEg-安田VV固定格せらvo、淫婆は此方面にては殆定治物主たる焚天に似て、明引を生し又力量ある牛を以て表せられ、
。。叉特に多〈男性生殖器即憐伽巴お一mvkて表せらる。M3vy。第三に淫婆は苦行禁欲、沈思冥想の中にある修業者苦行者の模範な0.比にては大蜘口和か回PV213pvf作新民pvp・吋O関山吃務せられ、格樹の下に坐して裸胞にて次を身慢に塗bて冥想せる像を以て表せらる‘此方面にては修業中の偽陥に似たる者…おるを以て蒋uf似たる体一説。ど附加し、彼波市木幹の如〈不動、にと情慾を去・9煩-一軍-q¥話、

慢が瓦

館大草

町民教磁立時伐海地慣祭拝滋
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11牛牡o 1: l象表島婆澄

ご玉二倍を絶てう乏いよ必を以て情慾の紳
。。。。

なる迦摩提婆gg宏gが彼をして彼の亡ぶIルザチじ?sk封する情欲を刺淑せ，AT」せしゃ、彼氏其限よAツ光を放ちて迦般を次にしたAツ芝いふ。ed-淫婆は此方面比於て英信者の世・ど渇れて禁慾苦行すべSの範芝な。、艶禽の婆羅門の遁世者をして此紳の天なるカ4-71サ同色ggに生れんが震に‘如何なる苦行をも敢てせしむるに豆
れ0.

第四に禁慾冥想の淫婆は思想家事者芭なAツて一切建知の源泉な6、即波尼《一備に発語の文典を授けしも彼にし‘て、彼は吠陀に遁践し、英順序に通達せる婆羅門一rfVA9、是れ即涯一婆の崇奔-が特に婆羅門一族の宗数乏して内秘一致の性質を椴るん之助以一なAッ、之江反して昆淫撃の祭奔は快潤なる趣味を帯びて一般人民の宗数乏して逼
一俗的な0.

泡鍵一の肺一宮第五に湿婆の共妻芝同伴するや、放逸なる山住の紳乏な0・狩滋wh耽O摘に溺れ、共
-v』F』干、明シ}

醤A.4一従者なる徐儒の僻叩mepSに園競せられて、其妻芝共に舞踏熔幾せ0.即比方面改
-7テ-一女抽仰山白川奔援の淫婆にして、淫婆祭奔振の本色にはあら宇。-0000;Z一淫婆は時乏して其再生の威力を表し‘其妻乏の同伴に象bて竿男竿女骨Spagロ

の浬接一

一吃なAリ、説得〈改装妻定合一して表せらる、即造化の二種のカが合一し川高物.を生iq一一垣J一するの意なAツ。，)44悶演の功一英他浸婆は地、水、火、風、昼、日‘月及婆羅門の入形を現して世界を維持みーないυ、或は南jJh十方印度比ては彼氏六十四種の奇跡を現して、死人を活かし.旨を明か]じ・g肢を髄せ一Jt
一し等の事をいph。

畑蹴初綿一婆淫は此の如〈異種雑多の性能生併有するを以てお一信仰にも亦多方面ゐ久其名1んい瞬大草印度一思確立時伶海一揖崇拝一極-一五三
i4申bdu吋一

手お円'JsJRJ〆勺ぃJFJゴ軍司示、.白民自チねらがfr舷rr恥vphぷ二一時三匹弘正中川恥討し・トuI13河timqi比lif 、
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3mmも逐に千八を列ぬるに至れAツ、即右民皐げたる外の名の主なるおを犠〈れば.mり000000つU30属忠之久MV四件叫衆生現出者同町民wg'回目HP489一切挑成者mgg・一切ggw句史跡協同町・4p・}同、‘，.
0000OJF0000。治滋者mmMVgZRP・Mgg大幻嵐伺FFPBSP夜行者同ZP・0m吋笹川町商回白色mV4p・EgwHMmv舟。00000大怒国MVVP-wg念、根本属。宮崎形・4山昌司m-等なAツ。
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亀，淫婆ば山中のカ4-ヲ'骨・天に住し、無数の夜叉、感鬼を使役し‘以て世界の感を抑人芝、英面は時には一面、時には五面にして、過現未を法規する三眼bAソ、北川中火なるは前額にあAツ、其上に新月を戴3.以て月の援還を表す、英到をねへる蛇民年月の附淡比して、骸骨の頚章改時間の接波生類の生死を表す、業身般には次を塗λッ、共毛授は上に束ねて警をなす、其小には恒河わう治々来に去・て復防ら中.其色は時には白会ア死のせしては築〈其般には一切を殺すべ主義?て青色をなす還はtヘ一乗Aツ若〈-は之を伶人、又幾皮が怨魔を征服滅逃せしを表して、幾何かの武泌を技人、
3030C

三又崎氏包】齢、金剛4&足、弓MMZPWP‘斧等是なλソ、又抗、hソ凶作トザシガ同FP2妙齢窓なる武総の尖樹氏ば牝をれすメ其手には政を約する紗y宮、及一山口乞殺すべ3・P官》回目白匡を携ふ、此等の形態は皆共性態の表象なう吃す。
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淫婆には比の如く多方面
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は只偶然の眠情よAツ、英記就及苦行の方法を異にするよAツ出でしのみ誕「シヤシカラグJVヤヤ」は記する所のムハ振は左の如し。第六奥の淫婆源氏憐伽を両腕に熔印す第二、ル町田ラ滋MWU回目凶gは前額比三久を議〈第三、ウタラ振dmgは爾腕に太鼓を焔印す
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喜一助中今日にかするtZ34ハ比して?には此外比話種のしいけ。ハム側臓渡。ふダシデ-dg恒品目回以即携一枝振は杖を携P戸、共h択に十一砲の別あるを以て又ややかFV一切gg静岡田Te恒・品目固定いよ。
一010o，

一7253は動物の立小喜一を食以、或は回数徒の戸を食ひ、之を以て、渥婆を山一一下‘k)iuぺし吃J悼す者な0・此一砲の行者は今日盆減少す芝。pゃよfvワバド171ば一vpvロ22〈322222仁経逗し其rt向、、ddrp、清ur''kluyF勾守神リ市叫一zト巨人、川d駅議笠一議河A力'f三塚t}縦一気GFJhシ説)デ一一LW吃μ¥一戸〈G，‘豆、、三=-町、月山・1ヰ王位二同luhdmyJ?dbud医院h，iHdTい町三MLれ仁川hy--マq，FE
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の生れん芝欲する天上を指すの怠ならわん、此くして時日を怒れば腕は骨立針の如ad
那j担屈従の浪漫
(刻彫堂殿ヲ， ，レエ〉

に至る。

7EカEシヤムキ-dLPW仇wop-B己例区ロ即益面振は、首を後方比向けて常比天を凝放す。リシガザタEgggは金属の倍、比一憐伽を納めて常に之を首kmmく‘此娠は南方印
(ニ玉三頁参照)

皮にのみbb。

、，吟宝

間一臨齢十要之淫婆援は特に婆羅門族の宗殺にして‘其方法政皆宇ど渇れて・苦行するにゐ0・!ι一放に彼等比濯婆を特比大苦行者乏して骨骨祭せ夕、而して其最終の目的改・酌MVP巴なγve・000一る渥婆のカ比依Aツて.鎮Mvb・3なる物質世界hh繋がれたる家畜
股せし」むる比bA90

MVmwAV出

即紛紳を隊世紀の問

。。此淑の事典比二十八の阿合除雪Bpbbしψにいふも.Aーは俸はら歩。
ゅι駒

'第四節

淫婆添附属分、採

司、

が

上家記越せし淫婆涙中のnT援は‘只記続行法の異同に過ぎ守して異に分探吃籾ずる民足ら・下、元来淫婆振の正統歓迎は一種の内秘教芝して少数血中者の問比存し、甚し〈分波を生品uwubし革、商朔羅の前既に淫婆崇邦の中に特別の数理を有ゼし者bb、又其後にも此の如き分涙を生ヒた会、此易振の中此比記すべ3者三郎復認振.
波輪，鉢多浪、及水銀振是な60

::2f

d復認淑は商鈎羅の世界妄迷論を最喰必的に解蒋ル、唯一の質在大自在天に依風し・，之が奴隷乏なAツて地質無の差別相を股せん定するにあ0.九世紀芝十一
に第六寧が印度教略立時伐
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一にリマIナシダm。自営伊豆PT」7V』ナワダブhghpvEgg何回Mwg
一成せられたAツ。

ヘ目復認涯の一此振は数λら〈、吾人が差別事物の世界史見るは、英質唯一の質在なる大自在天の
首Fh般理一

一意志は出でて其観念を表せしに過3・下、而して吾人人類亦比概念に外なら診れば.一一切芝我涯を差別するは即迷妄にして.一旦外物を離れて自己心中の概念に照しY~.芳一て見んか語物皆観念の外にあるなに高物我芝同一にして皆我比存す、五日人が前向物品川一…を認識するは即大自在天の観念を再び寄人自己の観念の中に認識する者にして‘一efw吋gqpev也容なAツ、若し吾人が淫婆吃同一様なら町dbせば.一も其観念たる事一物を認識する舵は・下、日冷援する事物も生、下る能は診るべし‘此を以て深く塾教を一信bて沈思冥想し、吾人の賀民大自在天忠岡一一慢なるを了知し、絶刻的に此紳に依一風し、九奴隷なる事を意識し誕恩寵に依bて自己の紳たるを知。、自己の中に存す
、:p，

一る紳臥カを回復し、英絶釣の観念に到達するを要す、即走れ迷妄雌股の涜比して‘紳一よろ出づる一切の一繭枇を享くる事恰もロハナの山を符し者は其中に存する一切一の財一賓を得る芝岡ヒさ者あら，A、幸一服知識の会陸を包括せる知者は大自在天なれ
訟剖刊誌慣とJUui?・4i主i~.温恒嘗涯の-一一極端波輸鉢多
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ご五八

の著作に依0て編

wdpu--，taw且FJv-?』r，eト?

ばなAッ、解脱したる自己改大、自在天民同一にして寓物の皆自己なるを知る.ー復総括跡は純粋なる唯一主義の唯心哲唱を根披ザむして、渥婆hh鱒依する宗数民依・9
て解股を希同したる者な6.

‘然れを.も涯婆振は他方にて又頗る自利的なる歓迎を組織し・迷信に宮み詮風に走るの宗一款を生み出だせり。即一一環嚇場及水銀振にして・其極端に走。しは女紳略的諮ハ振な600齢一恥一体-T33SはまZ骨骨物佐gosp件同定して崇拝するなう、渓泉氏之を牛いんrrw剛丈ハ配三20・波一聡鉢混ぜそ民家畜の主の義にして。古にてはロハ-歪ーをmj委する紳の義な'9しが、佐官叫比名穏を個人精紳弁に物質世界.1る家主回を作・9し氏自立自存の主還すなAツ吃してJ特別の数理を組識し‘多く南方印皮比一体播したう、人なAツ芝侮ふれゆ」も.英事践は審なら歩、比振
其開飽はナウリEシヤ同色gMW42が商掲羅以前mk

一系統をなせし段、比名か四世紀の世親等の著書に存するにて
明な0.
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、F'一‘'.ご大O一るふ川氏、先づ智カ芝思想の活動に依会て最上の紳渥婆に結合し必に人格的解脱争一得、必ょ。治て一切の活動を止め‘一切の苦悩を去・0・絶劃的に非人格的に悦股人u
，島町be唱dmp

一を得ペムggfzz本立す一コま£をなすを要す則的に一ItER'一3イ戒行を修し、常に不却に泣か0.迷設を除主、常比淫婆&冥想しが法の儀純を一ずる侍ゆ事是なAッ、英儀麓定成主乏しては功絡を修し‘其信念放度の匁には一日一周沙に浴し.焼鶏の沙に坐し‘供物を捧げ、文を摘し‘墓地&巡奔し、又俊勝唱歌匁mrlF…て主を讃嘆す英一他欠伸し・振臨し、政行し‘婚を口正し、無意義の子ど行人は山口此山恨の匹4J一民曲叩ふる所以なう、此外乞食して破衣を若し粗食を食するほ其儀樋の副な・9、彼一段異比一戯比類する無意義の作法主最腐の白克乏に依bて、最高の欺態に速し得一し吃信守るなA少、此涙の記続は身健諸部に憐伽を喬く比あAツ。
vo-o、O

RJ畿二水銀涙即ラセシワ-ヲ伺P80433??身胞を永久に生活せしむる成カ町一、しこ一紳介な・サ定して・此水銀なる湿婆含奔する「極の郎防御伽的宗数な0.此採にてはWYQ1¥一高・幸一臓の扱一態即一解股は死を以て得JhJるべき者にあら歩、身一慢の健全にして十分一出114~冥想修法し、身鰻の永久不滅にして大自在天平合一の幸臓を亨くるにあらなれ
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不可なAツ乏なし、此に其不滅の法を構成し水銀定安母の混合淡に此不死の料を嫌
‘

・品川
一

見せしなλリ‘滋気あb濃厚にして光輝あλッ、重〈して而も動き、之を腿すれば幾多に分割して而も其質を盤昔、dる不思議カめる・水銀吃雲母は即滋婆定其妻乏の威力を合一したる者にして、恥か凶器惨な0・又彼岸を附奥する者ggEなるを以て、十人の方法を以て之を彪理し、之を原し、或は之全制0・之を粉Kし・或は之を流し‘之km邸
?

し.之を焼主、絡に之を食へば、則身健は漸次不死企得、自在を得、或は空中を飛朔し、宇宙を透見し.一切の災厄を離れ、一切の繋縛を股するの幸編を得べし@水銀振は過境来世の解脱を不確買なAツ乏し自己の幸緬を奨ムの鈴Aッ、白己の身間
永銀波の現世主義

を保存し、老死を経ヂ、此偉にして解股の幸一臓を得ん吃欲するの徐0・移民此の如3紳怪の方法に到着せしなb、彼等は臼〈、妊年は色慾K溺れ‘老人は老老す、此の如〈にして解股を得べS生命なければ知るべ主を知る能はす・放に不老不死の生命は解脱の唯一源泉な・9芝、而して水銀を以て不死不生の抽脚力吃なすに歪AツしなAッ、此振は淫婆振吃女紳振の中間に位して裳過渡をなせb淫婆振の現世幸繭主義政獣主振芝水銀仮定に於て断似る主我私利なる傾向を作。
館大寧

印度敬舵立時伐国制捜滋附脳分滋
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漕潰湿の病的傾向生組カの開門小祥女脚崇揮の起源女川仰の一切副
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第五節

女神崇斧扱淫婆波のー苦行には、殆巴精一仰の常践を失する者あふは既に見たるが如し‘而して助病的傾向は他方比ては肉慾放添乏して現段れぬ、女神の崇拝即是な。。淫婆は威力にして英中に男女生殖のカを有す吃の観念は、肢に淫婆振の中に出で.之を表するに宇男宇女若くは男女抱合の像を以てする者ゐAツ、此傾向は段、遣して淫婆の威カを其妻たる女紳乏して奔するの一振を生せAッ、共跡かのwELι-P仲芝
。。。して奔するが放に、之を女紳涙gwg吃務す。生』干のカを女性乏し・て、或は祭奔の封象乏なし或は哲血干の主義吃なすは.古よAツ印皮に存せ0.然れをも此傾向金十分に後出場し、之に加ふるに放逸淫肢の慣行をなすに至。し段、滋婆振の中に恐〈は土人の戚化を受けて起うし此女一柳山山邦振なλッ、注婆涙の中はて通常の澄婆崇拝者はかか匂PEES-回曾包吃稀し.之に反して女紳の

eo

みを奔するは之を左道4P田守自仇V円程吃務す‘其崇拝する所の女紬刊には英夫なる湿婆定問ヒ〈.黒白即威烈温和の二百あう。威烈破境のカは時即死の女神なるカEリl同位伊な0.ヵIリーは黒面鬼様の女紳比して‘髪を飢だし‘口を開3.其手には創を携へて人を殺し、英取は血に潟u・英.到には骨の環を纏へ且リ‘此&以て此女紳を祭るには常に血を以てし.甚しむ-dは人を犠牲に供せし事もあAッ、虎の血は此女紳百年の満足を買μ、人の血は千年の諭足を買ふに足る乏いへ0・此吃同ヒ〈「近〈べから下」吃の名ある山1tRmpも亦恐るべ3全身金色の女紳にして、虎に跨b十手民兵穏を携へて惑魔を殺裁す、恐を生色しむるなるバ4-ヲずra回目HMH同gt恐るべきカラl-ヲl岡mFHPHPも亦此方面に属す、其温和なる方面にて淫婆の妻は即写宙の山Aが仲回各注。誌なAリ、山に位、して涯婆vr-戯るる。ハルザチト「噌仇WH4主回な0.此方面にして肉慾に走。たる者は交慾の女耐脚力tメーシワリt同首woosq清惨なるずJヱヲEdロ自丘町カなるバリ--E同州世田回同等なAツ。此の如〈女神の性能もま常に岡ヒ〈英数無量にして、少〈えも一千あAツ芝ヤリイれを大別すれは川、知識の威力乏してだザ以外ザ出PFP4広三生育の女紳巴ゆて夫母一紳。oc愛慾の女紳乏してがW同省ま行法修験の女紳乏して行女紳吋。m区の
出向mvvpB宮町館大草

印陵敬暗主時伐女紳崇拝滋
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女紳涯の私利的修
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ご六四四類巴なすべ〈‘第一巴第四段多くは威烈の方面にして、第二第三は大抵畑山和の方
面なう。

暑一

此の如〈一串宙のカ宏無数の方-而ょう女紳巴して奔するが、放にゆT内にゐOて女性比最も符ムペ〈又恐るぺ3脇忠利カを有する者乏な。、女性に劃する成情は此振の中比て鵠柏市四三役表し球物女性の中比存し‘女性は紳なう生気なor-』一明へ、共施は最も肉慾の放逸を桜むるに至れAツ。
!-.自ー、，、{

即此振は総ての肉慾を添比するを以て、女神に事へ女神を慰むるの道乏なし、其伎界ゆ集舎には一人一γ交を却益比して之を本一?とし之を回線し、先づ僻一回包習を飲み、肉jgHVgを食ぴ、魚民三者"を食ぴ、wmwの類属ESを食ひ維に男女飢雑の膨muME25比山手0・此集合を臨んどュ・町長gr」稀して之を秘密にし・特は此最後の式ふ(以て最泌密比して叉最肝要なる儀式乏なせAツ。此放添於逸なる修法上なす女紳崇拝振の目的r?る庭氏、叉従て私利。悦慾を途ぞるの外にあるな〈、彼等は此祭政修法比依0恥・か跡か虫色島区を得、己の欲する所を獲己の欲せ診る庭を応け、編剥快楽を得、人の交を買ud臼聾を跨し、疾病を応材、怨軌
f ? -，，? ?

章、'fll~ゃいzk-rん手川町ぶ麟へ。、即不思議カを得た・9定思惟する彼等氏、比一等-m墜をき-ん鎗比は諸の方法・ι設け、各之を特殊の場合に用p戸、児文、児字、児符、児札、児念、及兇印-h&酬常利'民起な0.子・片品約
。3rr回mgg-は現今にては殆を意義の通述式る文句を請するなう、児字国営は某々の一宇を以て某女刊の代表乏し之を踊し若くは之を~記するは即某耐仰のカを借る所以なを貯炉吋gg槌々の符放を以て紳を代表するな0・特に血を以て書せしは。。其紳カ大なAツ芝、女紳振には三角及五角形の児符多し、児札阿Mvdpopは石斤、紙又は木板等に児文、児字、児符等を記し允る者にして信者は之を携へて災厄を越〈るに足る定せ91rrgpm値段児文を諦しながら指を身憾の諸慮に鮪れ、各其彪に寓せる紛のカvp借るなAッ、wwpHepは一定したる誇の方法以従て指金交叉する等の事

をなすなA.J

此種の修法は元吠随時代よAツ存せし者にして、何れの時代の印皮宗殺にも多少比信仰なさは以し、然れをも之を極端に及ぼせしは球伽皐振に始ま。、密集偽数民定入。、又女神祭舞仮に於て十分の後議をなした・9而して女紳崇拝織の此慣行は又
館大寧
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77uつし.ιβ削減のZK此憤行の盛なるを見る-h000い什ih一いり一次州、じりいのーむ必は咽特線巴巳gr』務す‘其歎甚多く、大抵皆淫逃が其安比説。し}hhFLトヲ

一ななAツ{おし訴釣話の慨をなせAツ‘眠特回線は女一脚族民ては宮間那比代へて第五吠…陥乏して隼んか所比して‘其記述の題目は大抵富関那比似たれをも、其他児文泌法等
下村d一一

一に就Sて冗長の記述甚多し‘其成立の年月は明なら・守史雄弘、何れにしても七世紀一よAツ古3はなし、女紳援の信仰は此頃以後は漸次生ヒて後世hh堆積せしなb.
/山

一第六節昆淫筆崇拝娠、、、〆・明同一鳩山明一毘淫禁振は一の品川仮定謂はんよAツは殆を印皮一般人民の信仰なAツ訴が三積現隠
れぞ.限度;1一

一の中特に路湿肇を写山戸市して、一.切を迩化保存叉破猿するの紳乏なす飴よAZXへば一川一一ν二宅一畑山説明』紙芝-相到して印皮一殺の一宗涙な0・然れモペ詑…2・5・極めて寛終包括的比目隠絵、“vhu--一して、英紳なる昆澄奪の回融自在にして.如何なる獲に"も臆ヒ得て共性質極めて何一.d岳3凡一物をも容れ何物にも適応し易〈、四姓の別を悶片岡守、宗一義宗制の悶定せる者なく.慈一恋愛情の歪大会能の人格的見渡撃を崇拝し‘之に防磁する者は議〈其徒なみ、此wbh
‘1・t・4〆・v

4v

-EあEE.，酔山T11
‘

調時

三大一占ハ

、0.'';1昆滋奪の化身たるラEマ定キリシナは共比婆羅門にbら守して.康氏比近づき易主主共に其体記説話の趣味あb活気める風韻は、大比四氏の同情を芯主、婆羅門の内秘的なるに反し.又偽数の平等吃井比悌数KMミA『せる通俗的趣味吃を粂ねたる金以て、治〈人民の信念を支配するに歪れ0.，f-昆泥撃の崇拝ははく民間の宗教なλッ、其小比大ん川ゅの出でて一定の見識を以て之を-唱導く事あれば、信者は其周問に集る巴雌H旬、而も其成化滋〈れば、此の如3の岡紡伐此芝共に抽削減するも州市山海祭の山山川奔は依然乏して滅び・下、定まれる教川引な吋れば何れの殺をも自治るぺ〈、定41れる数固なければ何れの人も公日仰に之を机し得べし.彼等の中には婆羅門の哲療を泰守るあA9、津波官振の苦行を賀行する者あλリ、女神振の放逸は倣、ム者めAツ、仰数の如〈平等博交の精神を・賀行.するわAリ、而も其節する所は且司毘役撃の崇拝民集。得ぺし、此を以て彼等は数理脅慣の民同比冷淡にして係施-Y昆淫撃の化身乏して奔し、基督数吃和合せん吃するめAツ‘彼等の日常の行匁は即宗数比して彼等の限中には何事司非山市激的なる事な3なλッ、比を以て彼等は必しも-改良を企闘せ守、鈴革進歩&翼は歩、然れむ弘叉尚徳比して新信仰を以て彼等を導
館大平
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女がキリシ十に封ずる肉慾的及川を一仰の忍術史人の信仰に擬し‘浮訪問削宏なし詮脱俗吃なAリ、山一小欲的儀式は遊戯乏な0・北九械は此振の成情的白川数日どして一祁の色情つOC了宗教たるの腕ゐらしむるに至れ守、後に此娠に出でし懸の海」Mvg自mpmR定締する…歌曲、十二世紀の戯曲「年LS52斜の如3は。此瓜の好代表にして此の如え趣胃鴨川祭主は昆淫肇稲川中之を有せ診るなし。r一切一一誠一毘摂準一取は氏問ω白川数吃して特に利略的組織をふ付せ示、英が多数の信仰金支配す
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ご六A〈者あれば、彼等は低に之に憾とて怪ま守.最冷淡に最包抱的k.又品保守的にじて
最純潔化比趨隠す‘恰活大海の

一切を容れ前に風波比動携して定まるmmなもιに似た

。

立注白川・γは其化身芭して底:人界比況はれて共松山川町を行
へぅ、而して兆身は其妻たる

われ似i一円似の女科目ヲタシミEMVmww岳山田ゴヒ共はV4hソシ.トハ。。には九一汗U品切ロ島pgp回回 4p山田内ロロ仲間HM伊
天に住す、主

胸には毛輸の帥速なる表象めλリ、山、問手の一00コ。五拡】VP船戸。&SM可阿世なる抑制を、一には杯月岡mggobμEなる称。ど.
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;主。な
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を iζ

はへ.此車佐脇Aリ‘此川怖を吹3.此棒を振以て感魔を挑ひ、令一刻鳥伽捜抑制比来ヒて誕倍弱ムHN主を助〈、又彼は象を作ム事あAリ、又恒河は彼が足よλツ流れ出でて人界を潤すなλッ、見淫撃は此の如3の紳なれゆ・」弘、人の最も之を公信する所以は‘其人界にヲEマ、キリシ十等の勇者吃化現して、華民の一生に勇敢の慣行を以て人間を助けし貼比ゎ。。''r

/人の路湿祭を崇拝するや、英功徳のmm大なるよAツして祁十の方面よAリ之を符抑制し.共料淫婆巴岡ヒく千八ゐAリ、英の表する所の性能は一段婆のようは紳盛山口同総なるお。300000多く、彼の如〈威力念怒の相なし、具賞者mS3・浄心MMAwg件gp道路同常宮英明白3・3・事t4品

oogB生命MVHPS
ー。。3勝仲4m-E3世界の祭出Fgv&包Laps

23000oomN岡山S惑の速なる者吋P2・

件同伊岡田岡山吉宮一弘SB等あAツ。

昆淫華族の戚化は比等の人格的方而特に其化身代わAリ、見淫祭が或は動物乏な0・或は-ヲEマ‘キリシナの如3勇者乏な6て.人間を怒よA9救ぴし事肢は、特に比仮の人格的崇拝に深主成化を輿へたAツ、此成化の以く行はるるに至bて共信仰は特に戚情的に傾主、浮滞に赴B、-ヲEマ、キリシナの勇敢なる市中蹟よjは山川γろ其小説的の憾愛調に心を傾け・キリシナが少川m野比生長して多くの牧女KW取はれ、彼等巴什一一にm腕春郊野に遊戯匁踏せし体訟はバ以弘人の好hu所巴なAリ、信者は之比模倣して、牧
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二七Oる所以は共数依ょうほ其儀紐祭泌の風韻兆依説説活の域化はのう‘而して兆宗教
つO

的意識の小心は信仰凶HMmw仲間なAリ、見淫筆其物よAツは本ずの其化現たるキリシナおく
0000

段ラBマを慈変恩寵hvロ回開SFPMVS忠彦-の最上紳£して之を白川b.之に服従蹄似する比あ0.信仰の飢念は其始既に渇伽党叫引の小に成熟し‘見極筆振の宗教をして人格的変情の特色を後越せしめ、一方比ては幾多の偶像的袋町行の封象を作。出だし.一方比ては信者の方面比て共信仰の批態に就3て桁々の考察をなびしめたう、此にが、て故寛ねなる川比淫禁振の宗教は英中kmmJ々の川刊行傾向を殺生し.後惟諸ω数帥…山川……縦一専念信仰の第一義は精紳の世市引に擾飢せられ守して畝皮一心代紳を只想すみに
~コO

一ゐλッ、静公窓ロ岱は仰数民於ける芝山川ヒく見淫筆一以の品川先史する所にして‘共泌は一即磁皮なる又想に依Aツて紳£合一するにあAリ、具の信仰は実情hh依る紳人人口一を
J103

γ以て最上の獄態吃す、川本川柳比して、川比一2・淑の信仰は他の宗教2・v紙芝北九一仔Z一一にせJ9、只共間人格的愛情の存するの差わるのみ、而して此一郎は昆澄祭仮の小一民訴の儀機然泌を引する所以なAツ、見極華族は信者の信仰磁度吃共は仙仰の必似叫に の出でて各一振をなすの総務を此比殺しぬ。
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重3を置き、而して比恩寵か如何にして人必の上は働〈か氏、比振の分振を生する
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33一一1信仰愛情の誌が路湿撃滅の中にて具健的に後達するに従て・英信仰は法外に走。制民さ唱ア始め肉、信仰は解脱の唯一の困たるが依に、信仰を以てなす一行一聾又解脱の能ゐb乏なしu・生命臨終の時最後の一念信仰にあれば、一切の罪慈も消@定説s・従て此
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の如き最後を遂げん錦には特は自殺を行ム者ゐ・9・或は信仰の一念比締の名を唱し.或は信仰の供物の残僚を食へば、一切の罪障消滅す定信下るわ0・大罪人も此喰
拝教d

B幅
の

祭

少の事比て天民生る定信ヒたAツ。
「M『J昆淫華族の人格的信仰は叉宗振の数師。回言

を紳化崇拝せしむるに至。ぬ‘特に昆渥孝一献には始よAツ一定の数制な〈、諸の激的出でて人民を化せし山崎品川明存の000otttmk向て紳的信仰を捧々る事行はれ、或は之を紳の化身吃し、紳的に成れる人m賞守備V・晶odp・目93・VT」稼し、或は之を最勝者・m拓者定穏し、後世昆淫祭一成中R7波の開組は費紳位に加は0・ぬ、此が第は僅に崇拝する所の数師を異民する事も、及川振の川崎2・』なAツて多〈の紛争を惹起せし事bo、然れをも昆淫字紙民て現存の敬一附を曾mML.て
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ヤ泣す、ラEマE又ジヤは十二世紀の中葉市印度に生れ、会印皮を放行し、共が個悦精紳芝宇宙精紳巴の相釣的針立を許す目別府恥J印刷42zvd誌ggの哲串宗数を以なAッ、作法の善惑に隠ヒ善悪の果を亭けて輸辺住死す、主宰は常然なAソ・絶帆到な0・常
住の光な6、純潔にして一

の汚給わるなし、大なる意味にては一切は主宰に外なら守、一切は主宰よAツ流出せしなAッ、然れむも主宰巴現象世界は既に相R7れ相離れて其本性を異にせAッ、然らば此差別を減し、不幸なる個剛山精紳を常幾の主宰に蹄入せしUるは最上主宰なる見涯肇即ハリの慈安比して、一切の主宰主機なるハリは其常幾の光明に依Aソて吾人を救ぴ導S、此最上の位地に到らしむ、ハリの此目的の匁
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比人間に現段るるに五様ゐ。‘偶像乏して現し‘ラEマの如3局部の紳的化現巴現 二七四し、キリシナの如3十全の化現芝現し、又一切の物は普遍透徹なる精紳吃携し、人の精紬仰を支配する内面的精神芝現す・此放に之を信仰崇拝して其恩寵に掘せFA事を盤一ム者は、漸次一よAツ五の獄態比防磁して、英最上位地に到達するを要す、此最高の獄態に議して、自己精紳の中にか脈恥-b和を崇拝し得るに至れば、是れ即典の信仰比して、ハリは此人をワ4クシト八天に導3・再び人界民館らしめ下、人は此に至。て其信仰せし紳比同化せしを認識し-英中比意識的に還浸するの幸編を享〈。-ヲEマE又ジヤの数化の及び'し所は弘〈、其弟子亦頗る多〈・彼が指名せし高弟七十四人あう、此等の高治は各其意見比依Aツて附の設を縫承し、英結凶棋は秘iマの数却一慣行を此振の中比企ヒて大に分離せしむるは至れ0・英最大なるは恥わん…一J跡にして、其相敵濁すふ事溢婆振に対するようも滋しく、北振はワダカラ43・E-mpE振吃稀して古吠陥を曾信し、南涙はテシガラdEdpwロ・明色丘、芝務して別にタミ'ル訟の
偏仰に閥一

例船-VF一瓶一-此ニ振の争勘定する所は.主宰の議悲が如何kして人心K働S得るかにあAツ、此滋
女抽押・・瑚す，m-繊の異陣

吠胞を作。た60

.は、人はさ忠士山のカに依うて紳の慈悲を把挫する事、兇仏恨の空交-同人は似たけ定論・下、此設をがん併齢層同WP53pヨニ附す、南滋-R-紳-は其慈悲を~々、ど救ひ出・1事‘母猫が其児を捉へて叶討を危難よAツ救phに似たAソ定論守、放に狐把説回gaps-ロuE・ヨ-吃稀す、是れ質に我邦の浄土門に於ける自力吃他力の論定同一
比して、又基督の
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救に就Sて、7ルar---F仮定ガルウ♂〆坂一が相公Tひし駄な-O定す、恩寵救済hh.就Sて‘バー-ヒ・若し市として正として指針ならば.如何に紳本位、人本位の議論は幾多の支論をlllして一を得て他K禁つるか、紳は会能ならば彼の外に如何なる作用か存ヒ符ん、一旦信仰芝恩一倍を得れば再之を失ph事ゐAツや、等の紳一慰問題は雨振の熱心に討議す
る所定なAツねJ

信仰に就きての紳準的問題は‘信仰の表象たる女紳ヲlFハEK就主ての議論乏なAッ、此娠は此女紳を毘涯祭巴岡ビ〈無限不滅にして救済の符らるべ3階階なAリぽ』論ヒ.南波は之を以て紳的ながらに昆湾都干の依鵬にして同等にわら守吃せゥ、此依に北方は女紳を以て車は他地位-刀の表象芭せ守、雲仙司法情岡憐の様化吃↓('祭舜し、商振は之に反封せしなAッ、此議論は恰も基督一敬の逮母hh闘する議論比例ヒ‘
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此ニ振は共に昆澄怒号の熔印を胸・肩、爾腕に印し、英数師底冷を巡回して小児比之・ど -一七大施す三振は又同とく共食事井に料理を秘海比して人に示wd-下、是れ印皮の管慣なAツ芝雄唱、ラEマE又ジヤ娠は特に此習慣を極端比及ぼして、堅〈其底的刷会堂を喰点誠一JL…川一一一者
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'マE又ジヤの設比して.マFワは此比
一歩を進め.物必の世界を同ヒく依ね吃し

て之吃自存の肺乏を釣立し.明比淫婆振の唯
主義民反対せ・90依存奴ふなる再人が札以上紳を祭奔するには唱名、強拝、帰印の三方め0・其恥必定は・2J同一川比一蹄磁の紀念吃して共子比命名するに昆涯華千名の一を以てする等な。、英誼関野は身口意の三方にして塾経を唱し‘柔和の認を用ぴ、貧者を保護布施し、心に怒悲実情を菩へ紳を信仰するほ脅膿奔の方治なA少、炉恥hpbwp!"

は身慨に昆湿撃の記続を熔印し、右腕に輸を喬3.左腕に制的を苗3、及前簡には海紅拍械を蹄銭批比喬3、業中央に焼炭を以て集線を潜〈を泌芭す・此に依Aツて常hh紳を念し-解股の滋
に到るべし芭いふ。此振叉組附の骨格に従て-wwu。。。

にR7れ、又八の修道院出向mavmwあ6て、共首長各開組のE流を体λ巴訴す.差しラ，マEヌジヤ喝の、族主マ町田ワの振巴は故山市数的に昆湿祭の人格的公奔を開後せし者比して、基督激主類似する所少なかち・下、英が異に基督殺に戚化せられし巴断する略
者あれを、未た俄に肯定し難し-

MVD吋HHPMMg山.酌担

仮定務す、英信者段南方代多〈.後二振

b

年-7Iマト又ジヤの運動は一般人民の聞に昆溢祭の山市奔を体婚した久然れぜも彼は九州おだ通俗数中の婆羅門振たるを兎れ26しが、共通俗的の事業は其継承者比依・9て盆後述し京市Aッ、英最も一般の戚化に勉めたるはラIマl又ジヤよ6第五位のラlマlナシMLEES彦主す、此人は十四世紀の末比出で・ベナレスを中央乏いて弘く恒河地方を激化し、多くの徒弟を下屠人民の聞に抜擢し、彼等をして俗人
『

J‘可.

吃して其激化を行はしめ、頗る自由の鳳を賞揚し、其戚化成以く一般氏問巴泣く後
世K及びたAツ。

此振は特にラEマr・』其妻-vlbglr」を山公判汁す.英典錦刊は議〈地方の通俗訟に成。又後には幾多の風韻ゐる叙事詩ど出だせAツ、此振の詩人スlルH71スm守-e"は多〈昆漫筆の讃歌を出だし、彼は告な0しょAリ特民自者の信敬掲仰を博した0・其後十六世紀末比出でし詩人ヴラシEM72ス時巳gr門戸営はラEマ巴・ν・タBの熱信者定して、俗誇の詩を以て之を談嘆し、ラEマ'ヤナに次ぎてラ↓マの信仰を民間
司、

h可b

.....:1 ...

に宣布した0.
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-ヲtマEナシタの戚化は此の如く沿く氏聞に深を及ぽせしが‘彼が高品川の中比四数の戚化に依Aリて革新の運動を起せし者カVMEルゐAツ、彼の事業をして一層の生
似伊を放たしむるに至れb。第九節

昆淫筆、振の腐敗昆淫撃滅中、キリシ占'T」牧女の的地変を以て紳人の関係に比し淫燦風。どなせる者ゐるは既比之を述べぬ‘此傾向を大成して極端の肉慾放添に及ぽし‘一以を立てし者十六世紀の始に常Aツて二bo、西部のずラバ吃東部のチヤ4タヌヤ包是な・90チヤ4タヌヤの笹山富回一司"は千四百八十五年ベルddルに生る、幼比して党穏に通ヒ、其遊戯にもキリシナの化身たる・貨を現はせAツ芝崎mph‘二十五歳に歪λツて志を決して身を宗数に投ヒ、六年の問印皮閥内を懸遊し、心を冷めて英信念を鍛練し刷、お一日一法座を開Sて其数を説〈や.信者雲の如〈其仇敵すら其徳定的州民館服して.忽Kし
ぬ

----

一般民間の大勢力乏なA9ぬ、彼は紳の決して四姓種族民頓者せ芯るを数へ、キリシナの前には階級の別な〈、キリシ十を信ivpる者民同ヒ〈平等な0定数へたλツ、彼
て

'"

一方にてはベルddル地方の大
は四民平等の駄に於ては偽数の長所を採0・而して勢カた.る女紳崇奔振の風を輸入し.表前には其淫風を駁離しながら吋旬、内質成之比倣ぐ人の拍仰に謝する交即信仰は男女の怒愛にて表象すべし巴なし、交の戚情一一斤を以て其'信仰を設ad、男女のmm交は皐に相変するのみにして其何故たるを知ら守。。。。。人の品仰を突する亦比の如くなら止るべから守吃せ6、彼は此交情的合一の階段を設さ、第一にはか釦cp回仲間にして、他事比飢だヨれ守して品仰を思ぴ、ニKは進て紳に餓つ000服して其が恥wg副司P乏なAツ、三には之に劃して異質友交の情mpwS"金越し、四には。。。。。0000090子の父母に釣するが如き孝必4pgmwH句"を越し.絡には男女懸震の無垢の交情出ザ。。。。。島vgu可m-に到者するにあAツ、即是れ専念の信仰、股塵的合}なAツ、此の如S専心熱情枕。。惚の獄態に速する方法乏して段、和名同PBmTW宵gg-ゐ0、怒蕊に閲する歌を歌以、牧女官」キリシナが戯れしを摸して裂を奏し舞おす‘此間不徳の事行はるる市場少adはあら守、彼の有名なるブリIの世界主祭磁の如3は此訟にて最貴重する所な0‘チヤdzb'又ヤ自身も亦屡E此等の方法に依A9て悦惚自失の獄に陥Aツし泣いム‘彼は亦海岸を歩みながら比獄絵に達し.キリシナが浪なる牧女史戯るる無垢幸一紛の獄を
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思するを非難し、ま言印刷民事へ耐仰を慰むるの遣なAツ定数へたゥ、此一傾向川市城盆極端に走。て、快楽主義乏なAリ、肉慾放怒乏な0・外人をして此振を抑制して飲食泡JM栄一vww潟町MVSF3・目曾mp吃移せしむるに至れAリ。-幼j一助振の特に信仰蹄敵する所はキリシナ、特に其幼時一牧女吃戯れしキリシナなAリ式ナの操琵ぺ純切る所の偶像は十二歳頃のかキリシ十回PZ肉2.FSなAッ、ザラバ自身は此幼キリ・ν
9・

・〈

チヤイタヌヤ死後の闘源
，
，叫

グヲパ

晦

艶非
苦
行
主.

、‘

法玉大王宮一葉故泡
、，、自?，、，、，、-、，、.

コλご見て、自ら決に身を失ぴし巴体PA.其迷信の皮知るぺ3な0・又此振はては昆淫撃の名八一リ合唱名品!れば不思議カを得て幸編を得べし芝信ヒ‘数十寓逼の唱名をなす
者少なから歩。

チヤ4タヌヤの死するや彼氏会身抽仰の化身なう吃せられ‘其高崎m7Fワ4hJ
hvp4HH目gr-」・--Fヤl十シダ岡崎広M『hVHMmgR回目・巴は其一部を受けて生れたAツ巴定ま0・他のす同弟Mnリダース同州百四'eωも亦別に神吃して奔せらるるに歪れ0・此よ今後も此振の

。。

数師たる者は牛主。。凶笹山回即。。，U4PBZT」務し、紳の現身巴して州民奔せらる・即此振にてはキリシ十芭其妻ラIF八lgsp吃を奔し、此宅相弁て数師特にチヤdEタ
又ヤを山一一雨奔す。

チヤdEタヌヤはベルddル地方を数化し、十二年間カタク比佐し、位置を高践に箆Aワし後は、。ヲリEの世罪主洞の傍に往して毎年其祭踏に出でたAッ、此を以て此坂氏現ATにあAツても主注して路地方に行政る。wv-ヲパ4巴Hpvvmwも亦チヤazb'又ヤ巴岡ヒ頃千四百七十九年比尼投羅の境上比生
，.，司b

る、幼比して聴明穎悟.十二歳にして既に自己の数理を組織せAリ芝山Vぴ、舵年にして四方に周遊して其一致を宣布せAッ、ザラバは思へらく、人は皆紳う、此依為一一川なげ精紳を宿企せる此身慢乞苦むるは決して紳比率ムるの道にあら宇芭て.肉勉を禁ナのmm愛を壁喰的に人芝紳吃の関係を表す乏なせし革、其後人は之を肉慾の方面-Oのみ見て、肉慾を以て直に信仰蹄磁の方法乏なすに至れAリ、即彼等は集合して其一情慾一熱情ど宮むるを勉め、キリシナの舞踏に擬したるラEサマシダリgSEa-径の集舎には非常の熱情放逸に至るをき」す、又信者にしてJj寸たる者は・此幼キリシナ民事へん震には特比女装する事ぁ。、此振の法主たる大王両mwv-P吋mpZ白らも紳hh奉事するには女装し、翻て血熱人をして己を努せしむる時には対人をじて巳に
第大草
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ごλ四劃して女性の態度を取ちしU.此大王は即キリシナの代理なAツ定見るを以てな0・大王はキリシ十全奔し、信者は大玉の前代脆3.其闘を戴3.其排拙毛髭の類を拝受。。。33し、英湯浴の水を飲み、英足を洗ぴし水は之を足の不死捌P-g恒Hgt伊吃mmして骨骨量0030，FせAツ、従て其携帯物を奔し‘其帯像を奔す、加之身.心、財産吋mwp自笹川デ品目HPHHを放棄して000・紳に事ふろを無上の徳吃なし、共蹄入式mmw臣賞苦言には.己が身悦生命精一柳才能妻
子家産

一切を奉ずるを宣誓す、英甚しSK至。ては‘婦人たる者はキリシナの代表なる大王に親近すれば、自己並に自己の家族比大なる幸踊を得べしぜ信ヒ、宇λて大王等が肉慾放添の具乏なる乏いλ、此が銭'hh近時治的地の阿川脳芝なAリし事"もあ
hV1Jh曹司

。

ザラバ自らス十入部の著作をなしたるも.此肉慾に走。たる後世の信者は、其中に色紙山ぷ閲する文字多3滞伽焚宮間那第十容のみを保存して之を氏重ゼゥ正波はA1民主乏して商の方孟買、グジヤラト‘中央印度の諸方に行はる。此二振は昆潔肇滋中に肉慾の傾向を代表したる者な0.此放に其末流民此怒風を増長して甚しき腐敗に陥bたるあれば.又一方には其腐敗比耐え粂ねて改革の企闘を超せしめAッ、英腐敗の極端なる者・十六世紀の米民起・9しラEKE-ハザラgE阿・EV音色HSE振の如きはdヲ'FAEの懸ん吃してのみキーシ十を奔し、十七世紀に盛に行政れしがmwmpwvgvP4曾振政、自ら女性の友即ラBFAE乏なれAツ定信する者にし4て、其信者政登〈女子の服装熔儀に擬し、女性の職務をのみ行ふ、此ニ滋の如きは最淫践に走。し者にして、昆淫祭滋中の女紳祭奔滋定務官ペ〈‘其援には其阻特懸を有せAツ叶。。。。。チヤ4タヌヤ族中比、前世紀の末比出でし泡物主信者同Rgvva数師以外に祭奔すべS紳、を認め守.
定都する一波段、

...
;}-万にて此の如き病的傾向後述した9芝雌も・他方にてキリシナの山戸川智汁成治療な丸信仰道徳を生せ念。しにちら守、磁度なる女王ミ:ヲEバ4百円P宮山の皮信な。。る事践に基きて起。し一白紙は・徳行を般にし、情慾を離れたる行者司笹山吋;Jゆ生活000ccをなす、此移行の傾向は種jqの影響を及ぼし、チヤ4タヌヤ波中の典清涼心振m3・mzvpSM可削除mwのを芭きは人間の数師を偉祭せ歩、禁慾の共同生活をなし、原始の偽数印段戦確立時伐見習畢涯の腐敗
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第七章西教職入後の印度数改革時代第一一節概見印度数の廊敗既に膏官民入る・之を洗糠するは印皮数自家の能くする所はあらみY-恰も好し、十三四世紀の頃には回数，及基督教の印皮比入。戒ゆるbb、之が外部よbの刺獄は印度数徒を警醒し、之が唯一紳の純白なる崇拝芝英高調の道徳敬氏、即彼
"7

等比模範を示し・比比於て印皮数の改革は蕗jk起Aツぬ、回数の戚化は依うて立つ者カvh'ルゐAリ、印度岡内に回数風の兵力宗殺を興せし者比十目ナウb0・家古帝国の7タバル大帝は回数のり中に出でて一切宗数の粋を集ゅん乏せAッ、比等の利減は印度数自身の中比も改革の運動を越せしが、一方に於て印皮ば英国主権の下に風し・英語定英語の文明盛に此闘に轍入せられ、基督数民中流人士を戚化する事漸〈深さに及びて、基督数の精紬仰を以て印度の宗数を起す者ラ'ムマヲシロ4あAッ、
捻数舎を設立して今に至れbe館七草

回戦輸入後の印度敏攻草時伐機具
=λ七"
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第二節

毘刻比豆にみOて‘諌言者毛八-dJFJFが其設泌を始めしは六百三十二年な03、爾京市制制慢に.絵芝L1以て業政教の領域を鑓張し、コ一十鈴年の後比は英一勝印皮の滋上-r偵察せAッ、後七百十一年カJVム綿軍三年の問印皮の西部を界し、貢献を俸ぐ5n者〈は回数を李るか・f強以た。、然れ台222百十四年カEシiの十U共は止まAツ吋皮諸王氏周回して回数の侵入を防3た0・E刺比亜人の波新地方k於ける勢カは其後盆意図むなAッ、十世紀の末の頃にお王ス?タテギEシ一皮大に印皮諸工一一の漣合軍を敗0・英子マ八ムEドに至。.千一年一舟ぴ印度箪を敗。がよ。二十五年の聞に十七皮印皮を犯し・其西部を暮し、東はかJUVを犯し南グジヤラトを略し、至る所寺院芭偶像乏を破壊して.岡敬の勢力を樹立せFA芝勉めた0.此よAツ回数徒芝印度数芝互に勝敗ゐAツし司、同殺は印皮諸王の不和に乗して中印皮に入0・絡に千二百六年デルヒを首府乏し、来ベシ冨ルを卒げ、市グジヤラトを客して、毛シddルの侵入して新に阿殺の王朝を建てし時迄其常闘を樹立したうe此問問畿の王は媛特七削WLYH一比へ・内には宮山処恒僚の後飢ゐAツ、外比は印皮人の叛飢bb、加之中央亜細亜の回数徒は常にぬ固に入うて同信の玉を倒3ん包レ、常に回路の位置に立ちたAツ、然れゆ巳も比四百年の回数玉は遜〈岡敬の狂熟をなし、印茂人を虐殺し、他殺徒を苦除、信侶を殺し、寺院を破壊して信仰の盤抑L4勉めたAッ、然れ台も回数は印皮入。多数を化する能は守して活に彼等主街突したう、街突の結果は彼是芝混し是彼hh和して、印皮数も回数の成化を受砂、回数も亦大K彼の潟hh化せ
られた0.・

但其侵入ふの-初期kbbて氏、回数徒は純粋に其信仰を保存し・所向スン圃7mg回目
自民異岡
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回数巴印皮数定相弁ぴ‘印度の園はツグラタ靭dpH同VHPWの回数の支配にbbし的。。OK嘗て、千三百九十八年、北方縫租の曾長所味百印皮を犯し来。‘デルヒ代人。虐殺を行以て諸方を荒せ0.然れをも彼自Jbは回数に化せられ、ヤムナ河昨7、4ルヅの寺院に入。て回数の紬仰を躍し‘翌年印度を退怠て北方に師。ぬ‘比よムツ後印皮は統一な〈して擾飢割擦の嫌を塁しぬ。比の如くして百徐年を終てJγ五百二十人年代至0.帖木児六世の孫バEバル凶hvvR印皮に侵入し.回数徒巴結げいて印度人・ど即位伏しJTル也に都して壱シddル帝国の基をなせ・0.其孫7hγバル(一五五六ll一六OZ4在位)は支Aツ℃、総〈印皮闘中kbる土共謀RJ.7ヲガシ人λ蒙古人等を結合して其大帝国会堂回比した0・此アクバル大帝は即比較宗畿の組芭.して、新宗教の唱道者吃して印皮宗教・史上附育以後の明日住なう。
策三節

カビ!ル

の回数的革新海婆援の惨烈なる苦行吃昆淫奪淑の松剥訟剛山の風吃は.之が洗務の必裂を呼ぴ家れ0・ラEマE又ジヤ弁に其縫承者の一流民比聞に立ちて印度数比一綾の先明を維ぎた0・然れをも洗枇酬の必要は倫)屠切貨にして、根本的なる革新の粉耐仰を呼び来れ0・此時に.蛍Aツて恰も外来の回数は其極端の鶏信芝不寛成滑に於ては多数の同情を惹き齢離さも、其唯一紳数の基本比立てる宗教は術活気を存し、印皮宗教界の洗糠剤たるに足る者あ--9、此時勢は即回数の側よAツ印度数の革新者カgBル
同pgH

を起乙せAツ圃

印度数の多紳教は英高有紳教の基本に依Aツて一紳殺に近づ3‘回数の中にはスフ持の如3吠檀多哲凱干に近S者あAツ・回数徒の排斥的精紳なかAツせば、寛容なる印皮数の之吃相会する事故て難きにあら守.〆4カgEルは十五世紀の始に嘗Aツて織ヱなる回数徒の家に生れ、其宗教に遁ヒ‘長ヒてはラEマEナシダの弟子乏なAツて其戚化を受けたAツ、此に於て欽は回数の排尿的なるを非乏し、又痛く印度数の宗教的精紳な3を慨し、凶滋一紳教の純白♂る宗教に依Aツて印度数-C洗糠せん定した久彼は砂鴻肱川端‘富関那の類を吻失排尿し、婆羅門の外形民走。たる精紳なさ偽善信仰を攻繋し.偶像の外形を山戸川野し、従に殿堂回数輸入後の印度教吹革時伐カピtwの岡敬的革新
館七寧

ご九
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{1141吋d4J41nla--4司を鮭比して浮務の信念を務ph'Z非巴し、階級種姓をAWち宗仮殺義を立てて相閲? ご九二の非なるを唱道し、而して数込ら〈、最上唯一の品仰を信敵して互に相突する者は、何の滋たる吃何の兵たる吃を閑は歩、同ヒ〈悶胞なAツ、一柳は世界の主にして又一切の生活し運動せる者の精髄なAツ、其紳は昆澄撃乞いふも.ラEマ乞い人述、又ハリ乏いふも.勝又回数の名を以て呼大唱、其精紳にして同ヒければ、同ヒ〈唯一の紳を界ぜるなb.彼は阿育王の宗教主同bs康博なる精紳を唱道して、信仰の質ある以上は何物をも拒絶せ265、只苦行をなし又異様の服装記腕を以て宗振を表するは之を絶たん定欲したゆ、共他の喰絢なる駄に至。ては諸恨の慣行を許し‘又遁世冥想の生活をなすをも非吃せwoos-彼の裳ふ所段只清浮なる道徳にして、英の道徳に戻63る限は.如何なる方絵、如何なる生活を以てするを問は歩、・而して一-紳の信仰比依Aツて純潔の道徳を履行するは‘一に信航するに足る数師を捧びて之に服従するにあAツ‘之に服従す巴雌弘、其数は一や自己良心理性の剣断比綜へて、後に満腕の餓意を捧げて之に服するにあAツ、此放に彼自らも常K其滋子に白色其現を求むるを怨一識したの、カビEルは印皮数穆恭の中に一陣の清風を資らせし者乏いよぺし此一陣の清風は諸方に波及して幾多の改革運動を喚起するの悶巴な0.ヵgEルは幾多改革者の技範足して、昆淫華振の連人定仰がる。。。カgEルの治子は少から歩、共徒はカビEル道者同MVVM同・MMP巳E
主総せらる、英連典は即カgEルの穏を集録したるスク--一タ'シmロwv-EeHPロなAツ、彼等は特にカVMEル滋を以て自ら標置せ・て他敬の恥・に交うて其精紳を放吹せ0.依に彼等の戚化は表面直接にあら守して裏面開扱なAツ、後カビ，ル振の中には数理慣行K幾何かの異同を生し、分滋の形勢を呈したり芭雌弘‘出火山淑互に気脈を遜ヒて精一柳的に協同結合せAッ、其信者は特にベル冨ル比多色--U弘、英他グジヤラト、小部印皮.tTVカシ等至る島其徒なa-dはなし、而して其中心は数組の住所ベナレスにゐAY。カビールの承縫者中、数師の四球同に依Aツて分探せしあAツ凶彼が十二弟子は各其道MVmw回-PMTZ立ててR7淑せし乏いp戸、英主なる者を態げんか、十六世紀末なる綿晒工なるダEドEの振はダEE;御影gs・3己区芝務し。特K路淫肇を奔し、7uy

国hv品。

-arEル.uyャ，q?ル遜に多し、十七世紀の中葉に自でしバ'バラBル一回仇pep-Mb一回の振には王族の蹄依者多か63、問問炉鮫m立宮は十七世紀の末民自でし広ルバ'シ留守
筋七牢

岡敬輸入後の印度教吹革時伐
カVtbwの回較的革新
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ご九四-MMMP回の創なる所にしてJ-'ルヒの近迭に多し‘十八世紀の後宇に出でしUVEワシタ。。。。。て、此仮亦唯一一脚数吃寓有一脚数乏の観念を合せし者なAッ、数師を一柳の影像巴して作品川す、英数伎を略記すれば紳は一過一切所比して、何れの者にもわAツ、一柳は善悪一切の源泉なAツ、偶像を奔すべから守、師は紳速な0、彼が足を沈ぴし水r-雌弘一柳速にして弟子は之を飲むべし、階級の別をなす勿れ、断食するを要ゼ守.貧民を養へ、他人の戚情を傷ふ勿れ、死人を葬るに蛍Aツては泣〈勿れ、而して呼べ「主は奥へ主は持ち去れ。」芝、此振は此の如く比して下層人民を数化し、道徳の数を宣布したAツ。カビEルの流也氏少し〈風越を国民にす芝雄司、岡敬の影響に依Aツて同様の運動をなしたる者.十七世紀にブラtシナ且rトMJ静岡'gpゐ今、十八世紀の始に叩倍野炉炉bグチi'l

。

砲のZmv同仇WS3七回・あ0.前者は細事の四球同を拾て、回数徒たるぜ印皮数徒たる乏を
晶V4J

問は・下、只唯一一仰を信すべきを数へ、後者民数師に服従するの要なし乏して‘自然肺
殺を説3・向。

ガV』目ルの流涙少なから歩、英勢力亦少小ならなbし定雄対句、就中英大なる者を十
Eナウのシク数芝す。、

'

第四節
レク数シタ殺の開組十Eナウ同静岡m-wは千四百六十九年パシジャ?州ラEダFE河上回ヲホル府の近村民生る‘少よAツ昆漫筆振の経典を研疏し、和t長ヒては四方比周遊して親ふ宗殺の師を訪ぴ、宗教の紙態を親祭し、絡にはJpyカへ回数の巡拝をなしたλツ岬にいpm彼が故郷は回数徒多き土地な・9しを以て、其影響を受けし事少なから守、又自らは印皮入定して、特にカgEルの治則子等比交・9て其成化を受け、設に一一柳山氏拝の根底に立ちて回数吃印皮殺を合一せん吃せるに至れAッ、彼氏カgEル芭同ヒ〈印皮数の荒唐なる怒典を排斥し、英偶像崇拝の迷信、四姓の差別を非乏し.精紳道徳の清涼を最第一定して最上の紳凶作リを奔すぺSを数へた合、然れをも其数理のmu達するに従て、其人格的紳格段印皮数紳話の丹臭気吃迷信を混同するに至れ・9、彼が数理の大本政吠檀多の無宇宙論的高有紳数に立ち‘之を補ふhhunリの人格的祭奔信仰を.

第七草

問教輸入後の印陵敬攻草時伐
引VHゲ敏
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-一九六一切宗数上の指導たる数師に信煩するを以てした。、彼氏思へらく、現代米世代港品、徳修法亦悶ょう功徳たAツ吃雌弘、具の解脱はハリの名を唱λる外に方法わるなし‘而して此方法を行ふには教師グルに就3て之が数比信服すべし.即彼はガビEルが数師を舎重せしを特に明白に明遣し‘占'Eナウを一初ゆグルは皆紳格の化現にして、紬刊に同bsを以て絡調的は之比信順すべし乏い
ヘゥ、即数師比就3て英正道を求huる者は劫知子にして‘其教の名シクgwvは弟子の義なAツ、而して彼自らも必しも新宗探ε創設するTこ去は守、印皮殺を改革し.ヵgEルの跡宕迫ふ者乏して‘常に其p穏を引用せ・9‘ナEナタは幾何か詩作を遺して其数念体へしが、十六世紀の末比第。。。。五のグル、7ルuyzi'hpaロロ此等を集めて根本経典除去・05巳V吃なし.英後第十のタ。。。。ル又経曲討を編し、此一波は此ニ編を師の金口05自己例区乏して符重せ0・/4晶'E-'hγは其数を西北印皮比布3、千五百三十八年代残しぬ‘此ょ・9師弟相川刷て此白紙の統領をなす、此振は少しも階級の別を悶は守して如何なる人民・ども数化し、又遁世の修行を非乏したるが放に、諸積の事業比従事する者、回数徒も印皮数徒パ之一タル

に隠し、専ら信仰治絡を勘鳳せ合、英多くの俗入信者は荷数的周紡危なして
k…の下に服従{0.ぬの如〈比して数徒の阻ま士山なるにつれ・共同民軍事的趣味を一生ヒ求。、英訓練金奨摘し.数組の死後百鈴年九は宛然一箇の軍国をなすに至。肉、;…第四のタル、ラlムダースMHP目・舎は併に回一結の粉一仰を蹴-吹して・宗振に政治的意.義を附着し、又裳財政を笠にせん匁大に財を堆積し、之に加ふるに附子相承の数制を，改めてゲルの位置を其子7ルジユシは説。ね.7ルジユシは数徒の図結を登固にせんが銭に、共数織の中心芝、ずべ3経典を築集し、又其父が建立せし7ムリトサルの寺院を一振の中心首府吃定ゅ、準〈数徒に忠版の数を布Sて、一定の課税乞虹もなし、精紳的数波ど化して宛然政治的回紡乏なし、自ら之に法王乏して政数の大様手k集中したAツJVhγ数振の政治的威力此く増長するに従て、川一致の川切れ~に忌

を

隊せられ‘グルアルジユシは終に千六百六年来古朝の惜シエハシギルの潟に詠せらる、此よ0・して-vhγ数徒の狂熟成一
屠を白血眼‘其西北地方の男伴なる信者は其軍の時には世界を間数化せん吃勉め・狂一熟帝王7ウランタジE?巴衝突し・タルは千↓ハ百七十五年-Fの然に弘、KBせらる‘此衝突刑罰は盆此数振を刺搬して其狂熱をす同め.此振を化して会〈戦闘の 隊を組織し.第九グルテタバハIFル時。閃・凶mvvmER
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西敬輸入設の叩肢敢吹革崎町
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=九A国飽主化じ.西北印皮に依然たる一王国をなしれ向、第十グルddタf'K目。。4宮内回はがバの仇を復せんが匁回数の帝園を滅ロん主計。、比大望の翁には尋常一様の手段の能する所にゐらwdるよAツ、不思議カを以て此墜を達せん巴欲し‘一柳通力を符ん匁に時には山に入Aツて印度数的修行をなし‘或は人を犠牲吃して女一柳突仰を然。、其助力。。を仰ぎぬ、彼は又数徒を軍隊的に訓練せんが匁民、選く敬徒の名に獅子mzvの字を加へしゅ、議〈長援にして御を帯びしめ、常は回数徒芭戦人の箆俗をなヨしめ山科、又自ら経典を編纂して其根本経典の卒利なる数を化して慨慨悲怖の気象を放鉾し‘諸の規律を定めて数徒の起居動作を一定し、宗教的狂熱£勇恥の気風を養成せしめだAツ、シタ数は此タルhh依Aツて迷信狂掛川の軍隊芝化し肉、当グJdFはアウラシグジE?定戦以しも.常に英志を得歩、後菜子£和し.後千七百八年兇手に姥れ肉、当ず呼;シFは其縫嗣を定め・下、殺徒をして経典-v-符てタル巴なおしめ、「余の死後放等は何
FO

VHY軍圏一れの廊Eても主mpwMMVなる経典をタルさ仰げ、経典は放の問λ所比答pmべし」吃治
の来蹄t

言しね.既に迷信狂熱に浮動せるシタ数伐比よウして怒地ハ祭芥のおぬ紙芝なAツ向。冨
、降、

開

・.同

?
ぷ

剖V1'EB死して後も比訟は何一タルの下K岡給して回数玉抑制比抗し、農惨烈なる戦争刑罰に信者の血を流しぬ、回数王朝むびて彼等は英軍勢を張bしも、後英闘の来印度合…枇の銭に探捌せられぷーは宗数的回路巴してようは、事ろ地方的岡慌乏して
バシジャ?地方に散在せAツ。

シタの激組ガgBルは印皮数の迷信を排斥して起Aツぬ、而も其後見は甚し3迷信狂熱に陥Aツぬ。シタ数の政様は回数の王朝吃衝突し肉、然れむも其が政数&合一し兵器を執て立ちしは一民回数の成化比してJVhγ放は宛然印皮の例数た0.シタ数
一W

叫運動歴史は一白川数乏して決カgEルの革新主誌相異ならみヂ定雄も.其軍隊的狂熱
A一輝

政宗数史上の一異彩にして頗る注目すべS者定す。アクハ

ル大一帝の新宗教

第五節

印度数の中には刀gEルあ6、十tナタあAッ、岡円放の戚化以依・9て印皮殺の腐敗を洗漉せん吃せAツ、而して回数の方面を見れば、英数組を去る事既比一千年比重ん吃し、千五百九十一年は即回数の紀元一千年にして、岡敬の換言が革命のは川吃なせし時期も近き山側、此時期は即正敬一時衰頒し‘大輪以言者が出づべし三倍せらるる時な
節也牢

商敬輸入後の印度教改革時代
プグパル大帝の新宗教
二九九
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。会、岡敬の熟信者

は皆其正数交へて邪道のみ盛なるを慨し.勉足して政一一局者の出は何人の胸にも往来しぬ、同数が印皮に勢力を占めてよλツ院に彼敬氏内部に紛援を生ヒてスシ---t吃シE7Hn定相手ぴ、之を
現を待ち、憂慮狂熱由数百年、而して今や

外にしては波斯のス7dれは太陽定火乏の山氏奔を以て岡敬を佼し京市0.基督教は印皮の西岸はあ。、印皮殺の廊敗は幾多の改革者の運動を喚起せAリ、印皮の宗教界は雲恭惨勃の中にあAツ、殺一一百者を勉望する者、自ら漁言者たらん定欲する者.自ら漁43H。。。。。。者吃稀する者は世聞に銭々だ0.世の改革的議言者嵐ω島日比現はるべし吃の沼町ーは自由討究信仰比較の気速を増長しぬ。十六世紀7クバル帝の時代には、改革麹望者巴して、英紛紳を鼓吹し其運動に奔走せし者、其数舵舎の上院川下流に少なから・下、而して其好代表たウしはシヤdEhγムパ
E-ヲウmv包W冨ロggw

ザ」す.彼は元スシ--Eの家に生れしが、成々を周遊して宗教抑制のスヲ#数の信仰を抱3、起て大に改革の運動に加は
に就会て考慮したる結果.一

。肉、彼は此が結局に回数正統の司法官即ウラマEdFBmw等比忌まれ、共住居よAツ股洛せられね、然れ台も其子77ルヲァヅルhvσ己一町mwNHは後遂は7クパル太併を助けて共新宗滋樹立を助くるの人乏なウぬ、即ヲァヅルは其兄7?ルフィヅが詩入定して7クバルの朝廷に召3れし芝共に召コれて、帝王の側に伶し・終に其 hvgロ-M4mw山N親友吃して其大臣吃して其事業を助け刷、ファヅルは元ょう回数の狭量れ熱を好ま-下、特に其司法官たるウラマEを好ま歩、即王hh勧めてmm今の方法を以て彼等の械カを森ぴ、彼等をして立に分離せしめ、絡に一切正邪の剣断は彼等にあら守して、帝王にあるを承認せしめ、四年比し℃全く彼等の槌カを剥奪し了れb、此一事は特に回数徒の保守振に-取Aツて大なる打撃にして、7hソバルが白出宗教の事業改設に其障磯を除3、其端絡を開〈を得た・9。アタバルは政治上にも偉大臥統一を成しし吃共汽又精紳上の卒業に於ても宏博偉大の精紳を後揮し、恰も新時.代の阿育王巴して、回数の偏執を拾て、印皮固有の文皐宗教に同情し、自ら人類の保護者定一線し・卒等博交の業を越し‘又一方にては印皮数の惑風を矯め、法沖を以て動物を犠牲に供するそ禁し、幼児結婚を禁し.寡婦の再婚を許し・其他禁慾苦行の如3・宗数ぷ於ける浪人情の儀磁を禁止した夕、王は又同数以外の数徒に課するが・伊貯旬ONE-ど藤し、巡拝者の課税を厳しメ奴隷を禁止せAリ
第七草

岡敬輸入後の印波数吹平時伐
アグバN大惜の新宗教
三o-
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アグパル帝ハザ哀歓的曾合主其新雰敬
伊
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一一一O一一

玉の不信殺を威するや.英沼に臼〈.此税税は不良の迷信に課したる者なう定勝弘、一-切の山山邦の方比一の大なる存在比到する者なるが放に、政皮なる者に針して儲磁を奥へ、又彼等が共創治者芝交遇するの方を絶つは甚非なう。芝王の寛大なる見るべ3なλッ。アタパル王は一切の宗教に劃して十分の寛容を有し.英后のて、一人は悲督教信者なλソし泣いぴ、又共子をして蛍時冨7にゐAツし恭督殺の数諜を受けしめた0.回数の安息日(金隈日)には.彼は狛太数、基悦数回数、婆緑門致、火数等諸 一人民印皮敬徒にしの宗殺者を一堂民合し‘十分の自由吃寛容を以て宗数民閲して談話討議せしめ、自己も亦此小比加は0.熟vωに討議に加は0.又誘致の連沓を蒐集し、血中者をして相互之を翻認せしめ‘又日毎比之を読ましめて共滋迎を探求した夕、品均等討議研究の結果、王は回数の真理に疑問を生ヒJm数の根底は理性£泡他の外何物にも従ふべからふy巴し‘ファヅル定共に新比一路の自然一脚数を越し‘会胞の紳世界以外にあるの数‘一切宗教の粋は唯一一仰を
を立て、此新宗滋を以て白然跡事研究必要の結果比して

、J、d内旬，、，、r、，、，、-、/、，、〆、?、....，.、F

奔するにあう吃なしたAッ、7?ルフイヅは比机宗教の紛紳を歌て臼〈.来れ、我等は光明の一川に向はF九、我等はシナ21の山の石を以て新し3カEバの礎を泣かん.，.‘.3.、)まえ皮れたAツ式E'unE}冨旬、A7キ?ラの礎は泊へ肉、我等は新しき礎の上に設な5・M械を築かん.芝、ヲァヅル亦其唯一一刊を談践して臼く、神よ・我は何れの殿堂にも人一が淡を求ひるを見る・何れの図穏にても・人よ・放を談せよJにいふを聞く・多柿殺も回数も放を戚知せ・9.何れの宗数もいふ.放は弁ひなしvc.毛スタには人の一前腐を持くるわ0.基替数の寺には人設を交して鐙を打て0・ぜ」7hγバルの一切宗数に其心髄の奥を採らん巴するの傾向見るべSな0・開戦輸入後の即民救攻車時的
アグメル大帝の新議敵

一一一G一一一
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アグパルの一一岬一背主視す』大限恐存アグパルの折衷的傾向

.
、.

アゲバルが宗教の影響 ，そ--eh

w

自Halq』川W11叶川明日間』臨叫咽出汁-b11

三OM悶7hγバル王が毛八シメッF第十二の総嗣数主なうげらの信仰は彼が川敢に背く包共に泊え失せしも、彼は内訳古人の一一洲一君主の思想を喚起しホゅう、君主は即地上に於ける一仰なう吃の信仰に浮かれぬ、此比於て王はファJツル芝誌λツザラトストラのの川数に倣て、自己新宗教の儀踏を制定し、宇宙を生育する紳的表象主して太陽を升するを始め、君主は即此太陽の一部なAツ岬として人民をして己を拝せしゅ、又自らは毎朝太陽を奔し.中夜には之に祈祷し、午時には之を冥想しJA兆信仰を説旬以たλッ、彼の宗数段此の如'く攻容的分子を加へ‘一切同殺の慣行紀元を威し℃訴に紀元を定め.祭日を定め宮中を以て新宗殺の範乏なしたAツ。
輔、.?

7hyバルの宗致は迎性巴道徳を大本定せる一一抑的自然宗敬比して.信侶組織を有せ歩、又必しも制規を般にせ守巴雄述、彼の敬度比して又時には迷信に傾くの性質は車純なる理性白川放のみに安ん守る飽は・下して.表象的の儀雄を営み‘基慢殺の匂散防が法督£マリ7の像を示せしよう大は之を随奔するに主れ0・又玉は太陽吃共に遊星及火"でども一仰の表象巴なし、共折表的性質は時芭共に現はるるに主れ0・是れ彼が泣く阿育代及ば止る所なAツ。
‘7hγバルは其宗教を宣布するには必しも般廃の方法を用ムる事をなび・下、共混親待従の外に多くの信者を得293、然れをも王政回数の陥習を改むるにはカをmぴ、其宗数上の儀式には鰯れEbしも‘一夫にして多妻を有するを禁ヒ、男子は二十歳以上にし℃自己の意志を以てするにあら古れば制越を行はしむべから守主規定せ・9.然れをも王は盆歩武を進ゆて時には回数徒を島刑し、又は其の欝慣に戻0.不知市陣剛弁飲酒の禁を解3、又同教の紀元なるヒジラ年続を威し、共暦法を改めて太陽mMT」なし‘自己即位の泰分を以て新紀元の第一年乏なせ。、王は並利比毘穏を衰へしむるの方針を執Aソ、直利比亜的各相仰を禁ヒ、英磁努の詞を疲官民し.又回数徒の弱幹を芸人るを忌みたAツ、王が回数民て神を奔する時にのみなす大地接吻の砲を白己の前に行はしゅん吃するに至。ては‘岡敬徒の不卒は盆増長し来れAソ。王は此等の一小平反釣をして大に起ら‘しむるには至ら26しも.英宗数は大に弘布

，

せられ・一y.王の.死守」AU討に消滅して其嗣王の代に回数は漸次回復し京市れAツ、玉の制定したる信仰は消滅したるも、共寛容の精紳は永く存ヒ回数徒をして英苛酷織属の傾向を減せしめしは疑ムべから歩、若し他の政治上の事情の之を妨むるなかiyせ
節也平

岡敬輸入後の印俊敏吹平時伐
アグバル大帝の新宗敬
一ニO五

，、
.
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一一一O六ば、移民一改革を成熟するに至。しならんに、情むぺし王政共新宗数比政客を混用し、英折衷的性質に宏大の精神を腐蝕し‘加之嗣玉の回数的傾向は彼が一時の感業をして水泡の如き腕を口正せしむるに豆れ0・第六節

基督教の轍入三共事業基位回数徒が始めて印・反比入。しは、既に第五期の歴史民記せしが如〈、早く紀元二世紀の米にあう‘基督教徒は商業等の絡に西方マラバルの海斥は京市0.共問自ら基督殺の敬舎を山崎てしが、お後幾人かの体教師此地方に宣殺し‘特kトマスの如Sは有名なる俳誌わう・後五世紀に及びて、スリ7の予ストル仮の殺曾此地方に入う朱。‘其が亜細亜の他の諸岡をも滋化せしが如〈、印皮人を放化するに勉め.南方にあAツて他の印皮宗数也釣立して一隅の努力をなしたAッ、其開設は地一一すげを土誌に翻鍔したる者あ0.幾分か印皮の宗数は影響なかうしにゐら止る弘、悲督放乏しての放餓明なら・下、其数義作践の如SHも印皮敬仰数回数定混合して存立し‘時代は土人民窮迫せられて山林に隠れ、或は他放の中に影を治め、住に僻地に行はるる信仰芝し〈敢て顕著なる影響を及ぼしたる事なか63.十六世紀の始に至。て・恰も此地方定通商を開S比地方は来住したる抑制僻炉人尺即時的仰がれ怠釈を輸入し、古来日防一地方にあ6し基督敬三和合し‘英連人三俳へらるるトマスを表彰し、彼の名を以て宏祉なる寺院を興せλッ、然れむも羅同日比一放の熱情l宮みたる葡萄牙人政異振の基督教を寛-容する能は-一ペサベEルの如3熱心なる‘{数者も績々此地に入Aツ来0・自己の勢力増長する芭共に他殺を間以抑せん定勉ゅ、守五百六十年宗数刑罰を始め、子ストル波も亦カを極めて之に抵抗せしが、比世紀の末年に至。て此振は会く緑町ぬ数民服従し・主主込書を焼S棄て主(後続JJJ“の務貯弛み求。、復再び英数機を回復したるも・此頃(千六百六十一年後)恰も基督漸wwなる和恥WMの此地に入。来るわAツ諭萄牙の領域・ど征し説萄牙人の勢力表Jる定共に手ストル振は再び顕を櫨げ来れλッ、前衛牙人は依然乏してカを極ゆて之を抑師幽するに勉め、子ストル滋亦内部ニ振に分れて、純粋の子ストル採段終に滅むし・スリ7臥の懸馬数定ヤコ，也、仮定相井ぴ存したi，。ー十七世紀の始よウは、又ゼス4ト敬徒の葡萄牙及伽跡よAツ印皮の市部民入Aツホゆる
第七草

回数輸入後の印波数攻革時伐基督教の輸入さ其事様
三Oむ
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一一一O八bb、彼等の印・民民入るや・会く印皮風の生活をなし下居人目的の聞に入会て工業を執0・或は組合を立てて知氏地を閃3、農業を傍み‘或は-追放人を保護し‘践は準校を立てて土兵を教育し‘恰も今日の救世箪がなしつつゐる定同一の方法を以て一般を戚化する事を勉めた0・彼等は下婦人民を教化する巴同時比‘又王族に注目し.或』v

比政治の手段を以て或は勝然等の方法を以て之を化した0・然れ時以も葡萄牙品汁に偽闘の政府は其法王乏の閥係よ・9して‘宗教上に自己の意志に従て市中を行ぴ、十八世紀の後宇にはいVェスイトの数舎を解散せしめ、助よAツして遜常の羅信仰殺を宣布したう、然れ台も部省牙の如3は縫府内数の数秘金握0・外数徒に封しでは依然峻肢の手段を執0・十六佐紀ょう.現世紀の始迄宗殺刑罰を行以て土
氏を化せん事を勉めたう。

羅応宮教の布殺は共始ょう幾経還を将校れ澄述、又謀総入の本図なる葡萄牙及偽図の印・反比於けM仏政機は永から守して衰滅民的附したれ台も・英成化の及大所以〈英信者又少から守して、今成百六十高の信者を宥し、印皮の宗教史弁K一批舎ムK及羅局、激戦入の後二百年にして.基督新教は?併の印皮殖民地を介して入。来れA少、千七百五年ルEテル振の教師チEゲシバルグ等丁抹主の保護を受けて東南の潟岸トラシケバルに京市0・聖書を土語タミlル並に乙-dvスタ-7に切誇し‘徐々其0000000C敬三一ゆ3ぬ、其後下抹王の保護絶えてようは、英闘の基督教知識波布合mcao許可雪MVHO目。民国問。V弘m仲間笹田阿国内V4gn問問。専ら印皮に於けるルE・7ル振の事業を支へ、又千七…九十三年浸誌の数師ケレEマル与の人4212舎を立て℃熱心市oc一、布数し‘十年にして三十二相の聖書翻誇を出だした。、此後五年二七凡人)収比倫政0000cc，一W野mmFMVS品。回一嵐官ω向。回記吋moasu可も布教を開きて其歩を進めたAツ、英国東印皮舎一wgaMES683は始は悲Zを助けしも後甚しく之を妨害するに歪れ。
百五十年ばは数師シワルツな

る人を涙して之を助けしめたb、之に次ぎて千七百然れをも十九世紀の始英政権を英国政府民交付する包共同其干渉を撤去し・千人。。。c百十四年英図岡敬の司数来。てカルコbJK其数舎を始ゆた。、比吃同時に致命同組問遺舎のV日ov嵐山富山OSamoaoqε配管内且ず伽固まOMS河内apopsap仲間O回。コFordm旬。回定改笑闘図磁の富市業を助けて布数民従事し共結果特に南印皮に懇がれb、後十五
η占ヰ

回数輸入後り印皮敬攻平時代
基督教の輸入さ其事諜
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ヒ、又形は異なるも紳は何れの蕗にも同一なるを数へ山側、彼の振は那羅延主義婆J7ooclv八ーを井せ奔し、岡山湿懇振の習慣に従て之を奔す、其信者比は出家mp島V固定在艇の叫VSF9の二種め0.英信者は商印皮のバ日夕地・万民多し‘比探今向存す定雄も
匝名滋の復興

那
'

其の印
縄 結攻度
墾 某革教
混・ さ徒

4ル;‘A

ι

，

三一o年蘇国数舎の敬仰タフ等京市Aソて特に茶話慣に高等数育乏にカを悲し、英成践活々乏して蜘替がれλッ、此よAツ欧米の新数振入。水ゆる者多〈其信者今六十高は上ぽれλソ‘其が宗教史上の影響の如S成後節に之を叙せん.第七節

印度数中の新運動腐敗したる印皮数は洗務の必要を喚起し、回数者くは基督数の方面ょ・9之を革新せん乏したる者の外、今世紀には幾何か印皮数の中比比革新を企図する者全出だし肉、然れ企も此等一二先脱却の革新運動も其数組が幾多の信者を集ゆ似げたる後代は、直比偶像崇拝T」一蹴利樹諮問の逃信乏に陥Aツて彼自路を得歩、彼等の地・淵は合ま印。。。度数の範囲にては真正根本の改本の不可能なるを示すのみ.那羅師地図紗忌河笠宮のテーヲlャ7公奔は、ザラバ振の腐敗に憤Aリて立ちしサハジヤピナシM7gv&宮mERUの始ひる所なAツ、彼は十八世紀の米中印皮のルヴコウに生れ、少にしてずラバ波大一式等の径行を慨・し、二十にして家を出で、濁身の生活をなし総を行以来を叉して‘7EJFM7Eバ官-府に京市Aツて多〈の治子を得、忽にして多くの信服者を得肉、或は云ふ彼氏催眠術
，

a

，

，

!<

を能くして其衆を締せしなAツ芝、其信いの多3よAツ婆羅門等の忌hu所乏なAツ、一度兆。。。。迫害を受けしよよの2は前け民俗し、彼は注l洲一嫌I持mg自由53psf-mせらるるに宝Aツ肉、彼は此よAツ其衆の尚一%乞笠岡にする事を勉ゅ、軍隊を組織して、ザラバ振の淫風を征討し‘義務を巣し生活を清浄比してキリシナ即那羅犯に事ムる事を宣布し肉、彼は改革者乏しては一切生物を答し之を紳に供するを禁ヒ、飲酒を禁多〈迷信者の集合にして其殿堂の偶像を開扉するや、信者は之を拝すれば一年間の災厄を免るべし芝て守て之に詣づ乏いふ。サハジャーナシダ吃同し3・頃K.ヵlシM71スmvpa凹回営なる者b9・E名、振を復興し婆羅門の慈風を矯めん乏し‘五十高の信徒を得たb、然れをも彼は又其問に秘姓の制を始めたAツ、此人は千八百五十年比死し、英子パIラクダース回仇vgw匂営
之を嗣ぎしが、其が婆羅門族の特棋を犯せしよAツ、移民殺裁せられて、此運動は消滅しね。

館七草

四教輸入後の印度教吹草時伐印度教申の新湛動
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第八節

ン

イの改革
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三、近世印皮に於ける宗数改革の最高偉最添潔なる者ば、十九世紀の始に常Aツて基脅数の戚化に成・のね、是れ英図的致指日一か替水市印皮数の府絡を警告し、基官以の泡総が粉其人心を支配するに至。し結果にして‘此成化を負て立ちし改革者は名をラ'ムマフシロ4MW除岡山民PVロロMWOM可芝抑制し.千七百七十四年恒河下流の

一村に、婆羅阿賀

伎の子乏して生れね。

彼のmA氏家古朝庭に事へたウしかば、彼氏夙に波新諒吃亜刺比毘訟を事muし、又彼の父は昆波華族の信者なAリしを以ぐ、毎朝其mA吃共にお伽党俗的泌を前波した0.然れむも此寧嬰児は此等恩典の前誕を忍ば下、限を仙押して吠陥を旬以‘兆侵・波尼沙土の簡潔吃吠，M多の偉大なる哲的中川仙想は特に共注訟を悲3山村。彼は十六歳の時似焔印公升を非難する論文をねうしよA9長上の忌hu硲吃な0・家を出でて婆総門殺を研先しJ〈両氏に入Aツて仰れ土研ぬし.此よ6益準みてバIリ節に依λツて仰数の三政土見原羽北町一日比依，って恰聞を読み、希伯来誌に依うて官約HU4局ラUVへプライ
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の宗教に其帥仰を他郎氏，九ぐ」勉めた・9.後家比一蹄・9て、父の笠宮なるき底を総a・t、又瞥く牧税政乏なAリしが、共問も常三五の研践を怠ら守、而して彼が収税実，乏してお平の虎置は多くの地主をして彼に附同教輸入筏り印段取仲町平時伐
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一真理は何れの宗款にも存し・真純の啓一不は何れの図何れの人にも現はるべし定信一世しを以て、何れの雲仙胤ハも呉川町一の帥よAツ出で‘何れの宗教活北(啓示を有せ止るなし
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三一回乏して、自ら吠佐多の従吃も又器官教徒芝も思惟したAツ、此を以て彼は何れの数徐にも交際し.又基督数徒の布数にも助カし.官て英主総の詞を世界最上最深の税務
なゥ定一広ぴし事ぁ・90

千八百二十入年、新教の牧師7タム唯一主義を唱道して英運動を始むるや‘ロ4戸之吃合同せしが、後に印皮の宗滋を改革するに外人の助を借るの不可なるを知Aツ、新に家宅を倍。、之を毎土限日析稿集合kmぴぬ、比集舎には先づ吠陥を前し.侵波尼沙土を筒み、設数をなし‘絡に設美歌を欧ムを例吃した今、此集合は漸次勢力を符.'良川附金の多3に従ぴL大家屋を建築し之を合堂乏し、千八百三十年一月二十三日始
つつコ

めて焚致合同ppHHBPEB3即隆一紳信持の合合は聞かれ肉、而して比合堂は喰一、永恒.不可思議.不遜の存在なる弓宙の治化維持者を奔し、信v沿道徳慈善を増進し.一M叩山私信者間の結合を設回比するのmk供する旨を丘一万せAツ、而して此合堂内には英詩にて詩絡を歌川ω.ベシガリE語にて談歌を諭するを常乏し‘堂内には何等の，・影像をも犯ら・下・何等の供物をも供え・下、又堂内には決して他人の祭邦信仰を非難すべから宇芝山必め肉、又ロ4は己が決して新白川滋を立つるの怠にあら止るを別にし‘喰一紳を奔する北は何人も比命uAuの拒む所にあら診るを表白し肉、但堂内の山虫は特に婆羅門のAAに坑陥を誠・請すべき底吃定められぬ。彼民改革者乏して英信仰は殆定基督教者答。3、最後裁剣の日わるを信ヒ、基督数の奇跡を容れ‘基督の真理吃真正宗教の開祖にして紳の子なる芝、基官は紳よAツ人の罪を放すの委托乞受けしを信ヒ、又婆羅門教鶴来の信仰を棄てて相姓の別を訓T」し‘輪処の信仰を棄てたAツ、而も彼は終生婆緑内定して共連純を放た・一九又兆父の宗殺に到しては敢て反羽の態皮を取ら‘2030ロ4は其改革運動の十分成功せ怠るに蛍0.雰姉焚死に就3て越に之を禁也ん事んど欲し、恰も英図図舎が束印皮合枇に閲する議案を討議するを機乏し‘三十一年英図に渡航しぬ、英闘にて此改革者は大に歓迎を受け、又談合の議案をも共立の如〈通過せしめ，しが、其後欧洲大陸を旅行せる問に病を得、三十三年九月二十七日柊に
?リストルに客死しぬ第七草

回数輸入後の印度教改革崎町伐
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一一六改革の主明者ば越さね定雄喝、彼が運動は謀総承を符、内川進て幾多の改革運動を悠
印刷した。。

般財九節

党教舎の成立後建ロ4の死後注目朋友は致合を継綴せしか‘数年の後材幹ゐる縫嗣は兆一
人Fワルカ

占'Eトh72.2ルの子デベシ官園田ヲナEトbJE44ル回040凶岱円加国営MH凶qp問。円。
乏して出で刷、此人亦夙に英図以の数背を受け‘深く白川数ω現山川'ど慨し、而も直にロ4の殺・命uに000000ば加はら十.一一一十九年比此の二十一歳の少年は白ら京放討究の匁に呉川代探知附間

時P2U4p・e。門戸同H同ロ円mmvgHHP

を組織し.後其機関雑誌を俊行しぬ.後二年比して彼氏焚致合に加入し.1(凶紡組抑制を盤国比するの改革法動に泣くべ
から旬、dるを知0・即七僚の定しぬ.即此致合は偶像を祭ヒ、一柳て敏治れ，九事乞求

なるを信

、、

3009。比数曾組織は共翌年に完或しガルコタ徒数舎を縛して悦本流致命日
mp岡田£

ゐ《戸山

回同PHugp定本し‘ラEムチヤシELヲ、タ#FヤEバEギE-vは其数附吃定まうぬ、四年の後に其信者は七百鈴人を数ムるに至。ぬ。此くして数合の少しく国成するに従〈異論を生ら‘何一詳綱に吠陥を研究すぺし包て、英研究進むに及びて、或者は其紳話なるを主張し、或者は什北淡謬多3K指摘して議論紛々たりしが、其総合は吠陥の必しも会〈紳速なら-vr.共が吾人の性的防直犯に出づる同県正の唯一-刺激に背か古る限b、之を信蒸すべし定決しぬ.即先数合は抗鋭理性・数様、経験、税然、信仰を基巴する岡惚けに決せられしなb.時比千入百五十年な。ad、陥れよう数合はミFナブル、キリシナガル、タヴカの諸地方民支合を捨てた0・此一172Eヲナ-Lは新民衣25vEggsなる容を若はし訴七僚の信保を修正し、四の根本主義を定め同皮の古典よO一々之が典掠を懇げて唯一紳数の日課香芝なし己主僚の根本主義はが一宮町駅回同普g-Bmg・4CP吃抑制す甘えの究あAリ3.他には何もなかbad、英は世界を治oa-dc
一、此宇宙の始に唯一

二、其は常佳、有智、無限‘多幸、自存.無形、唯一-無二‘遍一切所・治一切、包一切・一切知、一切館、・
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岡敬輸入後の印波数吹官即時代
党数曾の成立紐漣
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動計教 動祉教
の曾攻 曾曾
密的事 的内社曾坑革の主動者セシ

セゾ.V攻草の官一行婚姻胡民一の敬草←

.-.

一一二λ

不動図縮、無銭なAツe

ニ、此一脚を奔するのみ現世来世に圭・一臓を獲るの路な0.四、共を交し其が欲するm仰をなすは共を奔する所以な0.
党吃来一根回数巴を人u

したるの跡見るべあなう、彼が焚教はロ4が改革の方向乞逃めて清浄の道徳を宣揚するに於て特に共カを悲したAツ、必時比政Aツて、和平に山市数数迎の改市・は締足せ守して大に枇合的改革にカを逃コPAεするの傾向は此数合の
中に後生L来ゥ、之が先導巴して

一枇年の合口Hケシャ?チヤシダルセシ岡gwwmwσ白HHmH・

国内同担同句。ロ

は盛比此訟を主張しぬ。査し印皮の枇曾は‘会〈白川滋の基礎に立ちぷ柄数の信仰巴枇舎のmH慣は相互に促綿
辿絡して机蹴るべ

から・下、其信仰を改革せん巴する者は必共枇合目前の生活よウ
其mn俗制皮を破壊せぴるべ

EP9r、bkEカJhdd，叫uF4h抄1・

一度体水市の白川殺に停を下呂PA芭する者は‘忽比して四方の反怖を悲3、無知、mu俗.迷信.俗侶‘総数の政は此人の改革を渇め十，Aば止ま立らん泣す、党数舎の信仰改革ω進むに従て其枇合的事物に向て北0・を治むべ3は自然の勢ながら.又甚だ闘灘の卒業なλッ、摘してロ4の卒業を総ぎ放て滋舎をして比大胆の歩武を執らしゅん吃したるセシは、攻しロ4の志を成したる者
伊巳いλべし。

セシが此数曾に入。しは貨に千八百五十八年にして・此二十歳の少年は一時無信落奨の獄にあウしが、此数舎の存立を知λツ喜て之に投喧しなAッ、年少なる彼は‘始は只デベシお園田ヲナlトに従回附して数舎の事業に従以山側、然れ時」も肝年鋭気のセシは永〈民老程民同服するの肌仰にあら・下、伎は党数合が皐比例像伐升を排離するのみ
・・ヌ‘寸dddJZJthlJ'1

。。K諭足せ守、会〈階級の別を打破すべSを主張し・先致命日の合堂民営H25K出席する者は蛮〈婆羅門の盈純を撤するの裁を拠出し肉、デベシKLヲナtトは自らは之を撤すべS弘、敢?之を他人に強ふべから守主て之に反到し‘此に二人が怠見分裂
の端を閃3mH。

此よAツセシは程々の改革案を提出し、祖先の祭艇を感し、比巴共に誕生、葬式の方法を改めしめ肉、彼は又数合内に女子の数百を、越し、先には女子の別室或は熊外にて総評をなせしを奨励して数堂の集合に出版せしめん芭勉めたAリ。女子の改良問題は婚姻の問題に及.び、古来印皮人が最洲市忠にして犯すべから守，ぜ回数輸入後の卸陵敬岐革時伐持敬哲の成玄瀦訟
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一二二Oなせる婚姻の制皮を箆草するの議は提出せられ、先づ小児の紡婚を廃止するに若
手しぬ、改法裁は此mu俗の

一切弊害の源泉にして之を廃するにあら止れば一切の革新作仰にば一Uべから守巴絶叫しね、此改政・の滋は致命の政迎ずる所定な0・英一人は界的仰の再婚を賀行せしに、英村人は彼を詠裁せん三脅すに主れAッ‘然れむも婚姻改革の事は漸次致命同内に賀行せられ、デベシ町田ラナ'ト臼らすら其次女の結婚にはをく答式の煩雑虚略取に走るを泣けて、級品川にして而も静渦質朴の式を営む比一虫れウ(一八六ご、之を最一初の光教式結婚芝す。比よb四年にしてセシ民放て阿波観姓の結婚を管ましめ、デベ-du--ヲナEトは甚し〈之を魯ば町dos-比比於てセシは盆党数曾の保守的傾向に卒なら・下、又一方にては如何に枇合改革の悶難比して共嫡疾の騎し難3を見ては、金姑息倫安の到底芯を成すに足Jめr怠るを成ヒ、又白己の天臓のデベシ町田ラナEト等比異なるを悟・9.欝習を革むるよbは之宮根一本・ょう破壊せwuるぺわら・下定決心するに去れAツ。彼は斯く決心し.即断然致命定分裂し.恥年の改革潟を議・ぴて別に剛慨を組織し.デ。。。00.ヘシFラナEトの根本究数曾比野して印皮徒数合同vbHapdBZEU可伊国忌V自P・E-岡田紗定秘し‘此に於て会然婆緑門の欝muに反抗するの刺激合は成立し山内此分裂は貨に
千人百六十五年二月な650第十節

ケレャプチャン、タル
ン以後の党教曾
セ改革綴印皮究科似合の第一大舎は千入百六十六年十一川比閃かれ山内セシは比大合に於て一切の党致合を結合し‘之が中火の統特をなロん乏の抱負を設にしたウしが、五十数舎の中二十八は之に代表者を送。たAッ、比新数合の食堂氏三年の後に成

功しぬ。

セシは幼時見淫祭振に長也しを以て、大に其観念風趣を党数民総入し・信仰の飢A3
'"・?、戸、，、/、，声、〆、d問、，、?、?、，、J、J、，調、，、.，.?--..，、，

吃戚情的傾向に結合するに基督数々円以てし.紳を災乏し‘人類の共民同胞なるを技数の大本吃定めた0.其信僚を閥横げんに、一、肺は宇宙の大原比して治化の主.天父、救済者なλリ、二、紛糾は不死な0・死・後再地上に生るる率引く・来世に永続す.三、異質の連企Hはこのみ、天然の書冊ぜ人のvむに椛ゑ付けられし自然の抗捻是なA九
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回数輸入後の印度数政革時代
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d 治化主の智v・カ吃愛は記して天然に存し‘不苑吃道徳の概念は人の天性比基け

る信なλツ、

四、紳は人身比現段るる事なし、彼氏何れの人にも住す包雌も.特に毛Eセ、基料H.壱八
‘島

シメッ町田、晶'E十夕、チヤ4タヌヤ等の連人に住す、五、発殺は一切宗殺の粋なAツ、一切の良一却を自作れて時代図土の別を問は・下、六.一切人類は同胞なゥ、銃殺は人類を一家政吃して其別をなコ・下、七‘人の義務比四ゐ今、一刊に封しては信仰倣変膿奔を行し‘白己に到しては健康知識盛徳を修し、他に吋しては正直、正義‘成謝を釘行し‘人類の一澗利を治め、動物に測し
ては親切なるべし、

入、罪人は何か其果を卒〈べし、人は一仰を奔し、情慾を抑へ.悔悟しぶuに近づ3て白ら紳助活にすべし、比くすれば紳の慈悲に依Aツて救を得べしυ九.救済吃は精一仰に腐敗不徳の根を絶つな夕、比の如〈して絶え止れば.州連政喜の源泉なる紳の中に善吃一臓を符べし、一仰に作ふは焚滋従の天な0・
品

目隠は集曾し‘又共他毎池一

日の合合をなせ9.然れ心」も此致合唱後には断次祭日
を峨留守がて荘厳の儀式を行PFK歪れ60セシは此後屡印皮を族一行して其主義を江拐し.又英国に旅行して誌の11改革の00υっrt述動に加はのぬ、セシは千八百七十年英国よAツ蹄来して、新民印皮改杭協合同国内回目斜ロMwopロロhpsoaszロを結合して、姉人改革‘数育改革共他一般に枇合的治俗的改革の運動を始め、翌年女子師範mT佼を閉さね。婚m蜘の改革-q一皮明治せられし後も其好結果なか・9しを以て、セシ等一振は盛は謀議を主張し・粍々悶難の後七十二年、絡に印皮政府をして婚姻餓例許制定せしめ此よAツ法律に依Aツて結婚は必しも宗放的儀式を怨むを一袋せポ‘m刀は十八歳、女は斗E四歳以下に紡婚するを得、下乏し、丸町付姉の再一偽mt許し、多妻を禁中る民主れ60セシの致命日は枇合改革主布数乏に於ては熱意の述勤をなゼしが‘其信仰の観念は漸次狂熱的役坊を措旬以来b.共設尖歌を歌ムにも淑踏の拘NK以て市街を秋以姻る事あAッ、其祭踏も域情的に浮市の勤拡を旦し京市b、或は数合川対比して行法を修する者あAリ、数合は之に修行携を輿人るに至れ0・此に於てセシは勉めて此風を時収減ぜ

第七草

問教輸入後の印度敬吹平時代
ん7VャプサャyFWセジ以後の質油仙台
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ご内ん包せしが、英成功の甚速なうし事は接しく信者の常信を買ぴ.彼等は又任熱的に也シを山戸川放するの傾3を生ヒ山側、彼は始は謙遜の他民背わ診らん巴勉吟し弘、共惚心の長守るに従ぴ、白色諸聖人芝交通し一柳命を受けたるが如〈に信b.自己に反針するは即紳に反釣するに同ヒ吃宣一討するは至。肉、比よb彼は宛然印皮姥数曾法
王の伽慨を口五しぬ。

也シが威力長守るに及びて野心従て長ヒ、専横の感動を生ヒ求。、終には自己の女乞十六歳の困王に嫁し.英一枇曾改革の素志に背〈をも利盆の犠牲に供したAツ、而も致命同貝は甚しく之を攻撃せ沙63、然れゆ」も也シの専横に卒ならなるおは相.合し‘千八百七十八年カルコタに合し7aナシダモハシ.ホEズ恥回目-回品目F一回。vmw回国20を。。。30議長吃して改革遂行の匁に純潔の致命闘を組織し.普及党滋曾
mhvSHPgロmw回忌V自mw・

m担岡田芯

一年比成功せ0.
定的榊したAッ、其合堂は八十

セシは此新一述動に釣して七十九年比新法を設け数曾滋附の新位階7FヤEバカhzvu『SmFnpを作。四人を比比命しぬ.後に彼が事業を縫承せし毛ヅEムダEルも英一人な63、叉此頃新しき儀式を傍み、古の諸連人を歴訪して之定務る巴籾し‘一種の洞観術に耽るに歪れAツ泌之彼一か同年十二月比役布したるは一一一一日の如Sは殆吃務大諺訟の観あAツ・然れむも彼が才幹定雄悦川は、何多〈の信者を心服せしめて其日以
王の位置を保ちたAツ。

。3000千人百入十一年セシは治冷たる二時間の総帥併を振て、共所前新包谷忠義国向。4q匂阿国・唱。一回mp位。回を接表し-一切の宗教は泊四党数の中に包表すべきを論し、後文書を以て比主義を宣布し‘自ら此新包怨数舎の司徒主総せAッ、只彼が所前新包容さ裁の高間町大なるは彼の凡人なら吉るを示‘すに足る者あ63、後間もなく入十四年一月比偉人民死し、英親友三百人に悶まれ、肺の慈悲のみカあAツ回EVE-w宅伊豆W04PHpg
の

聾民法られて.英・身は火葬せられ向。山セシが死後共事業を縫承し・新包匁の主義を宣揚するは・セシが数附の一人プラタ自ブチヤシダルモヴEムタール凶ggMvavmw回島母国ON。og島曾
なーリ、数曾の中に彼に服せwdる者なSにあら宇宙」雌也、彼の才識的川音は多段の人を蹄服せしむるに足る者あA，、彼氏又セシよAツは純潔の方針に依Aツて其ゑ舎を導け0・
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印度宗教の現状叙し来て治々四千年.印皮の宗教は限な3鎚化を.吾人の前に呈しぬ、純朴の山氏秤心。、信侶的祭別あう、哲mmγ吃俗信巴・相除0.腐敗は洗僚に次ぎて京市Aリ、而して今は尉敗せる印皮滋の醜舷芝、之が洗俊革新の気運の広々に議動するを残し向。四千年の聞に印皮の宗滋は屡腐敗の病態に治ウし£共に、又幾多の改革宏起しぬ.然れをも程iqなる勢力の協同氏腐敗の勢をして増長せしめ、現時にあウては混雑門の専械は回ょう留存せ宇巴隊も.英頑冥迷信の・川波は印皮岡氏の根般に熔うて察易に除くべくもあら歩、二千年前巴同様に惨烈なる苦行をなす者わう、鹿儀形式の外は何等の信仰な〈、彼等の京放は道絡を維持増進するの具比めら・下して、不徳なる匂俗の袋綴なAツ、印皮敬の分仮存する者数十の多3K注す吃雌も.山一小数の能主
印度教の一ゅカ一

…f台吋も彼数従の数民俗に上。、共信念は似令厳形ながら比例彼等の心底よAツ抜3去一る能はみY、彼等の日常生活は会く北山内川滋のm臼俗に依Aツ、彼等の儀式祭日は非憶に山崎
mE肢の宗一息…

を逃せる者ゐるなし。
。。。

印一皮殺は到底廊敗の宗教なAツ、抜側破滅は早晩共闘上民家るべ3の運命なAツ‘然れ三ニ也
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大なる者ゐAツ‘幾市内の氏永氏此祭組儀式の銭に動けう、英図の統治械を以てすら少しも之に干渉し符歩、政治上に柔順な
印

る印皮教徒は宗数の織には子えを動かすを併せ守、共殿堂の宏壮にして其墓地
皮教

現升巡純者は如何なる困雛宏司取は・下‘脇
島且u・

が人の信仰を支配するの一陣3.幾多の会の如〈此等の地比前づ.印皮教の生活力
の

E、は伺比の如き将ゐAソ.彼永代叫がM引け俗的迷
&n

間信的信念の滋養は縁日仰に議〈べし芝も見え止るなう。

一方印皮の山

t

印皮殺は此の如〈、而して。。林地方に位する位族の吠態を見れば、幽鬼を袋持し、・ぷ物を山内山野し、宗数上の暗黒
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問教輸入後の即民放吹革時伶
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